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    序章


    



    　きぃ、きぃ――。


    　ぴんと張り詰めた静寂を、私の足音が乱す。人里離れた場所に何百年も前から建つ広大な平へい安あん様式の屋敷には、静けささえも重く堆たい積せきして存在を主張していた。それを破る私は異分子であり、招かれざる客。つま先に体重をかけるたびに響く木床の悲鳴は、私を責めているようだ。


    　きぃ、きぃ……。


    　一歩を踏み出すたびに神経が磨すり減る。この場所におけるルールを破っているみたいで落ち着かない。私は慎重に、丁てい寧ねいに、足音を殺そうと努める。


    　――きぃ。


    　だが、成功しない。私は苛いら立だちを込めて、前を歩く大きな背中を睨にらむ。私を先導する背広姿の彼は一切の音を立てず、暗い廊ろう下かを進んで行く。この場所の在り方を示すように、ただ無言で。


    　どうしたらこの古びた木製の廊下を、無音で歩けるのか。彼の足運びを眺ながめながら考える。歩幅を合わせても、彼と同じところに足を置いてみても、床は鳴いた。繰り返し、繰り返し、私の無礼を糾きゆう弾だんする。


    　きぃ、きぃ、きぃ――。


    　それから何回、耳障りな音を聞いただろうか。やがて私は一つの結論に辿たどり着いた。


    　彼が静けさを破らないのは、きっとこの場所に同化しているからだ。長い時をこの場所で過ごし、幾千回もこの廊下を往復したであろう彼は、屋敷に相応ふさわしい人間へと変質してしまったのだろう。


    　つまりは経験。初めてここを歩く私には望むべくもないもの。友とも月づき家当主直属の秘書である彼が何十年もかけて得た技術を、初めてここに踏み入った私が真ま似ねできるはずもない。


    　私は開き直って、少しばかり乱暴に足を下ろした。


    　ぎぃっ！


    　すると一ひと際きわ大きく、耳障りな音が鳴った。その瞬間、ぴたっと彼の足が止まり、私は身を竦すくめる。怒られるのかと思ったが、彼の背中越しに水すい墨ぼく画がが描かれた襖ふすまが見え、単に廊下が突き当たっただけだということに気が付いた。


    「――未み由ゆ様をお連れいたしました」


    　彼が低い声で襖の向こうへ呼びかけると、「入りなさい」というしゃがれた声が返ってくる。私は緊張に息を呑のんだ。


    　まさか、この部屋は――。


    　親族でも一部の人間しか訪れることを許されない友月家当主が住まうこの屋敷は、いくつもの建物が廊下で繋つながれ、成り立っている。部屋の襖にはそれぞれ月夜の風景が描かれており、その月齢の名が各部屋の名称だ。一番入り口に近い部屋は真っ黒な月が描かれた《朔さくの間ま》で、基本的に奥へ行くほど月が満ちてゆく。そして今、私の前にある襖には有り得ない景色――二つの満月が浮かぶ夜空が描かれていた。


    　……《双そう月げつの間ま》。


    　話にしか聞いたことのない最さい奥おうの間だ。普段の謁えつ見けんで使われる《満まん月げつの間ま》よりも奥にあると言われる当主の私室。ずいぶん歩いたと思ったが、そんな場所まで連れてこられたとは思いもしなかった。


    　以前当主が危き篤とくに陥おちいり、この屋敷に初めて招かれた時にもこんな場所まで来たことはない。ここへ呼ばれたということは当主直じき々じきに重要で個人的な用件があるということ。


    　戸惑いはあるけれども……思い当たる事がないわけではなかった。


    　そっと胸に手を当てる。かつて私の命を蝕むしばんでいた胸の傷跡は、もう存在しない。


    　決して自然に治ち癒ゆした訳ではない。記憶は曖あい昧まいで、夢かもしれないが、あの病室で私は――。


    「……？」


    　その時、視線を感じて顔を上げる。すると襖ふすまに手をかけたまま、無表情にこちらを見下ろす瞳とぶつかった。真っ黒な――目。白髪しらが混じりの頭髪や髭ひげ、そして彼のスーツは灰色なのに、その瞳だけは底が見えない夜の色。まるで光など届かぬ深い穴に満ちた闇のよう。皺しわの刻まれた顔には何の感情も浮かんでいない。


    　何で私を……見てるの？


    　私は怖くなって目を逸そらした。私をここまで案内してきた秘書の事は前から苦手だ。ひどく高圧的な上に、何を考えているのかまるで分からない。


    　俯うつむいていると、スッと襖が開かれる音が聞こえた。滞とどこおった廊ろう下かの空気が動き、頬ほおを撫なでていく。香が焚たかれているのか、甘ったるい匂においが鼻を衝ついた。


    　秘書が歩き出した気配を感じ、私は遅れないように後を追う。部屋の中心まで来ると秘書は立ち止まり、滑るように脇へ退どいた。大きな背中で遮さえぎられていた視界が開け、奥に座する人物の姿が顕あらわになる。濃い闇が満ちる中、赤い灯火に左右から照らされ浮かび上がるのは白髪の小こ柄がらな老ろう婆ばだった。


    「はじめまして、未み由ゆ」


    　掠かすれた声が私の名前を呼ぶ。


    「――はじめまして、お婆ばあ様さま」


    　私は自分の祖母であり、友とも月づき家の現当主、友月未み永えいに頭こうべを垂たれた。


    「よく来てくれましたね。以前、来てもらった時には会うことができず、残念に思っていました」


    「はい……」


    　叔お父じに引き取られるまで、友月家と一切の関わりを持たずに生きてきた私は、当然祖母に会ったことがなかった。前回屋敷を訪れたときも当主は危篤状態から脱したばかりで面会は叶わず、親族を応対したのは横にいる秘書だったため、顔を合わせたのはこれが初めてになる。


    　直接見る友とも月づき未み永えいという人物は、思い描いていたよりずっと小さく、柔にゆう和わな印象だった。深い皺しわが刻まれた顔には母の面影がほんの少し重なり、瞳は優しげな色を湛たたえている。これまで私の意志などお構いなしに勝手な命令を出してきた人物とはイメージがずいぶん違う。


    「話したいことは多くありますが、今日ここに呼んだのは語らうためではなく、あなたに伝えねばならないことがあったからです」


    「――はい」


    　私は息を吸い、一いつ拍ぱく置いて返事をする。秘書を介かいしてではなく、直接言い渡す用件などよっぽどのもの。私には一つの予感があった。もしそれが当たっていたなら……拒むことは許されないだろう。


    「あなたは……己おのが背負うことになった運命を、覚えていますか？」


    　お婆ばあ様さまは私の目を真っ直ぐに見ながら、労いたわるような口調で問いを発した。


    「…………」


    　何のことだと惚とぼけることはできなかった。やはり、という思いがあった。


    　ぐっと自分の胸へ当てた手に力を込める。そこにはかつて〝傷〟があった。精神に穴を穿うがち、肉体にひび割れを広げる呪いの黒傷が。魔術を使い、精神力を消しよう耗もうしたことで傷の侵食が進み、私は病院で生死の境を彷徨さまよった。その時の朧おぼろ気げな記憶が蘇よみがえる。


    　――お主ぬしは生きたいと願うか？


    　問いかけてきた誰かの声。私は死にたくないと答えた。


    　――ならば運命を背負うか？　さすれば命を拾ってやろうぞ。


    　何もできず終わるのは嫌だった。私には力になりたい人がいた。だから頷うなずいた。


    　思い当たるのはそれだけだった。あの時、病室で起こった出来事は……やっぱり夢じゃなかった？


    　最後に声は言った。運命の名、それは〝トモヅキミエイ〟だと。


    　忘れていたわけではない。誰にもそのことを話さなかったのは、自分が大きな代だい償しようを払うことになるかもしれないという自覚があったから。話せば皆に――啓けい介すけくんに負い目を与えてしまう。


    　だから私は胸の内に仕舞い込んで、ただ夢であることを願っていた。けれどお婆様の言葉と、真しん摯しに見つめる瞳が、私に甘い期待を捨てさせた。


    「私を助けてくれたのは……お婆様なんですか？」


    　恐る恐る問いかける。しかし祖母は首を横に振り、目を瞑つむる。それはとても沈ちん痛つうな表情で、これから告げられる事の不吉さを暗示していた。


    「――長くて、次に月が満ちるまででしょう」


    　言葉がゆっくりとお婆様の口から零こぼれ出る。


    「何の……ことですか？」


    　本当は、聞き返したくなかった。けれど問わないわけにはいかなかった。


    　そして、私の運命が明示される。


    　だがそれはお婆ばあ様さまではなく、その背後から告げられた。


    　部屋にまだ……奥がある？


    　暗かったため今まで気付かなかった。お婆様の後ろにあるのは壁ではなく御み簾すだ。そこに薄うっすらと影が揺れている。てっきり炎に照らされたお婆様の影かと思っていたが……違う。それは御簾の向こうにいる誰かの輪りん郭かく――。


    「お主ぬしが〝友とも月づき未み由ゆ〟でいられる時間じゃよ」


    　一度だけ、暗い病室で聞いた声こわ音ね。


    　口調に反する、若い女性の声。


    　運命を対価に命を救ってくれた誰かがそこにいることを、私は知った。


    



    
      ＊

    


    



    　――ガタン、ゴトン。


    



    　大きな揺れと音が、私の意識を明るい世界へと引き上げる。


    　薄っすらと目を開けて窓の外を見ると、ちょうど列車が鉄橋に差し掛かったところらしく、広い河川がキラキラと陽光を反射させていた。


    　私は向かいの席に座る少年と麦むぎ藁わら帽子を被かぶった女の子に視線を移す。少年は窓際に頬ほお杖づえをついてウトウトと船を漕こいでおり、女の子はそんな少年に寄りかかって寝息を立てていた。


    　私の肩にも重さがかかっている。見れば金髪の少女が頭を預けて眠っていた。


    　皆、寝ちゃってたんだ……。


    　苦笑する。動くわけにもいかないので、私はもう一度窓に目を向けた。昼間だというのに、真っ青な空に白い上じよう弦げんの月が浮かんでいるのを見つける。


    「次に、月が満ちるまで――」


    　小さく呟つぶやく。


    　三日前、皆で海水浴に行った翌日、友月家当主から宣告された期限。


    　あれから起きているときも、眠っているときも、繰り返し思い出す。


    　真昼に輝くあの月は、これから次第に満ちていくだろう。


    　今は見えない部分を、太陽が暴あばき出していく。歪いびつで醜みにくい月の正体を顕あらわにする。今日が上弦なら、一週間と一日後に十じゆう五ご夜やの満月が訪れる。


    　私はそんなもの……見たくはなかった。


    　けれど月は止まらない。星の巡めぐりは揺るがない。


    　もしも本当に私の時間が終わってしまうのならば、せめてその時が来るまでは――私は私の望む〝友とも月づき未み由ゆ〟でいたかった。
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    第一章　夏の故郷、交わす挨拶


    



    
      １

    


    



    【七月三十一日（日）】


    



    『次は奈な波なみ――奈波……』


    　耳に届くひび割れたアナウンス。そしてほぼ一年半ぶりに聞く故郷の名に、浅い眠りの中にいた僕は夢から覚める。


    　もうすぐ、着くんだな……。


    　ガタンゴトンと規則的に響く列車の音は、まるで置き去りにしていた過去が近づいてくる足音のようだ。


    　すぐに重い瞼まぶたを開く気力はなく、目を閉じたまま一年半ぶりに帰る自分が生まれ育った町へ思いを馳はせていると、急に息が苦しくなった。


    　――鼻が誰かに摘つままれている。


    　またあいつは……。いや、それとも由ゆ衣いの方か？


    　僕はうんざりしながら目を開く。すると視界に肩までの黒髪を揺らして笑う少女の顔が広がった。


    「ひょ、ひょもづき？」


    　想定外の犯人に僕は驚き名を呼ぶが、鼻を摘まれていたため上う手まく発音できない。


    「もうすぐ着くよ、啓けい介すけくん。確か次だよね？　そろそろ皆も起こしてあげないと」


    　悪いた戯ずらっぽい笑顔で僕に言うと、少女――友とも月づき未み由ゆは僕の鼻を解放する。


    「あ、ああ。そうだな」


    　僕はできるだけ平静を装って頷うなずく。普段大人しい友月の意外な行動と、息が掛かるほど近くにあった顔に心臓が早はや鐘がねを打っていた。


    　上の棚たなに置いた荷物を下ろしている友月の横顔はやけに楽しそうだ。旅行はあまりしたことがないと言っていたから気分が高揚しているのかもしれない。


    「由衣、ほら起きろ。もう着くぞ」


    　とりあえず僕の右腕にしがみ付くようにして眠っている妹――遠とお見み由衣へ声を掛ける。


    「うーん……あれ……もう……？」


    　いつもは寝起きの悪い由衣だったが、眠りが浅かったのか割りと素直に目を開ける。


    「おい、帽子帽子！」


    　しかし由衣が顔を上げた拍子に被かぶっていた麦むぎ藁わら帽子が脱げそうになり、僕は慌あわてて由衣の頭を押さえた。


    　危ない……この下にある狼の耳を他人に見られたら大騒ぎになってしまう。


    「んー……うるさいわねぇ」


    　この慌あわただしいやり取りに、声を掛けるまでもなく僕の真向かいに座る金髪の少女――アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトは目を覚ました。


    「ふぁ～あ、よく寝たー。あ、そろそろ到着なの？」


    　降りる支し度たくを始めている友とも月づきを見てアリッサが訊たずねる。


    「うん。アリッサさんも準備した方が……って荷物はナップザック一つだったね」


    　友月は苦笑して棚たなから下ろしたナップザックをアリッサへ手渡す。僕も自分の荷物を詰め込んだ重いボストンバッグを下ろして降車に備える。


    　でもこうしてみると、美み傘かさ市に着いた時とはまるで逆だな……。


    　傘さん陽よう学園に進学が決まり、逃げるように故郷を離れ、傘陽駅に降り立った時の僕は一人だった。電車をいくつも乗り継いで五時間も掛かった道程は、とても退屈だったのを覚えている。けれど今回は最後こそ疲れて眠ってしまったものの、道中は話が絶えず、長いとは感じなかった。


    「よし、じゃあ最後にもう一度確認しておこう」


    　僕は支度を終えた三人に呼びかける。


    「確認って？　忘れ物はないわよ」


    　アリッサが目を擦こすりながら問う。


    「そのことじゃないよ。僕らの――〝設定〟についてだ」


    



    　駅のホームに降り立つと、わずかに潮しおの香りが混じった風を感じた。


    　覚えている――ここで暮らしていた頃は意識することなどなかったが、これが奈な波なみの空気だ。美傘市よりも幾分か強く思える日差しも車内の冷房に冷えていた体には心ここ地ちいい。


    「えーと、あたしとミユはケースケの同級生で、史跡同好会ってグループのメンバー……で、いいのよね？」


    　僕に続いて列車から降りたアリッサが、ぶつぶつと呟つぶやきながら後ろの友月へ問いかけている。


    「うん。外国からの留学生で、日本の文化に興味があるアリッサさんが、啓けい介すけくんの町に古い城跡があると聞いて、里帰りに付いていきたいって言い出したの。私も興味があったから、啓介くんに頼み込んで一緒に来た――って設定だよ」


    　由ゆ衣いと一緒に出てきた友月が、アリッサの言葉を補足した。僕は二人に頷うなずく。


    「ああ、そんな感じで振る舞ってくれると助かる。まあこれで納得してもらえるかは分からないけど……女の子を二人も連れて叔お父じさんの家に行けば、何かしら言い訳が必要になるからな」


    　僕は苦笑しながら言う。アリッサが一緒に来ることは早めに分かっていたので、事前に電話で友達を連れて行っていいかは訊いてあったが、女子であることは黙っていた。


    〝史跡同好会〟は皆で相談し、苦し紛まぎれにでっちあげたのだが、何もないよりはマシだろう。奈な波なみにある城跡は、この町唯一と言っていい史跡だ。さして有名ではないものの、怪談めいた伝説があり、物好きな人間がわざわざ遠くから訪れることもある。


    　もっとも観光地と呼べるほどのものではないのだが。


    「ねえお兄ちゃん、シセキドーコーカイって何する会なの？」


    　大きく深呼吸して故郷の風を感慨深げに味わっていた由ゆ衣いが、ふと思いついたように問いかけてきた。


    「んー……たぶん昔の建築物とか、その遺跡を見たり、歴史を調べたりする集まりなんじゃないか？　正直、僕もよく知らないけど傘さん陽よう学園には実際にあるんだよ」


    　前にメンバー募集の張り紙を掲示板で見かけたことがあったので、この案を思いついたのだ。あの学園は渋い趣味の生徒が多いらしく、文科系の部活や同好会にはマニアックなものが意外とある。


    「ふーん、歴史かぁ……あんまり面白くなさそう。あ、それよりお兄ちゃん、あたしそろそろ狼の姿になった方がいいかな？」


    　キョロキョロと周囲を見回す由衣。


    「いや、改札を出た後でいいよ。それじゃ行こう」


    　皆を促して歩き出す。僕ら以外にこの駅で下車したのは子供連れの夫婦と、車くるま椅い子すに乗る女性と、その車椅子を押している男性だけのようで、ホームは閑かん散さんとしている。


    　改札口には自動改札機など一つもなく、駅員が一枚一枚切符きつぷを受け取っていた。


    「へー、ケースケの街とはシステムが違うのね」


    　アリッサがどこか感心したように呟つぶやいている。その時、前にいた車椅子の女性の手元からハラリと小さな紙片が落ちたのを見つけた。水色の四角い紙片――切符だ。


    「すみません、落としましたよ！」


    　僕は急いで地面に落ちた切符を拾って、車椅子を押している男性に声を掛けた。


    「おや？　ああ、ありがとう。助かったよ」


    　男性は人の良さそうな笑顔を見せて僕から切符を受け取った。年は二十代前半ぐらいだろう。柔らかな物腰の青年だ。ひょろっとした感じで背が高く、肌は色白。日焼けを防ぐためか長なが袖そでの白いシャツを羽は織おっていた。


    「――菜な津つ、落としちゃだめだろう？　って、あれ……どうやら眠っちゃってるみたいだね」


    　青年は車椅子の女性の顔を覗のぞいて苦笑する。見れば女性は目を閉じて、小さく寝息を立てていた。長く伸びた黒髪が胸と動きを合わせて上下している。青年以上に肌が白く、まるで積もったばかりの雪のよう。顔立ちは作り物かと思えるほど整っている。頭には花の髪飾りを着けており、日差しを反射して赤く輝いていた。芸術品のごとく完成された美しさに息を呑のむ。


    「おいおい君。人の恋人に見み惚とれないでくれないかい？」


    「あ、す、すみません」


    　慌あわてて身を引き、頭を下げる。


    「まあ仕方ないか。何てったって菜な津つは世界で一番美しい女性だからね。目を奪われるのも無理ないさ。けれど君の連れには失礼だろう？」


    　本気でそう思っている様子の青年は自信たっぷりの笑顔を浮かべながら、僕の背後を指差した。振り返ると三対ついのジト目に出迎えられる。


    「それじゃあね、浮気は身を滅ぼすよ」


    　青年はそう言い残すと車くるま椅い子すを押しながら改札を通り、去って行った。


    「ケースケ、さっきの人、そんなにキレイだったの？」


    　冷たい声こわ音ねで、アリッサが訊いてくる。


    「啓けい介すけくん……じぃーっと見てたね」


    　友とも月づきが平坦な声で告げる。


    「お兄ちゃん、あとで噛かむから」


    　由ゆ衣いは容よう赦しやない宣言をして、そっぽを向いた。


    　何でだ？　そこまで悪い事をしたのだろうか……。


    　着いていきなりの不運に、僕は大きく溜ため息いきを吐ついた。
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    　雲一つない快晴の空から降り注ぐ太陽の光が、一年半ぶりに帰ってきた町を照らしていた。


    　何も――変わっていない。


    　駅を出てすぐ目の前にあるバス停留所。ななみバスという表記が半分剥はがれかけているのも同じ。ひさしのある待合所には同じ列車に乗っていた子供連れの夫婦が座っていた。市営バスを待っているのだろう。


    　道路の向こうにはさびれたパチンコ屋と、やたら駐車場の広いコンビニが見える。あのコンビニは確か僕が小学生の頃にできて、以来よく利用したものだ。


    「――由ゆ衣いも、懐かしいか？」


    　頭の上に乗り、ガジガジと歯を立てている小さな黒狼に呼びかける。トイレで姿を変えてから先ほどの宣言通りずっと齧かじり付いているのだが、今は景色に見入っているのか噛かむ力が弱くなっていた。


    「ウォウ……」


    　小さく吠ほえる由衣。肯定という感じではない。


    「そっか、由衣はずっと右手の中で眠っていたんだもんな。懐かしいって感覚とは少し違うか」


    　頭の上に手をやって柔らかな黒い毛並みを撫なでる。三年前の海かい難なん事故で死んだことになっている由衣は、人の姿でこの町を歩けはしないのだ。今、狼の瞳で景色を眺ながめていることで、僕が感じるよりずっと深い隔へだたりを覚えているのかもしれない。


    「ケースケ、これからどうするの？　何か乗り物が来たわよ？」


    　先ほどまで由衣が身に着けていた麦むぎ藁わら帽子とスカーフを代わりに装着したアリッサが、停留所にやってきたバスを指差す。


    「いや、バスには乗らない。叔お父じさんの家はここから歩いて行ける距離だからな」


    　僕はそう告げると先頭に立って歩き出した。アリッサと友とも月づきが後に続く。


    　駅前の道をまっすぐに進むと、すぐに長い下り坂になる。左右には民家に混じって診療所やタバコ屋さん、雑貨店などが並び、眼下には町の遠景が見下ろせた。その向こうには紺色の海が広がっている。海岸に沿って走る道路は国道で、その周辺は大きい建物が多く、遠くには観覧車まで見える。昔、家族で行った地元の遊園地だ。


    「わあ、海、近いんだね。そう言えば、潮しおの香りがする」


    　友月が少し驚いたように呟つぶやく。


    「へー、また泳ぎたいわね」


    　浮かれた声を上げるアリッサへ僕は振り返る。


    「残念だけど、この辺りは波が荒いから海水浴には向かないよ。それに海岸は埋め立てられてるところばかりで砂浜もない。泳ぎたいなら少し遠出しないとダメだ」


    「えー……目の前にあるのに……」


    　アリッサは不満そうに頬ほおを膨ふくらませる。


    「まあこの暑さじゃ、泳ぎたくなる気持ちは分かるけどさ」


    　煌こう々こうと照りつける太陽は過か剰じような熱を僕らに押し付けてくる。背中はもう汗ばんで湿っていた。


    「あ、啓けい介すけくん、ちょっと飲み物買っても……いい？」


    　友とも月づきが酒店の前にある自動販売機を見つけ、指差す。


    「いいけど、もうしばらく歩けば――」


    　叔お父じさんの家に到着すると言い終える前に、友月は自販機に駆け寄り、硬貨を投入していた。


    「ごめん、なんか喉のどがカラカラで……」


    　友月は苦笑いしながらボタンを押し、出てきたスポーツドリンクを手に取る。


    「まあ……別に急ぐ必要もないし、ここで水分補給して行くか」


    　僕とアリッサも自販機の前で立ち止まり、ジュースを選ぶ。


    「あたし、アイスティーがいい！」


    　お金を持っていないアリッサが僕に向かって告げる。


    「はいはい、分かったよ。じゃあ僕は……りんごジュースにしとくか」


    　炭酸が苦手な由ゆ衣いのために普通の果汁ジュースを選択する。頭の上でバテている由衣にも水分が必要だろう。黒い毛皮はよく熱を吸収しそうだ。


    　――そうだな、ゆっくり行こう。


    　財布を取り出しながら思う。


    　夏の故郷で過ごす長い日々は、まだ始まったばかりだ。きちんと覚悟を決めていこう。


    　アリッサや友月を連れてきた言い訳だけじゃない。由衣を助けられなかった罪の意識で、誰も彼もが自分を責めているように感じていた時、僕がそこから逃げてしまった色んな事に向き合わなければ。


    　まずは……叔父さんたちと目を合わせて話すことだよな。


    　心の中で呟つぶやく。


    　彼らは僕が両親と妹を亡くした後、何をする気力も失っていた僕を引き取り、家に住まわせてくれた。身寄りがなかったら、僕は学校生活すら続けていなかっただろう。けれど僕は、まだきちんと礼も言っていない。心の籠こもらない条件反射のような「ありがとうございます」は口にしたが、本心から感謝することはできなかった。


    　本当は面倒だと感じているのではないか、嫌われているのではないか。一人生き残った僕を、妹も救えなかった僕を軽けい蔑べつしているのではないか、蔑さげすんでいるのではないか。親切なのも両親の保険金や、財産目的ではないのか……。


    　自分自身が大嫌いだった僕は、周りのものさえも汚く見え、疑ぎ心しん暗あん鬼きになり、警戒した。


    　瞳の中にそんな感情を見てしまうかもしれないのが怖くて、目を逸そらし、当たり障りのない会話をするようになった。


    　今も、同じ疑念は胸の中にある。


    　けれど、今度は目を逸そらさずに確かめよう。


    　そうでなければ、由ゆ衣いと共に帰ってきた意味がないのだから。
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    　下り坂の途中――自販機のあった酒店を少し過ぎた辺りで左折し、歩くこと約十分。


    『近こん桐どう』という表札が掛かる二階建ての木造家か屋おくの前で、僕らは足を止めた。


    　僕の背せ丈たけと同じぐらいの高さの塀へいに囲われた青い瓦かわら屋や根ねの家は、周囲の住宅よりも少々古く見えるが、敷地は一回り広い。三十年ほど前に一度改築しているらしいが、建物の基礎は昭和の初め頃に建てられたままだそうだ。今でこそまわりは住宅地になっているが、昔はそこに畑を作り、農業を営んでいたという話を聞いたことがある。


    　もう祖父母は亡くなってしまっているが、ここはお袋ふくろの実家。弟である叔お父じさんが家を引き継いだのだ。


    「ケースケ、着いたの？」


    　アリッサが立ち止まった僕と玄関を交互に見て訊たずねてきた。


    「あ、ああ」


    「なら早く入りましょうよ。立ち止まっていても暑いだけだわ」


    「……分かってる」


    　頷うなずき、チャイムの前に立つ。思い切ってボタンを押そうとするが、その直前で指が止まってしまった。


    「あーもー、早くしなさいよ！」


    　苛いら立だたしげにアリッサが叫ぶ。


    「い、いや、最初に何て言えばいいか思い付かなくて――」


    「ワン！」


    　ぺし。


    　僕が言い訳していると、頭から肩に移動してきた由衣がいきなり前足でチャイムを押してしまった。ピーンポーンという音が家の中からかすかに聞こえてくる。


    「ちょっ！　勝手に何するんだよ、由衣！」


    　焦あせりながら手を伸ばすが、由衣はひょいと身を躱かわし、アリッサの胸へとジャンプする。


    「ユイ、よくやったわ。偉いわよー。不ふ甲が斐いないお兄ちゃんの背中を押してあげたのよね？」


    　由衣を受け止めたアリッサは、よしよしと由衣の頭を撫なでつつ意地悪げに僕を見る。


    「あ、啓けい介すけくん。中から誰か出てくるよ」


    　慌あわてている僕に友とも月づきが忠告する。ハッとして正面に向き直ると、玄関扉の擦すりガラス越しに影が見え、「はーい」という女性の声が聞こえた。


    「ご、ごめんください！」


    　ガラガラガラと扉が横に引かれるのと同時に、僕は声を上げる。


    「あら――啓けいくん？」


    　現れたのはエプロンを身に着けた女性。太い眉まゆ毛げが分かりやすく驚きの感情を表現している。彼女は叔お父じさんの奥さんで、僕にとっては叔母――近こん桐どう茜あかねさんだ。


    「こんにちは、あ、茜さん」


    　緊張しながら挨あい拶さつをする。目を――合わせて。


    「もう、ごめんくださいとか言うから誰かと思ったわ。聞いていたより少し早いじゃないの。駅まで出迎えに行こうと思っていたのに……」


    「すいません……思っていたよりも早く着いたんで」


    　僕は嘘うその言い訳をする。本当はわざわざ出迎えに来てもらうのは悪いので、遅めの時間を伝えてあったのだ。


    「それならそうと、着いたときに連絡してくれれば……」


    　口く惜やしそうに眉根を寄せて呟つぶやく茜さん。だが僕の後ろで成り行きを見守っていた二人に気付き、目を丸くする。


    「――啓くん。その、後ろの方たちは？」


    「えっと……昨日、友達も一緒にお邪魔していいか電話で訊いたの、覚えてますか……？」


    「えっ!?　え―――――――っ!?」


    　近所中に響き渡る声で茜さんは驚くと、すぐさま踵きびすを返し、玄関から家の中へ叫ぶ。


    「あ、あなた！　大変よ!!　啓くんが！　啓くんが女の子を――――っ!!」


    　そういえば茜さんはこういう人だったなと、立ち尽くしながら思い返す。


    　お節せつ介かいで感情豊かだが、色々と表現が大げさすぎるのが玉に瑕きず。ここに居い候そうろうしていたときには、少し鬱うつ陶とうしいとも思っていた。しかし今はただ、どこかくすぐったいだけで不快には感じない。


    　それはきっと――目を逸そらさずに向かい合った茜さんの瞳の中に、僕の恐れていたものがなかったからだろう。


    



    　久々に嗅かぐ古い木と藺い草ぐさの香り。八畳の居間には心ここ地ちよい風が流れていた。ずっと寮暮らしで、和式の部屋とは縁がなかったため、妙に落ち着く。窓は全面開け放たれており、網あみ戸どの向こうの狭い庭に洗濯物が靡なびいている様子が見えた。庭の隅には叔父さんの趣味である小さな家庭菜園が緑の葉を茂らせている。


    　居間に置かれたテレビには高校野球が映っており、各校の吹奏楽部が奏かなでる応援曲を背景に、球児たちが熱戦を繰り広げていた。


    　茜あかねさんが用意してくれた麦茶に口をつけながら、僕らは黙ったままテレビと、その正面に座る一人の男性を眺ながめる。短くなったタバコを手に、食い入るように試合の行く末を見守っているのは僕の叔お父じ――母さんの弟である近こん桐どう忠ただ志しさんだ。紺色の甚じん平べいを身に着け、顎あごの無ぶ精しよう髭ひげをポリポリと引っかいている。


    　どうしてこんな状況になっているかと言えば、大騒ぎしながら僕らを居間へ案内した茜さんに、野球を見ていた叔父さんが「今、いいところなんだ。少し黙ってろ」という低い一いつ喝かつを発したからだ。


    　茜さんは「ごめんなさいねー」と言いながら麦茶を用意すると台所へ引っ込んでしまったため、僕とアリッサ、友とも月づきは、緊張しながら叔父さんとテレビを交互に眺める羽目になった。


    　いつもは能天気なアリッサも、ドスの効いた叔父さんの声には恐れを抱いたのか、畳たたみの目を指でなぞりながら大人しく試合を観戦している。


    　そこに「試合終了ー」というアナウンサーの声が響く。叔父さんは負けた方を応援していたのか「ちっ」と舌打ちし、短くなったタバコを灰皿の上でもみ消した。そこでようやくこちらを向き、驚いた表情を見せる。


    「忠志さん。ご無ぶ沙さ汰たしてます」


    　僕は、ようやく巡めぐってきたタイミングを逃すまいと挨あい拶さつをする。


    「――お？　啓けい介すけ！　いつ来たんだ？」


    　本当に今初めて気が付いた様子で、忠志さんが訊たずねてきた。そこに茜さんが現れ、僕の代わりに返答する。


    「もう十分ぐらい前ですよ。あなたがテレビに見入っていたから、ずっと待っていたのよねぇー。集中すると他の事が見えなくなるのは悪い癖くせですよ」


    　切ったスイカをトレイに載せてきた茜さんは呆あきれたように告げる。


    「いやー、そうだったか。悪い悪い。試合がずいぶん白熱してたもんでな。そんで……隣となりにいるお嬢さん方はどなただ？」


    　寝癖の付いた頭を掻かきながら忠志さんはアリッサと友月に視線を移す。


    「あ、私もまだちゃんと聞いてないのよね。啓くん、紹介してくれる？」


    　忠志さんの隣に腰を下ろし、茜さんも促してきた。


    「えっと、二人は学校の同級生で、僕が所属する史跡同好会の仲間なんだ。この町にある城跡が見たいからって一緒に来ることに……」


    　僕がちらりと二人へ目をやると、友月が頷うなずく。


    「私は、友月未み由ゆです。啓介くんとはクラスも同じで、いつもお世話になってます」


    　礼れい儀ぎ正しく友月が自己紹介するのを見て、アリッサも続ける。


    「あたしはアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。外国からの留学生ってやつで、いつもケースケのお世話をしてます！」


    　無駄に畏かしこまろうとしたせいで、ちぐはぐな物言いになってしまうアリッサ。だがそれがむしろ外国人らしいと受け止められたのか、茜あかねさんは「面白い人ねえ」と笑った。


    「ワン！」


    　由ゆ衣いも自己紹介のつもりか、アリッサに抱かれながら短く吠ほえた。


    「あ、この子は私の飼い犬でユ――じゃなくてリルよ」


    　アリッサが補足する。そういえば狼の姿であっても由衣という呼び方は避けるのが賢けん明めいだろう。打ち合わせ不足だったがアリッサの配はい慮りよに感謝する。


    「すみません、きちんと全部説明せずに連れてきてしまって……。でも二人には実家の方に泊まってもらおうと思ってますから、大丈夫です」


    　僕は忠ただ志しさんたちに謝った。実家とはこの市内にある僕の本当の家――遠とお見み家のことだ。


    　一応、僕に相続されたことになっているらしい。家族の葬そう儀ぎを行ってからは、一度も近寄ったことはないが……。


    「ちょっとちょっと啓けいくん。せっかく一緒に来たんだから、うちに泊まってもらいなさいよ。部屋は余ってるんだし迷惑なんかじゃないわよ。ねえ？」


    　忠志さんに確認を取る茜さん。


    「俺は別に構わないがな。甥おいのガールフレンド二人、夏休みの間面倒を見る甲か斐い性しようぐらいはあるさ」


    「でも……」


    　二人の言葉はありがたかった。忠志さんの目はこの提案が建たて前まえでないことを雄弁に語っている。だが、すぐに頷うなずくことはできなかった。


    　何な故ぜならこの家にはもう一人、配慮すべき人物がいるのだから。


    「もしかして咲さきのことを気にしてるのか？」


    　新しいタバコに火を点つけながら、忠志さんが言う。


    「はい。咲ねえは今年……大学受験ですよね？」


    　咲ねえ――本名は近こん桐どう咲。叔お父じさんたちの娘で、僕にとっては一つ年上の従姉いとこだ。僕の両親よりも結婚の早かった叔父夫婦には咲の上に兄と姉が一人ずついるが、僕が居い候そうろうをしていた時には既に上京している。僕はその空いた部屋を使わせてもらっていた。


    「そうだ。今も夏季補習で学校に行ってるぜ。家でも遅くまで勉強してるようだが、家主の俺がいいと言ってるんだ。遠えん慮りよするんじゃない。それにお前忘れてるみたいだが、三年以上も使ってない家の電気ガス水道なんて、とっくに止めてある」


    「あ……」


    　確かに言われてみれば当たり前だ。両親の葬儀が終わってからあの家を訪れたことはなかった。そんな場所に二人を泊める訳にはいかない。自分の考えの足りなさに恥ずかしくなる。


    「ま、そういうことだ。気になるなら、咲さきには啓けい介すけが勝手に謝れ。お前がお嬢さん方を連れてきたツケは、それぐらいでちょうどいいだろうさ」


    「分かりました……」


    　僕は首しゆ肯こうするが、内心で溜ため息いきを吐つく。


    　咲ねえと話すには、叔お父じさんたちと向き合う以上の気合が必要になるだろう。


    　三年前……家族を亡くして以来、心に壁を作ってしまった僕の変化には誰もが気付いていたはずだ。それでも叔父さんたちは変わらずに、気づかない振りをして以前と同じ日常を繕つくろってくれていた。


    　けれど咲ねえだけは違う。


    　咲ねえは変わってしまった僕を――決して認めなかったのだ。


    



    　足を置くたびに小さく軋きしむ傾斜のきつい階段。重い友とも月づきの荷物を僕が引き受け、茜あかねさんに続いて上る。アリッサと友月も僕の後ろを付いてくる。


    「あ、落書き発見！」


    　アリッサはきょろきょろと手すりや天井を見回しながら、後ろの友月へ一々報告していた。


    　そうして案内されたのは二階の奥にある一室。昔、長女の椿つばき姉さんが暮らしていた場所だ。


    「椿は自分の荷物をだいぶ持っていったから部屋はガラガラ。二人分のお布ふ団とんも敷けると思うわ」


    　襖ふすまを開け、壁際に置かれた箪たん笥すの他には何もない六畳間を見せる茜さん。僕は荷物を下ろすと閉め切っていた窓を開けて、籠こもった蒸し暑さを外に逃がした。


    「あ、そう言えばアリッサちゃんと未み由ゆちゃんは、同じ部屋でよかったのかしら？」


    　茜さんがふと気付いたように二人へ問いかける。どういう意味だろう？　この部屋以外は空いていないはずなのだが……。


    「は、はい、もちろんです。泊めていただけるだけでも十分なのに……お気き遣づかいありがとうございます」


    　恐縮したように礼を言う友月。そういえば、何となく家に入ってから友月が妙に緊張しているような気がする。


    　だが茜さんは「違う違う、そうじゃないのよ」と首を横に振り、内緒話をするように二人へ顔を近づけた。


    「いえね、もしどちらかが啓くんの恋人なら、啓くんと同じ部屋の方がいいかしらって思ったのよ」


    　余よ裕ゆうで僕の耳まで届く囁ささやきに、体が強こわ張ばる。


    「え、ええっ!?　わ、私は、そ、そんな……」


    　友とも月づきが慌あわてて手を振ると、今度はアリッサを見る茜あかねさん。


    「じゃあ、アリッサちゃんが？」


    「あ、あたしも……その……」


    　視線を逸そらして頬ほおを掻かくアリッサ。


    「ちょ、ちょっと茜さん、からかうのは止やめてくださいって」


    　僕が割って入ると茜さんは嬉うれしそうに手を叩いた。


    「ふふ、冗談よ。でも啓くん、よかったじゃない」


    「よかった？」


    「またまたー、とぼけちゃって。啓くんは幸せ者ね。それじゃ啓くんには案内はいらないだろうし、私は下へ降りてるわ。部屋はそのままにしてあるからね」


    　茜さんはニコニコ笑いながら部屋を出て行った。


    　いったいどういう意味だったのだろう。僕はさっぱり分からずに首を傾かしげた。


    「僕も自分の部屋に荷物を置いてくるよ」


    　まだあたふたしている二人にそう告げると廊ろう下かへ出て、二つ隣となりの部屋へ向かう。何となくあの場に居づらかったのだ。


    　日に焼けて茶色っぽくなっている襖ふすまを開けると、一年半前に背を向けた景色がそのまま広がっていた。近こん桐どう家長男である瞬しゆん兄さんお下がりの木の机。その上のブックスタンドに並んだ中学時代の教科書。部屋の端にある洋服箪だん笥すと、スカスカの本ほん棚だな。


    　叔母さんが掃そう除じしておいてくれたのか、埃ほこりは積もっていない。見れば窓も開けられており、先ほどの部屋よりも涼しかった。


    「ずいぶん殺風景ねー」


    　ひょいと背後からいきなり現れたアリッサが僕の部屋を品評する。


    「うわっ!?　勝手に入ってくるなよ！」


    「だってケースケの部屋、見てみたかったんだもん。ね、ミユ」


    　振り返り、襖から顔だけを覗のぞかせていた友月に同意を求める。


    「ご、ごめん、啓けい介すけくん……」


    　友月は謝るものの、興味深そうに部屋を見回していた。


    「まあ、別にいいけどさ。見られて困るものなんてないし」


    　僕は諦あきらめて、どうぞとばかりに部屋を示す。


    「……確かに、何もないっていうか、なさ過ぎる部屋だわ。ホントにここで暮らしてたの？」


    　アリッサは不思議そうに訊たずねる。胸に抱いた由ゆ衣いも「クゥン？」と首を傾げてみせた。


    「ここに居い候そうろうすることになったとき、必要最低限のものしか持ってこなかったんだよ。私物もほとんど買わなかったからな」


    　小こ遣づかいは貰っていたが、当時はそれを娯楽や趣味に使おうという気持ちの余よ裕ゆうがなかったのだ。


    「ふーん、寮の部屋はもっとごちゃごちゃしてて探索するのが楽しいのに……こっちはつまらなそうね」


    「おい、ちょっと待て。探索って……何のことだ？」


    「え？　あ～……別に何でもないわ。じゃ、ちょっと探検してくる」


    　視線を泳がせるとアリッサは廊ろう下かへ逃れ、階段をトントンと降りて行った。


    「探検って……」


    　普通の民家に何を求めているのだろう。叔お父じさんたちに迷惑が掛からなければいいのだが。いや、それより寮で何を発見されているかが気に掛かる。


    「啓けい介すけくん、寮部屋には何か隠してるの？」


    　まだ部屋の入り口に立ったままの友とも月づきが訊たずねてきた。


    「い、いや、別に隠してるってわけじゃあ……ヤバそうなのは処分したし……ってそうじゃなくて、な、何もないよ」


    「そ、そうなんだ」


    　必死の言い訳にぎこちない笑顔を作る友月。僕は慌あわてて話題を変える。


    「あ、それより、どうしてずっとそんなところに立ってるんだ？」


    「え？　あの……私、男の子の部屋なんて入ったこと、ないから。いいの……かな？」


    　友月はそう言って上うわ目め遣づかいに僕を見た。


    「友月さえよければ、僕は構わないけど……」


    「そ、そう？　それじゃあ、お邪魔するね」


    　恐る恐るといった様子で敷居を跨またぐ友月。


    「別に中へ入ったからって、見えてるものが変わるわけじゃないと思うけどな」


    　僕は呟つぶやく。特に物の少ないこの部屋ならなおさらだ。


    「ううん、中からじゃないと、見えないものもあるよ」


    　まっすぐに友月は窓へと近づき、網あみ戸どを開けて外を眺ながめる。


    「――いい眺め。これが啓介くんの見ていた景色なんだ」


    　友月が見つめるのは先ほど坂の上から眺めたのと同じ町の遠景。この辺りの住宅は斜面に建っているので二階からなら遠くまで見通せる。


    「まあ、そっちの部屋からでも同じだと思うけど」


    「違うよ。きっと、少し違う。同じものなんて、ないから。啓介くんはどんなものを、ここから見たの？」


    　友月の言いたいことはよく分からなかったが、僕は考える。


    「んー……特別なものなんて別に――あ、でもそういえばちょうどこの時期、花火が見えたっけな」


    「花火？」


    「ああ。毎年、八月の上旬に夏祭りがあるんだけど、その時花火も港で打ち上げるんだ。それがこの部屋からよく見えたのを覚えてる」


    　その年までは祭りに直接出かけるのが当たり前だったから、妙に新鮮だった。部屋で一人きり、ぼうっとしていたとき、ドーンという音が響いたのだ。目を向けた窓の向こうで鮮やかな光の花が咲いていた。


    「今年も、見えるかな？」


    「たぶん」


    「よかった。見えると――いいな」


    　友とも月づきは目を細めて景色を眺ながめる。だけどその眼差しは水平線よりも彼方かなたを見ているように僕は感じた。


    　その時、階下でガラガラガラと扉の開く音が響いた。


    『ただいまー』


    　誰かが帰ってきたようだ。当てはまる人物は一人しかいない。


    「もしかして、さっき啓けい介すけくんが言ってた従姉いとこの人かな？」


    　友月が訊たずねる。


    「そうだと思う。挨あい拶さつしに降りようか」


    　だが僕がそう提案したとき、大きな悲鳴が一階から上がる。


    『きゃああああっ！』


    「アリッサさんの……声？」


    　驚いたように友月が呟つぶやく。何があったのかは分からないが、とりあえず僕らは急いで階段を降りる。


    『母さんー、変なのが入り込んでるぞー』


    『ちょ、ちょっと！　放しなさいよぉっ!!』


    　どたばたと騒がしい玄関へ辿たどり着くと、そこには一人の少女に組み伏されているアリッサの姿があった。片腕を捻ねじられ床へ押さえつけられており、抜け出せないようだ。狼姿の由ゆ衣いが困ったようにおろおろとアリッサの周りを歩いている。少女は短めなチェックのスカートと半はん袖そでの白いカッターシャツ姿で、僕はそれが奈な波なみ高校の制服であることを知っていた。


    「あ、ケースケ！　助けて～」


    「……啓介、だって？」


    　僕を見つけたアリッサが声を上げ、釣られるように少女もこちらを向く。カチューシャで長い前髪を左右に流したヘアスタイル。母親譲ゆずりの太い眉まゆ毛げ。そして――鋭い眼光。それは間違いなく僕の従姉、近こん桐どう咲さきだった。


    「今年は――本当に帰ってきたのか」


    　彼女は目を細め、値踏みするように僕を眺ながめる。


    「咲さきねえ……久しぶり」


    「久しぶり、か。もしかしたら二度と戻ってこないかと思ってた」


    　そう言って、咲ねえは捕獲しているアリッサを顎あごで指す。


    「コレはお前の知り合いか？」


    「そうだけど……」


    　僕が頷うなずくとパッと手を離し、拘こう束そくを解く咲ねえ。


    「それは失礼した。扉という扉を開けて中を物色していたから、物取りかと勘違いしたよ」


    「いや、それなら仕方ないと思う……」


    　脱力して答える。悪いのは間違いなくアリッサだろう。


    「――お客はもう一人いるようだし、詳しい話は夕食の時にでも聞くよ。私は着替えてくる」


    　友とも月づきをちらりと見た後、咲ねえはあっという間に二階へ上がっていってしまった。


    「な、何なのよ、あれ」


    　アリッサが腕をさすりながら立ち上がって呟つぶやく。


    「従姉いとこの咲ねえだよ。空手と柔道の有段者で、全国大会で優勝経験もある猛も者さ。将来の夢は警察官。さすがにアリッサでも素手じゃ敵かなわないさ」


    　僕は苦笑しながら告げる。
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    　すぐに辞めてしまったが、昔僕が空手を少し習ったのも咲さきねえに影響されてのものだ。


    　僕にとっては精神的にも、腕力でも逆らうことのできない人と言っていい。


    「ふ、不意を突かれただけよ。本気でやれば負けないわ！」


    　確かに〝試合〟でなければ勝ち目がないとは言わないが……。


    「だからって再戦を挑んだりするなよな。さっきのはアリッサに非があるんだし」


    「う……」


    　悔しそうに押し黙るアリッサ。


    　そこにようやく茜あかねさんがやってきて、むくれるアリッサと僕らを見て首を傾かしげる。


    「何かあったの？」


    「――咲ねえが帰ってきただけです」


    　僕はそう答えながら、こちらを見た咲ねえの瞳が決して温かくなかったことを思い返した。やはりまだ怒っているのだろう。


    　咲ねえとは僕が県外の高校へ進学すると決めた時に大おお喧げん嘩かしてしまった経緯がある。それはほとんど咲ねえからの一方的な説教だったが、僕が決定的な一言を口にしたことでそれまでの関係を壊してしまった。


    　以来、口うるさかった咲ねえは僕を叱ることがなくなった。見限られてしまったんだと思う。関係を修復するのは難しいだろうが、夏休みの間にあの時のことは謝らなきゃいけない。


    「あら、咲が？　いつもより早い気がするけど……まあいいわ、それより啓けいくん、何か食べたいものとかある？　今から夕食の買い物に行くんだけど」


    「えーっと……何でも、大丈夫です」


    「何でも、が一番困るんだけどねぇ。二人はリクエストあるかしら？」


    　茜さんはアリッサと友とも月づきに矛ほこ先さきを変える。


    「わ、私も何でも……」


    　困ったように友月が答えるが、アリッサは顔を輝かせて告げた。


    「お肉！」


    「ふふ、もうちょっと具体的な方がいいんだけど……その方向性で考えてみるわね」


    　苦笑いを浮かべて茜さんは了りよう承しようする。


    「そうだ茜さん。夕食まで時間があるなら、ちょっと出かけてきていいですか？」


    　僕は茜さんに訊たずねる。


    「六時半までに帰ってきてくれるなら構わないけど……どこへ行くの？」


    　ちらりと足元で成り行きを見守っている由ゆ衣いに目をやる。


    「二人に町を案内がてら――家族へ挨あい拶さつしてきます」


    　その言葉を聞いて、茜さんは驚きを顔に表わす。


    「もしかして、お墓へ？　それならお盆に皆で行ってもいいのよ？　今日はお仏ぶつ壇だんにお参りしてあげれば……」


    　気き遣づかうように茜あかねさんは言うが、僕は首を横に振る。


    「いえ、そんなに遠くないし、天気もいいから直接お墓まで行きます。今日のところはまず、きちんと帰ってきたことを伝えたいんです」


    　それに由ゆ衣いのことを考えれば僕らだけで行きたかった。


    「そう……ならいいけど」


    　まだ心配そうに僕を見る茜さんだったが、居間の方から顔を出した忠ただ志しさんが僕へ大声で叫ぶ。


    「おお！　行ってこい行ってこい！　洋よう介すけさんも麻ま衣い姉さんも由衣ちゃんも、お前があんまり遅いんで待ちくたびれているだろうさ！」


    　本当にそうだなと僕は頷うなずく。由衣が同意するように「ワン！」と吠ほえた。


    「はい――いってきます」


    　由衣はここにいるけれど、待たせたことには変わりない。


    　僕が背を向けて逃げ出したのは、生きている人達からだけではないのだから。
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    　住宅地が続く坂道を下り切ると交通量の多い道にぶつかる。その道沿いにあった花屋で花を買い、海岸方面へ道を折れ、目指す墓地に到着した。周囲は畑になっていてとても静か。お盆にはまだ早いためか、他に人の姿はない。


    　僕は三年前の記憶を頼りに両親の墓を探す。立ち並ぶ墓石を物珍しげに観察しているアリッサは歩みが遅れ、自然と隣となりに友とも月づきが並んだ。


    「何か、寂しい場所だね」


    　茜さんから貸してもらった黒い日ひ傘がさを少し傾けて友月が呟つぶやく。


    「まあ、墓地だからな。普通そうだろ」


    　僕の言葉を聞いて友月は苦笑する。


    「ふふっ……確かに当たり前だよね。でも私、これまでこういった所でお墓参りしたことなくて」


    「え、どうしてだ？」


    　驚いて僕は問いかける。


    「私の両親、駆け落ちだったから。お墓参りって習慣がなかったの」


    「いや……それでも――」


    「お父さんとお母さんのこと？」


    　僕は頷く。友月の両親は事故で亡くなったはずだ。


    「両親が死んだ事故の後、病院で放心していた私の前に突然叔お父じたちが現れて、私は連れ去られるように今の家に来たの。叔父はきちんとお葬そう式しきをしてお墓も建てたって言ったけど、本当かどうか……」


    「今なら調べれば分かるんじゃないのか？」


    　以前は難しかっただろうが、叔父は現在入院中で、あの家の実権は既に友とも月づきの手にある。


    　その問いに友月は驚いた表情を浮かべた。


    「そう――だね。九く棚だなに頼めば、案外すぐに分かるかもしれない。今の今まで……考えもしなかった。ひどい娘だね、私」


    　自じ嘲ちよう気味に友月は呟つぶやく。


    「墓参りに行く習慣がなかったなら仕方ないさ。それにその頃は自分のことで精一杯だったはずだろ」


    　断片的にしか聞いたことはないものの、友月がどれだけ辛つらい目に遭あってきたかは知っていた。


    「うん……」


    「見つかるといいな。その時は僕も挨あい拶さつに行くよ。友月もこうして来てくれたんだし」


    「えっ!?」


    　何な故ぜか顔を赤くして慌あわてる友月。その拍子に石いし畳だたみの隙すき間まに爪つま先さきを引っ掛け、前のめりに転んでしまう。


    「と、友月!?」


    　僕は急いで助け起こす。


    「ミユ!?」


    「ワン！」


    　アリッサも由ゆ衣いを抱えて駆け寄ってきた。


    「だ、大丈夫……」


    　友月はそう言うが痛そうに膝を押さえていた。指の隙間から赤い色が見える。


    「擦すりむいたのか？　とりあえず水で洗って砂を落とさないと」


    「う、ううん、本当に……平気だから」


    　友月はそう言って手をどかす。その下には傷一つない白い肌があった。


    「あ、あれ？」


    「ね？　何でもないでしょう」


    　友月は笑うと立ち上がり、砂を払う。血が出ていると思ったが、見間違えだったらしい。


    「そうだな……怪け我ががなかったのならよかった。でも墓地で転ぶのは危ないから、気をつけてくれよ」


    　どこもかしこも石だらけだ。頭でも打てば大変なことになる。


    「うん。ごめんね……気を付ける」


    　友とも月づきは申し訳なさそうに頷うなずくと、落としてしまった日ひ傘がさを拾い上げた。


    「もう、びっくりしたわ。ね、ユイ？」


    「ワンワン！」


    　声を上げるアリッサ。吠ほえて同意を示す由ゆ衣い。


    　あ……そうだ。


    　僕はそれを見て、周囲を確認する。今の騒ぎにも誰かが現れる気配はなかった。


    「由衣、ここなら人ひと気けもない。きちんとお参りしたいだろうし、元に戻ってもいいぞ」


    「ウォン！」


    　僕がそう言うと、嬉うれしそうに由衣は大きな声で吠え、アリッサの胸元から地面へ飛び降りる。そして銀光が瞬またたいた。子狼の輪りん郭かくがあやふやになり、膨張し、人間の形を取る。光が収まると、そこには青いワンピースを着た僕の妹、遠とお見み由衣が立っていた。頭からぴょこんと生はえた動物の耳とスカートの下から飛び出した尻尾しつぽを動かし、背伸びをする。由衣の存在ウオルフ＝グレイプニルを象徴する銀色の首輪と鎖くさりが揺れ、金属質な音を立てた。


    「――お兄ちゃん、ここにお父さんとお母さんのお墓があるの？」


    　アリッサから麦むぎ藁わら帽子とスカーフを受け取り、獣耳と首輪を隠しながら由衣が問いかけてくる。由衣にとって、ここは初めて来る場所だ。海かい難なん事故で船と共に沈んだ両親の遺体は発見されなかったため、叔お父じさんがせめてもと先祖代々の墓とは別に、家族の名を刻んだ墓を建ててくれたのだ。意味合いとしては慰い霊れい碑ひに近いかもしれない。


    　三年前、僕にはそれが中身のない墓標に思えて、祈ろうという気持ちにはなれなかった。けれど今は、ここにしか両親へ語りかけられる場所がないのだということが分かる。


    「ああ、皆のお墓がある」


    　僕はあえてそういう言い方をした。由衣は少し不思議そうな顔をしたが黙って僕に付いてきた。


    　墓の間を縫ぬうよう歩いて――辿たどり着く。そこには他と比べれば真新しく見える一つの墓石。


    　刻まれている名前は三つ。父、遠見洋よう介すけ。母、遠見麻ま衣い。そして妹――遠見由衣。


    「あ――」


    　由衣はそれを見て息を呑のむ。墓に名があることは一度伝えてあった。けれどつい忘れていたのだろう。無理もない。自分がこうして存在しているというのに、〝生きていない〟などとは理解しがたいはずだ。僕自身、ここにいる由衣が死んでいるとは思えない。


    　けれど由衣が既に肉体を失ってしまっているのは事実だった。仮にこの先何十年経とうとも、由衣は成長することがない。かつての日常に回帰することを許されない烙らく印いんであるかのように。


    「あたし……やっぱりほんとは、こっちにいる人じゃないんだね」


    「由衣……」


    　僕は何と言えばいいか分からず、由衣の頭に手を乗せた。


    「――お兄ちゃん、あたし平気だよ。お墓見てちょっと驚いたけど、安心したもん」


    「安心？」


    「ここに来るまで、あたし、お父さんとお母さんがもういないなんて信じられなかったの。手の届かない遠いところへ行っちゃったんだって思うと、怖かったから」


    「そう……だろうな」


    　両親の葬そう儀ぎを見ていない由ゆ衣いには、現実感なんてないはずだ。


    「でも、あたしの名前は……お父さんとお母さんといっしょだった。二人ともどこかに消えちゃったんじゃなかった。すぐ近くに――いたの。それが分かったら、悲しいけど、ほっとしたんだ……」


    　由衣はじっと墓石を見詰めながら、震える声で告げた。


    「近くに、か……」


    　瞳を潤ませた由衣を見下ろしながら、ふいに理解した。由衣が立つのは生者と死者の境界。親おや父じとお袋ふくろはそんな由衣の向こう側に立っているのだと。


    　ああ……親父とお袋は、そっちにいるのか。


    　それはとても今更な理解だった。僕も由衣と同じだ。本当の意味で両親が死んだとは考えていなかったのだ。由衣も含めて、ただ〝いなくなったんだ〟と思い込もうとしていた。


    　けれど由衣が自分の立ち位置を明確にしたことで、ごまかしは通用しなくなった。


    　三年も時間が経っていたのに、僕の方が由衣よりずっと子供だったことを知る。


    「お父さん、お母さん……ただいま」


    　お墓に向かって呼びかける由衣。僕は込み上げてくるものを堪こらえつつ、友とも月づきとアリッサに告げる。


    「悪いけど、水を汲くんできてくれないか。あと、柄ひ杓しやくとタワシも。お墓を綺き麗れいにしないといけないからな」


    「うん――わかったよ」


    「まかせといて、ケースケ」


    　友月とアリッサはどこか温かい笑顔を浮かべ、離れていった。もしかしたら僕の顔はもう平常を取り繕つくろえていなかったのかもしれない。


    　僕は歯を噛かみ締めて墓に向かい合うと、手を合わせるのではなく、頭を下げた。


    「親父、お袋、ごめん。本当に、遅くなった」


    　けど、この涙声を聞かれずに済んでよかった。僕は顔を上げて、由衣と同じ言葉を告げる。


    「――ただいま」


    　この町に帰ってきて初めて口にした帰還の挨あい拶さつは、嗚お咽えつ混じりのかっこ悪い代しろ物ものだった。


    



    「うんうん、だいぶ綺き麗れいになったわねー」


    　水で汚れを落とし、花を生けたお墓を前にして満足げに腕を組むアリッサ。僕と由ゆ衣い、兄妹での挨あい拶さつが終わった後、戻ってきたアリッサ達と共に始めたお墓の手入れは、十分ほどで終了した。


    「アリッサ、ありがと。友とも月づきも助かったよ」


    　タワシを片手に、額の汗を拭ぬぐっている友月へ礼を言う。


    「少し、熱中しちゃった。私、お掃そう除じは好きな方だから」


    　本当に楽しそうな様子で友月は笑った。


    「じゃあそろそろお参りしようよ！」


    　由衣がそう言い、お墓の前で手を合わせる。僕らもそれに倣ならった。


    　目を閉じ、脳裏に両親の姿を思い描く。


    　気弱そうに見えて案外厳しかった親おや父じ。楽天家でいつものんびりだったお袋ふくろ。胸の内で二人に語りかける。


    　――もう絶対、死んだことを忘れないから。


    　生きていなくて、死んでいることさえも認められなかったら、その人はどこにもいないことになる。僕がしてきたのはそういう仕打ちだった。親不孝にも程がある。


    　――ごめん。でも、親父とお袋の手はもう掴つかめないけど、由衣のことだけは離さない。


    　魔術でこちら側に縛しばられてしまった由衣は、不自由を強いられ、辛つらい思いもするかもしれない。けど、僕が守る。不幸にはさせない。


    　――だから、安心してくれ。


    　そう告げて目を開く。アリッサと友月は既に顔を上げていたが、由衣はまだ手を合わせている。しばらく黙って見守っていると由衣も瞼まぶたを開いた。


    「由衣、長かったな。親父やお袋に何を言ったんだ？」


    　僕が訊たずねると由衣はこちらを仰ぎ見て笑う。


    「これまでの出来事とか、いろいろ。あと――お兄ちゃんのことは、あたしに任せてって」


    「はははっ！」


    　僕はおかしくなって、麦むぎ藁わら帽子の上から由衣の頭をぐりぐり撫なでる。


    「な、何なの、お兄ちゃん？」


    「いや、似たもの兄妹だって思っただけだよ」


    　そうだ、守るだけじゃない。守られているんだ。それも忘れてはいけないこと。


    　僕がこうして僕でいられるのは由衣のおかげなんだから。


    「あ、お兄ちゃん。お空、赤くなってきてるよ」


    　ズレた麦藁帽子を直しながら由衣が空を指差す。


    　確かに太陽は大地に近づき、燃えるような紅くれないに染まっている。少し涼しい夕方の風が吹き、暑さで大人しくしていた蝉せみたちが鳴き始めていた。


    「そうだな、夕飯に遅れたらマズいし帰るか」


    　僕が頷うなずくと、アリッサは目を輝かせる。


    「そうね！　お肉が待ってるわ！」


    「私は、食べ物より麦茶が欲しいかも。暑くてまた喉のどが渇かわいちゃった」


    　友とも月づきは日ひ傘がさで陽光を避けながら苦笑した。


    　そして僕らは並んで墓地を後にする。狼の姿に戻った由ゆ衣いは元気よく足元を走り回りながら、何度か後ろを見ていた。


    　由衣がしばしの別れを告げるように小さく「ウォン！」と吠ほえた。


    　最後、角を曲がる寸前、僕も一瞬だけ振り返った景色と約束を交かわす。


    　――また、来るから。
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    　叔お父じさんたちの家へ帰り着き、玄関の扉を開いた途端にいい匂においが漂ってきた。


    「ただいまー」


    　両親にきちんと挨あい拶さつしてきた結果か、今度はこの家に対しても自然と帰宅を告げることができた。


    「あ、啓けいくん。ちょうどできたところよ。手を洗ったら、先に座っていて」


    　台所から声だけが返ってきて、僕らは洗面所で手を洗った後、匂いに誘われ居間へ行く。


    　部屋の中心に置かれた円形の机にはもう人数分の食事が並んでいた。既に腰を下ろしている忠ただ志しさんに促されて、僕らは座ざ布ぶ団とんの上に座る。


    「咲さきー！　ご飯できたわよー！」


    　茜あかねさんは二階へ声を掛けると席に着き、ほどなく咲ねえも階段を降りてきた。アリッサは微妙に警戒する視線を送るが、咲ねえは素知らぬ振りで席に着く。


    　どことなく緊張感の漂う中、咲ねえに改めて自己紹介するアリッサと友月。


    「そうか、分かった。私は近こん桐どう咲だ。咲と呼んでくれて構わない。よろしく」


    　簡潔に答えると軽く頭を下げる咲ねえ。


    「えっと、咲ねえ。実は二人ともここに泊まらせてもらうことになったんだけど……」


    「椿つばき姉さんの部屋の襖ふすまが開いていて荷物が置かれていたから、そうだと思ったよ。女連れで帰省とはいいご身分だ」


    「ごめん……」


    「まあ父さんたちが許可したんだろうし、私にどうこうする権利はないさ。好きにしたらいい」


    　咲ねえはそう言うと、会話は終わりとばかりに視線を外す。少し居い心ごこ地ちの悪い中、皆で合がつ掌しようし、食事が始まった。ちゃんと由ゆ衣いの前にもご飯を味み噌そ汁しるで解ほぐした〝ねこまんま〟が置かれている。由衣は基本的に食事を必要としないが、これなら普通に食べられるだろう。ドッグフードなどではなくてよかった。


    「アリッサちゃんのリクエストがあったから、今日は豚のしょうが焼きにしてみたの。どうかしら？　豪勢にすき焼きでもよかったんだけど、まずは得意料理で勝負しようと思って」


    　空気を和なごませるように茜あかねさんが口を開く。


    「うん！　すごく美お味いしいわ。クダナの料理とは味付けとか全然違って、すごく新鮮」


    「クダナ？」


    　アリッサの返事に茜さんが疑問符を浮かべる。


    「九く棚だなは私の家で執事のような仕事をしている人と言えばいいの……かな。アリッサさんは、私の家にホームステイしているんです。九棚は洋食が得意なので、アリッサさんは和食をあまり食べたことがなかったんだと思います」


    　友とも月づきがそう説明すると、茜さんはぽかんと口を開ける。


    「執事って……そういう人を雇っている家って本当にあるのねぇ。もしかして未み由ゆちゃんちってすごくお金持ちなのかしら？」


    「えっと、多少は……」


    　友月は答えづらそうに頷うなずく。


    「へー、じゃあいいところのお嬢さんなのね！　あら、どうしましょう。私の料理なんて口に合うかしら!?」


    「は、はい。とても美味しいです。それに私、家庭的な食事の方が、本当は好きですから」


    　興奮する茜さんを宥なだめるように友月は言う。茜さんはほっとしたように息を吐いた。


    「そう、よかったわぁ～」


    　大げさな茜さんのリアクションに咲さきねえ以外の皆が笑う。それをきっかけに食事の場はだんだんとにぎやかになっていった。


    「――そうだ、啓けい介すけ。墓参りはどうだった？」


    　そして食事も終わりという頃、忠ただ志しさんがビールに口を付けつつ訊たずねてくる。その質問にそれまでずっと黙っていた咲ねえが反応し、口を挟はさんできた。


    「まさか啓介……行ってきたのか？」


    「うん、夕食前にね。帰ってきた挨あい拶さつと、三年ぶりのお参りをしてきた」


    　咲ねえに説明すると、探るような視線を向けられる。


    「今年は素直に帰ってきたことといい……何か心境の変化があったみたいだな」


    「まあ色々と……」


    「ふうん。啓介を変えたのは――彼女らか？」


    　アリッサと友月を目線で指して、僕に問うた。


    「そうだと思う」


    　二人がいたから今の僕がある。それは間違いないことだ。


    「なるほど。私にできなかったことを代わりにやってくれた訳か」


    　フッと咲さきねえは小さく笑う。ほんのわずかだが咲ねえの雰ふん囲い気きが柔らかくなったように思えた。


    「アリッサさんと、未み由ゆさんだったな。礼を言うよ。私じゃどうにもならなかったこいつを、ちゃんと前に向かせてくれて」


    　アリッサは咲ねえの言葉に深く頷うなずく。


    「確か、サキだったわよね。よく分かってるじゃない。あたし、最初はすごく苦労したんだから。初めて会ったときはすっごく情けなかったもんね」


    　アリッサはからかうように僕を見る。


    「わ、私は何かしたってわけじゃなくて、むしろ助けてもらった方で……」


    　対照的に友とも月づきはあたふたしながら手を振った。


    「――そうか、何となくお前達の関係が分かったよ。それで、どっちが啓けい介すけの彼女なんだ？」


    　やはり親子ということなのか、咲ねえは茜あかねさんと同じ質問を口にする。


    「さ、咲ねえまでからかわないでくれよ！」


    「何だ、まだなのか。じゃあさっさと答えを出してやるんだな」


    「いったい何言ってるんだよ？」


    　僕は戸惑って訊たずねる。その途端、咲ねえの気配が再び固くなった。


    「啓介、お前〝分からない〟のか？」


    　まるで怒っているような口調で訊き返してくる咲ねえ。だが僕は首を縦に振るしかない。咲ねえは失望を込めた眼まな差ざしで僕を見ると、息を吐いた。


    「良い方に変わったかと思ったが、結局根本的には壊れたままか……。一瞬、期待した私が馬鹿だった」


    　冷えた声こわ音ねに、和なごやかだった食卓の空気が固まる。アリッサと友月が戸惑うように僕と咲ねえを交互に見た。


    「どういう……意味？」


    　僕が問い返すと、さらに咲ねえの視線がきつくなる。


    「本人が悟ったと思いこんでる分、始末が悪い。不愉快だな……もうそんな惚とぼけた面つらで、話しかけるな」


    　乱暴に箸はしを置くと咲ねえは「ごちそうさま」と手を合わせ、自分の食器を台所へ運んで行ってしまった。そのまま居間には戻らず、二階へ上がっていく足音が聞こえる。


    「ふん、あいつも面倒くせえ娘だな」


    　忠ただ志しさんが呟つぶやく。


    「何か怒らせるようなこと言ったんでしょうか？」


    　最初はいい感じだと思ったのに、どうしてこうなったのだろう。僕は困り果てて忠ただ志しさんに問う。


    「さあてな。ま、頑張れ」


    　投げやりな返事に僕は肩を落とした。


    「大丈夫よ。啓けいくんが帰ってくるかもって聞いて、あの子ったらずっとそわそわしていたの。嫌われてはいないわよ」


    　茜あかねさんがフォローしてくれるものの、さっきの態度を見れば当てにはならない。


    　僕が……壊れている？


    　その言葉が、ひどく胸に引っかかる。しかし自分の内側に目を向けても、ほころびの有う無むなど分かるはずもなかった。


    



    　食後はしばらく居間で寛くつろいだ後、アリッサと友とも月づきは由ゆ衣いを連れて先に風ふ呂ろへ入ったので僕は自室に戻った。今日はまだやる気が起きないが、持ってきた学校の課題を机に広げておく。正直、遊んでばかりいられないのが夏休みの実情だ。たぶん友月も持参してきているだろう。


    　言い訳にした以上、城跡にも行かないとな。まあ社会科の自由課題にしてしまってもいい。共同研究も可なので、友月に提案してみよう。


    　……そういや、大丈夫かな。


    　最初、友月は恥ずかしいと言って、風呂へ一緒に入ろうと誘うアリッサにすごく抵抗していた。けれど由衣が人型に戻った時に風呂場から話し声が聞こえると不思議に思われるからと説得され、しぶしぶ付いていったのだ。


    　狭い風呂場で身を寄せ合い入浴している三人を想像しかけて、頭を振る。


    「はぁ……現実逃避、してるな」


    　僕は苦い溜ため息いきを吐ついた。


    　課題も大事だが、一番何とかしたいのは咲さきねえのことだ。結局、謝る機会を逸いつした上に怒らせてしまった。過去の自分が逃げたツケは払うつもりでいるが、咲ねえが腹を立てたのは今の僕に対してのように思う。


    　悟ったと思い込んでる分、始末が悪い……。


    　咲ねえの台詞せりふは僕を混乱させる。アリッサと出会ってからこれまで、様々な事件を通して僕は少しずつ変わってきた自覚があった。ここへ帰ってきたこともその証あかし。


    　けど、それは奢おごりだったのかもしれない。


    　畳たたみに寝転がり、天井の染みを見つめながら考える。だがどうすれば解決するのかは、全く思い浮かばなかった。


    「――ケースケ、上がったわよー」


    　三、四十分そうしていただろうか、やがて襖ふすまの向こうからアリッサの声が聞こえた。


    「ああ、わかった」


    　返事をすると、襖を開けてアリッサが顔を覗のぞかせる。


    「どうしたの？　やけに元気のない声だったけど」


    「そうだったか？」


    　自分ではそんなつもりはなかったので驚く。


    「分かった、サキが言ったことをまだ気にしてるんでしょ」


    　呆あきれたように首を振り、中へ入ってくるアリッサ。見れば白いパジャマ姿だ。アリッサは着替えを持っていなかったはずなので、たぶん茜あかねさんが椿つばき姉さんのお古でも用意してくれたのだろう。


    「まあな、気にするなっていう方が無理だろ」


    「もう、ケースケって案外繊せん細さいなんだから。ケースケはちゃんと変わってるわ。サキが何を不満に思ったのかは分からないけど、あたしは今のケースケで満足よ」


    　寝転んでいる僕の横にしゃがみこんでアリッサは笑う。


    「う……。そ、それより友とも月づきや由ゆ衣いはどうしたんだ？」


    　僕は照れくさくなって目を逸そらし、話題を強引に変えた。


    「あはは……あたしが長湯させすぎちゃったみたいで、のぼせちゃって……下でゴクゴクと水分補給しまくってるわ」


    「お前な――」


    「あ、そうだ、ケースケはサキと喧けん嘩かでもしてるの？　何か最初からギスギスしてたけど」


    　今度はアリッサが僕の説教を免まぬがれようと話を元に戻す。


    「……まあな。傘さん陽よう学園に進学すると決めたときに言い合いになった。逃げるな、とか。以前のお前なら、とか散々言われて、僕も我慢できなくなって怒鳴ったんだ」


    「何て？」


    「――咲さきねえが考えてる僕は、とっくに死んでるんだ。海かい難なん事故で、家族と一緒に。だからもう構わないでくれ……って」


    　アリッサはそれを聞いて肩を竦すくめる。


    「そりゃ怒るわよ、普通。でも今の話だと、サキはすごく頑張ってケースケを前に向かせようとしてたのね。きっと今も気持ちは同じよ。だってケースケがお墓参りに行ったって聞いたとき、サキは嬉うれしそうな顔をしてたもの」


    「……かもしれない。でもその後、怒られたけどな」


    「それは何でか分からないけど……っていうか、あたしはサキの勘違いだと思うわ。だってケースケはすごいもん。あたしやミユ、ユイ、トウコだって命いのち懸がけで助けてくれた。だからケースケが町を出た頃とは違うってことを証明すれば、サキも分かってくれるわよ」


    　その意見は的まとを射ているように思い、僕は考える。


    「でも証明なんてどうすれば……」


    「逃げていた頃のケースケなら絶対にしないことをすればいいのよ」


    「絶対にしないこと……」


    　海かい難なん事故以後、僕が避けていた場所を思い出す。一つは今日行ったお墓。もう一箇か所しよは――。


    「じゃあ明日は――実家の方に行ってみようか。家族の葬そう儀ぎが終わってからは、一度も寄り付いていない場所だからさ」


    「ケースケのホントの家よね！　あたしも絶対行くから」


    　アリッサは顔を近づけて僕に念を押した。


    「分かってるよ。皆、連れてく。由ゆ衣いと友とも月づきにも伝えといてくれ。特に目的はないけど……あ、そうだ。今まで忘れてたけど、家族旅行に行く前、咲さきねえから借りたＣＤがあったかもしれない。あれまだ、たぶん返してないよな……」


    「ならターゲットはそれね。見つかれば話す口実にもなるじゃない」


    「ああ。アリッサ、ありがとな。おかげでとりあえず動き出せそうだ」


    「ふふん、感謝しなさい」


    　それまでいた人間が三人もいなくなり、家中に穿うがたれた空白が恐ろしくて当時は近づくこともなかった実家だが、墓参りを終えた今ならもう大丈夫だろう。


    　やることが決まると何だか安心した。


    　アリッサが出て行った後、僕は仰向けのまま視線を動かして窓を見る。まだ開け放したままの窓からは涼しい風が流れ込んできて、夜空には眩まばゆい半月が輝いていた。
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    　明日は、ケースケの家かぁ……。


    　深夜――布ふ団とんの上でまどろみながら、あたしは寝返りを打った。


    　どんな場所だろう、部屋にはどんな物があるだろう、どんな本を読んでいたのだろう。


    　あたしが《方はこ舟ぶね》で育ってきたように、ケースケもこの町で生まれた時から過ごしてきたのだ。見るもの触れるもの全てがケースケに繋つながっていると思うと心が躍おどる。想像するだけで、ワクワクする。今日も色んな事があった。あたしの知らないケースケがまだたくさんあるって知った。だからもっと見たい、知りたい。ケースケの世界を。


    　きゅっと胸が軋きしむ。


    　嬉うれしさと苦しさが綯ない交まぜになった痛み。まるで心が飢うえているような、物足りなさ。


    　肉体を取り戻してから、たまにこんな気持ちになる。辛つらいけれど、どこか楽しい変な衝動。


    　意識が冴さえてきて、あたしはまぶたを開く。すると隣となりで丸くなって眠る黒狼が目の前にいた。その顔を見て浮かぶ感情は、愛しさと羨せん望ぼう。


    　――由ゆ衣いのことだけは離さない。僕が守る。不幸にはさせない。


    　墓参りの時、ケースケが胸の内で呟つぶやいた言葉。とても強い思いだったので、《道パス》を通してあたしの心にも届いた。


    「ユイ……あたし、ちょっと羨うらやましいかも」


    　指を伸ばして鼻先をちょんと突付くと、ユイは「くぅん」と鳴いて身じろぎをした。


    「ふふ、ごめんね」


    　小声で詫わびる。


    　ほんのわずかな嫉しつ妬とはあるけれど、あたしもケースケと同じ気持ちだ。だからケースケは今のままでいい。私はそれで満足。


    「あれ？」


    　だがふと、ユイの向こうに見える布団が空っぽなことに気づく。


    　ミユ、どこに行ったのかしら……。


    　不思議に思うものの、トイレだろうとあたしは再び目を閉じる。しかし待ち遠しい明日を誘いざなう眠気がやってきた時、階下から微かに扉が開かれる音が聞こえた気がした。


    　今の……玄関？　こんな時間に、誰か外へ？


    　疑問を抱いたが、眠りに飲まれる寸前だったあたしの意識はそのまま闇に落ちる。


    　日が昇れば訪れる、楽しい一日を夢見ながら――。
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    第二章　積もる疑い、軋む想い
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    【八月一日（月）】


    



    　近こん桐どう家の朝は早い。基本的に家族全員で食事を取るのが当たり前な近桐家では、忠ただ志しさんが仕事へ行く日は、こちらが休みでも朝六時半に起こされる。夏休みの怠たい惰だな生活に慣れかけていた身には少々きつい。


    　そういえば今日は月曜日だったな……。


    　しょぼしょぼする目を擦こすりながら一階に下り、洗面所で顔を洗うと居間へ行く。部屋には忠志さんとアリッサ、咲さきねえが先に座っていた。


    　忠志さんは昨日のラフな格好と打って変わり、びしっとした背広姿で、寝ね癖ぐせや無ぶ精しよう髭ひげも残っていない。休日の姿からは想像もできないが、忠志さんの仕事は堅かた気ぎな公務員だ。


    「へー、タダシが身なりをちゃんとすると、少しケースケに似てるわね」


    　遠えん慮りよの欠片かけらもなくタメ口を利くアリッサに、忠志さんは笑いながら訂正する。


    「啓けい介すけが似てるのは俺じゃなくて、麻ま衣い姉さんだ。あいつは母親似だからな」


    「そうなんだ。あ、ケースケおはよう！」


    　僕に気づき、早朝だというのに元気一杯な様子で挨あい拶さつしてくるアリッサ。腕に抱いた由ゆ衣いは対照的に大人しく、まだ夢の中のようだ。


    「おはよ。忠志さんと咲ねえもおはようございます」


    「おう、おはよう」


    　忠志さんは答えてくれるが、咲ねえは無言だった。気まずい思いを抱きながら僕は席に着く。


    『では、次のニュースです』


    　間を取るため、何となく大きめの音量でニュースを流しているテレビに目をやる。


    「ん？」


    　だがその画面に映っていた見覚えのある町の遠景に僕は驚く。


    『――県、奈な波なみ市架か河が屋や町ちようで今け朝さ未明、焼死体が発見されました。現場は閑かん静せいな住宅街で……』


    「まあ！　これってこの辺りじゃない！」


    　お盆に朝食を乗せて運んできた茜あかねさんが叫んだ。


    「物騒だな……架河屋町って言えば結構近くじゃないか」


    　忠志さんも真剣な表情で報道に聞き入る。


    『遺体の損そん壊かいが激しく身元はまだ特定されていませんが、現場で火をつけられた痕こん跡せきがあり、警察は殺人と死体遺い棄きの両面で捜査を――』


    　この町で暮らしていた頃には、一度も聞いたことのない大きなニュースだ。


    「忠ただ志しさん、最近こういう事件って多いんですか？」


    　僕はニュースを見ながら問う。


    「馬鹿言え。こんなことがしょっちゅうあって堪たまるか」


    　渋い顔で忠志さんは否定した。


    　奈な波なみへ帰ってきていきなりの事件にどこか不吉な予感を覚える。だがニュースはすぐに次へと移り、別の地域で起こった聞いているだけで気分が悪くなる凶悪な事件をアナウンサーは読み上げ始めた。それを見て、恐ろしい事件など全国どこでも起きているのだと改めて悟る。


    　考えすぎ……だよな。


    　今はそう判断し、視線を移す。するとちょうど居間へ入ってきた友とも月づきと目が合った。


    「おはようー、啓けい介すけくん」


    　ふらふらと心こころ許もとない足取りで隣となりに腰を下ろす友月。


    「おはよ。友月、眠いのか？」


    「うん……ちょっとね。たぶん……いつもより少しだけ早いからだと思う。あれ……？　何かあったの？」


    　居間の空気が強こわ張ばっていることに気付いたのか、友月が訊たずねてくる。


    「いや、さっきこの近くで焼死体が発見されたってニュースをやってたからさ、みんな驚いてたんだよ」


    「へえ……怖いね」


    　友月はそう答えるが、僕のような不吉さは感じなかったらしく、口を押さえて欠伸あくびをした。だがそんな友月をどこか訝いぶかしげに見ているアリッサに気付く。


    「どうしたんだ？」


    　不思議に思って問いかけると、アリッサは慌あわてて顔の前で手を振った。


    「べ、別に何でもないわよ。それより全員揃そろったなら早くご飯食べましょうよ。あたし、お腹ペコペコ！」


    「まあ、アリッサちゃんったら。じゃあいただきましょうか」


    　茜あかねさんが笑って、合がつ掌しようする。皆もそれに倣ならい朝食が始まった。あっという間に日常の空気が暗い話題の名な残ごりを押し流す。仏ぶつ頂ちよう面づらの咲さきねえも僕以外とは自然に会話していた。


    　今日は実家へ行って、時間があったら城跡にも友月たちを案内しよう。


    　心の中で予定を立てながら、僕は咲ねえともう一度話せる機会が来ることを願っていた。


    



    　奈波は狭かった平地を埋め立てで広げていったという経緯があり、古参の住人は丘の斜面に、新参者は海へ流れ込む川沿いの平地に家を構えている事が多い。こちらに越してきて家を構えた親おや父じはもちろん後者。そのため叔お父じさん達の家とは少々離れている。


    　僕らは食事の後、忠ただ志しさんから預けてあった家の鍵かぎを受け取り、バスで実家を目指した。


    「あ、啓けい介すけくん。あれ――」


    　友とも月づきがバスの車内に張られていたポスターを指差す。そこには大きな花火の絵が描かれ、夏祭りの日取りが記されていた。


    「八月七日……次の日曜日か、もうすぐだな」


    「花火、あるんだよね？」


    「ああ。でっかいのがいくつも上がるぞ。夏の奈な波なみで一番大きなイベントだからな。皆で見に行こう」


    「――うん！」


    　友月が嬉うれしそうに頷うなずく。


    「見てみてケースケ！　すっごい入道雲！　今日は夕立ちが降るかもね」


    　アリッサの方はこちらの会話など聞いておらず、窓の向こうを見てはしゃいでいた。バスに乗るのも初めてで、ずっと興奮しているのだ。


    　バスは海沿いの道路を走り、外には青い海と空が広がっていた。沸き立つ入道雲は圧のしかかるような重ささえ感じさせる。


    「傘かさは持ってきてないけど、昼に一度戻るつもりだから大丈夫だろ」


    　乗客は僕とアリッサ、友月と子狼姿の由ゆ衣いだけ。だから騒がしいアリッサを特に注意せず、僕は左手で家の鍵を弄もてあそびながら答えた。


    　近所の人に見つかってしまえば時間を取られることもあるだろうが、遠とお見み家はそこまで近所付き合いが広いわけでもなかった。偶然出会う確率は低いと思う。


    　ＣＤさえすんなり発見できれば、ゆっくり実家の様子を確かめても時間はさほど掛からないだろう。


    　しかし――現実は僕の予定など考こう慮りよしない。


    　バスが実家最も寄よりの停留所に到着し、料金を払って歩道に下りた瞬間に、僕はそれを知った。


    「――あれ？　お前、遠見じゃね？」


    　見ればバス停の横を通りかかった制服姿の男子が三人、足を止めて僕を見ていた。髪を染めていたり、背も伸びていたが全員知っている。中学三年生の時に同じクラスだった奴らだ。


    　近所の人どころか、もっと厄やつ介かいな奴等に見つかってしまった……。


    「お？　マジで遠見じゃんか。何だよ、町から出てったんじゃねーのかよ」


    「しかもなんだ、女連れか？」


    　僕やアリッサ、友月をじろじろ眺ながめ回しながら、こちらを取り囲む。


    「……夏休みで、帰省してきただけだよ」


    　僕は警戒しながら説明する。こいつらにはあまりいい印象がない。三年に進級した当初、海かい難なん事故で多少話題になっていた僕に絡からんできたのだ。事故以来、他人にビクビクするようになっていたことも目に付く原因になったのだろうが、幸い当時は庇かばってくれた人がいて、それ以上のちょっかいを受けることはなかった。だがこいつらが僕をずっと気に入らないと思っていたのは知っている。


    「はっ、夏休みか。俺らは暑い中、毎日補習だってのに気楽なもんだ」


    「ばーか、俺ら赤点取っちまったからだろーが」


    「あー、そーだったなー。けどよー、それでもなんか……ムカつかねぇ？」


    　まずいな……。


    　不穏な空気を感じて周辺を見回す。叔お父じさんたちに迷惑が掛かるので、あまり事を荒立てたくはない。しかし辺りは塀へいの高い民家ばかりで人通りがなく、仲ちゆう裁さいは期待できそうになかった。


    「ムカつくムカつく。かなりムカつくよなー。こいつ疫やく病びよう神がみのクセに」


    「そうそう、そうだった。今思い出した。確かコイツ、家族ん中で自分だけ生き残ったんだろ？　ツイてるとか言うより、気持ち悪ぃよ」


    　馬鹿笑いしながら、奴らはアリッサたちに目を移す。


    「ってかさー、キミらこんなヤツと一緒にいるより、俺らと遊びにいかね？　すっげーカワイイし、キミらのためなら補習なんてサボっても――」


    　パァン！


    　しかしその言葉は途中で途と切ぎれた。一歩前に出たアリッサが、喋しやべっていた男子生徒の頬ほおを平手打ちしたのだ。


    「黙りなさい。あんたたちにケースケの何が分かるのよ？　それ以上、耳障りなことを口にしないで」


    　真っ向から三人を睨にらみ付けて告げるアリッサ。


    「ぎゃはははははっ！　殴なぐられてやんの。だっせぇ！」


    　他の奴がそれを見て爆笑する。だが平手打ちを受けた男子生徒はゆっくりと顔をアリッサに向けると、額に青筋を浮かばせた。


    「何こいつ……うぜぇ」


    　ずいっとアリッサに迫ろうとする男子生徒。このままでは不ま味ずいと、僕は二人の間に割り込もうとするが、瞬時に男子生徒は怒りの矛ほこ先さきを僕へと変更した。


    　ドムッと脇腹に膝がめり込む感触。息が詰まり、僕は膝をつく。鈍痛が少し遅れてやってきた。


    「……っ……げほっ、げほっ！」


    　とっさのことに避けることもできず、モロに喰らってしまった。ここまでされるとは思っていなかった油断もあった。


    　こいつら……いきなり。


    「あ、わりぃ。突然出てくるもんだから、足がぶつかっちまったよ」


    「注意不足だよー、遠とお見みくーん」


    　少しも悪びれず、愉快そうに笑う奴らは、しゃがみこんでいる僕を嘲ちよう笑しようした。


    「まあ事故だからしょうがねーよな。けどそんなところにいると、また間違えて蹴け躓つまずいちまそうだぜ」


    　もう一度攻撃される気配に、僕は身を固くする。だが、僕の体に痛みはやってこなかった。


    「――がっ!?」


    　聞こえた呻うめき声に僕は顔を上げる。そこには友とも月づきの右腕に首を掴つかまれている男子生徒の姿があった。


    「啓けい介すけくんが、痛そうだよ？」


    　冷えた声こわ音ねに背筋が粟あわ立だつ。それは久しく聞いていなかった友月の平坦な声。かつての冬ふゆ上がみや友月の叔お父じに向けていたのと同じ響き。


    「な……んだ、こい、つ？　は、はな……せ、よ！」


    　そいつは喉のどに首筋に食い込んでいる友月の指を引き剥はがそうとするが、びくともしない。友月は、片手だというのに。


    「……痛そう、だよ？」
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    　友とも月づきの声がさらに温度を下げる。他の男子生徒達は呑のまれたように動かない。ここからでは友月の表情が窺うかがえなかったが、友月が怒っていることだけは理解できた。


    「ぐがっ!?」


    　白い細腕のどこにそんな力があるのか、喉のどを絞しぼり上げられた男子生徒は顔を青くする。


    「ちょ、ちょっとミユ！　もう止やめなさい！」


    　慌あわててアリッサが肩を揺すった。


    「え――？　あ……」


    　我に返ったように手を離す友月。解放された男子生徒は尻しり餅もちをついて咳せき込む。


    「げほっ、げほげほっ……ふ、ふざけやがって……」


    　首を絞められていた男子生徒は瞳に怒りを滾たぎらせたが、残りの二人は怯えたように僕らから距離を取った。


    「おい、この女、普通じゃねえよ。目がマジだ」


    「気味悪ぃ……。俺、もう行くぞ？　こいつやべぇよ」


    　後退する二人を見て、急に不安そうな表情を見せる男子生徒。


    「ま、待てよ！　こんな舐なめられたままで――」


    　そう叫ぶが、そこに友月の声が響く。


    「まだ……何かするつもりなの？」


    「ひっ!?」


    　ほとんど反射的に立ち上がり、彼は友月から離れる。そこにブロロロロロというエンジン音が近づいてきた。僕らが乗ってきたのとは逆の方向からバスがやってきて、向かいの車線に停車する。


    　乗客が降りてくるのを見て、男子生徒たちは一瞬、安あん堵どの表情を浮かべた。


    「……ちっ、俺ら制服だし、チクられたらめんどくせー。それによく考えりゃ遠とお見みなんかを相手にすんのは時間の無駄じゃねーか……」


    　言葉だけは強気に、彼らは早足で立ち去って行く。


    「ウォンッ！　ウォンッ！」


    　その背中に由ゆ衣いが激しく吠ほえる。ビクンと体を震わせて走り出し、あっという間に見えなくなってしまった。


    「ちょっとやりすぎだったけど、一応追い払えたわね。ミユ……さっきの演技だったんでしょう？」


    　友月の表情を窺いながらアリッサが訊たずねる。


    「え……あ、うん……」


    　歯切れが悪いものの、友月は頷うなずいた。明らかに含むところがありそうだったが、アリッサはそれで納得したのか笑顔を浮かべる。


    「ならいいわ。あたしが煽あおっちゃったみたいなものだから、上う手まく収めてくれてありがとね。助かったわ。未み由ゆが手を出さなかったら、あたしが全員ボコボコにしてたわよ」


    　冗談めいた言葉に、緩ゆるやかな空気が戻る。


    　しかしどこか無理やりに繕つくろったかのような不自然さをアリッサの口調に感じて、僕はわずかな不安を覚えたのだった。
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    　そこかしこから響いてくる蝉せみの音は、三年前の夏を思い出させた。家族で旅行に出かけたときの道を逆に辿たどり、自宅を目指す。とことこと足元を歩く由ゆ衣いが一緒のせいか、やっと帰ってきたんだという感じがした。


    　バス停があった道をしばらく行き、角を曲がると、そこはもう遠とお見み家の前。幸いと言うべきか、あれ以上知り合いと出くわすこともなく到着する。途中、待ちきれないといった様子で由衣が走り出し、それを追いかけたので、全員少し息が上がっていた。


    「わ、ホントだ。トオミって書いてある！」


    　アリッサが石の表札に彫られた苗みよう字じを指でなぞりながら言う。比較的新しいこの辺りの住宅はどこも同じような外観で、表札以外には個性を主張するものがほとんどない。叔お父じさん家のような日本家か屋おくではなく、和わ洋よう折せつ衷ちゆうの一般的な住宅だ。


    「あんま騒ぐなよ。近所の人が出てきたら面倒だろ。さっさと中に入るぞ」


    　僕は興奮するアリッサをたしなめると小さな門を開けて中に入り、玄関の鍵かぎを開けた。


    　ずっと開閉していなかったためか、記憶にあるよりも扉の手ごたえが重い。力を込めてノブを手前に引くと、埃ほこりっぽい空気が流れ出し、薄暗い玄関が口を開けた。


    「……ただいま」


    　そう告げて中に入る。アリッサたちも後に続き、扉を閉めると由衣が銀光を放って人の姿に戻った。我が家を見回し、小さく溜ため息いきを吐ついた由衣は、ほっとしたような表情を浮かべる。恐らく肩の力がわずかに抜けるような安心感を覚えたのだろう。僕も同じだ。たとえ迎えてくれる人がいなくても、ここは僕らの家だった。


    「お兄ちゃん――戻ってきたんだね。あたしたちの、おうちに」


    「そうだな……でもこりゃ、だいぶ汚れてるな」


    　三年間で堆たい積せきされた埃は家の中に満まん遍べんなく降り積もっている。靴くつを脱いで上がれば、足の裏が真っ黒になってしまうだろう。


    「なら、スリッパ出すね」


    　由衣が下駄箱を開ける。並んだ四つのスリッパに心が少しだけ揺れた。アリッサと友とも月づきにそれぞれ親おや父じとお袋ふくろのものだったスリッパを渡す由衣。


    「ありがとね、ユイ」


    　アリッサは礼を言って受け取るが、友とも月づきは手渡されたそれをポトリと落としてしまう。


    「未み由ゆお姉ちゃん？」


    　心配そうな由ゆ衣いの声に、僕は友月の様子がおかしいことに気付く。顔は上気し、息が荒い。立っているのも辛つらそうに、壁に手を付いている。


    「友月、どうしたんだ？」


    「あ……ごめん、ちょっと息が切れてるだけだから、平気、だよ。さっき少し走ったせいだと思う」


    「いや、だけどそれにしても……もしかして体調悪かったのか？」


    「ううん、私、体力なくて、暑さに弱いだけだよ。啓けい介すけくん、何か、飲むものとかないかな？」


    「ああ、お茶ならあるぞ」


    　今日は暑いからと出掛けに茜あかねさんが水筒を持たせてくれていた。僕はバッグから水筒を取り出して友月へ渡す。友月は蓋ふたを兼ねた器に冷たいお茶を注ぎ、コクコクと飲み干す。


    「――ありがとう。落ち着いたよ、啓介くん」


    　友月は僕に水筒を返すと、安心させるように笑ってみせた。


    「確かに顔色は戻ったみたいだけど……少し休んだ方がいい。一階はお通つ夜やのときに片付けて何も物がないから、僕の部屋に行こう」


    「う、うん……」


    　何な故ぜか少しはにかんで友月は頷うなずく。


    「ごめんね、未由お姉ちゃん。あたしが、急いだから……」


    　友月にもう一度スリッパを手渡しながら由衣が謝った。


    「由衣ちゃんは何も悪くないよ。気にしないで、ね？」


    　よしよしと由衣の頭を撫なでて友月は首を振る。


    　そして僕は二階へと皆を案内した。歩くたびに舞い上がる埃ほこりは窓から差し込む日光に照らされて、白い線を中空に描いている。


    「――こっちが僕の部屋で、そっちが由衣の部屋だ」


    　階段を上りきって、すぐ目の前にある二つの部屋を僕は指差した。それぞれ木のネームプレートに名前が書いてある。


    「そだ、あたし部屋を片付けてくる！　あたしも捜したい物があるの」


    　由衣は慌あわてた様子でそう叫ぶと、自分の部屋に飛び込んでいった。


    「片付けたいのは僕もなんだけどな……まあ、そんな場合じゃないか」


    　友月をちらりと見てから溜ため息いきを吐つき、諦あきらめて自室の扉を開く。ひどく馴染みのある風景が三年ぶりに僕を出迎えた。


    　学習机と本ほん棚だなと二段ベッド。僕は下段のベッドに近づくと掛け布ぶ団とんを剥はぎ取り、クローゼット代わりの押し入れに仕舞う。


    「友とも月づき。下の布ふ団とんはそんなに埃ほこりっぽくないと思うから、ここで休んでくれ」


    「うん。あ、ありがとう啓けい介すけくん」


    　僕が促すと、友月はどこか恐縮しながらベッドに腰を下ろした。


    「ケースケ、何で上にもベッドがあるの？」


    　既に部屋をあちこち物色していたアリッサが訊いてくる。


    「昔は由ゆ衣いと共用の部屋だったからな。上は由衣が使ってたんだ。小学三年生になったときに由衣も部屋を貰ったんだけど、ここを物置にしようとすると怒るからそのままになった。たまにこっちで寝ることもあったし、上の段はまだ由衣の領土だよ」


    「へー……」


    　アリッサは梯はし子ごを上ってベッドの上を観察したり、本ほん棚だなに並ぶ本を眺ながめながら部屋を歩き回る。


    「やっぱり向こうの家より、こっちの方がケースケっぽい部屋ね。本棚はマンガと雑誌ばかりだし、床も結構散らかってる」


    「……埃が舞うからあんまり触わらないでくれよ」


    「むぅ……いいじゃない、けち。それでケースケ、サキから借りたものを捜しに来たんでしょう？　どこにあるの？」


    「あ、そうだったな」


    　僕は本来の目的を思い出して本棚の一角を占せん領りようしている音楽ＣＤの題名を目でなぞる。


    　確か咲さきねえに「たまにはこういった音楽も聴け」と無理やり押し付けられたもので、僕の趣味ではないクラシック集だったように思う。けれどそれらしいものは見当たらない。


    「あれ？　どこやったんだ……」


    　机の横に置かれているラジカセの中も確認するが見つからなかった。残る可能性は家族共用だったパソコンの周囲か、由衣の部屋だろうか。


    「悪い友月、ちょっと他の場所を捜してくるからここで待っててくれ」


    「うん、わかったよ」


    　友月は頷うなずく。アリッサは部屋を出た僕に当然のごとく付いてきた。


    「探検、探検～」


    「アリッサ、楽しんでるだろ？」


    「分かる？」


    「当たり前だ」


    　僕はやれやれと肩を竦すくめると、まずは由衣に訊たずねてみようとドアをノックしようとした。


    「……っく……えぐっ……」


    　だが扉の内側からかすかな嗚お咽えつが聞こえてきて僕は腕を止めた。


    「――しばらくそっとしておくか」


    「そうね……」


    　中に入って慰なぐさめるよりも、今はその方がいい気がした。ここは由ゆ衣いの部屋だ。この中で泣いているのなら、僕が立ち入るべきじゃない。由衣は三年という時間を自分の中で整理しているのかもしれないのだから。


    　僕はアリッサと共に一階へ降り、リビングへ入る。時計とタンス以外は何もない。元々ここにあったソファやテレビ、パソコンは、葬そう儀ぎの時、隣となりにある両親の寝室へ押し込めてしまったのだ。僕はほとんど物置と化している隣の部屋へ足を踏み入れる。ここの窓を覆おおっているのは遮しや光こうカーテンのため、他の部屋より薄暗い。


    「アリッサ、足元に気をつけろよ」


    「言われなくても分かってる――って、きゃあっ!?」


    　口にした傍そばから何かに足を取られてバランスを崩くずすアリッサ。僕は急いで倒れそうなアリッサの腕を掴つかみ、引き戻す。だが思ったよりアリッサの体は軽く、勢い余って抱き寄せるような形になってしまった。温かく柔らかな熱の塊かたまりを腕の中に感じる。


    「し、しっかりしろよな」


    「たはは……ごめん、ケースケ」


    　アリッサは苦笑いして謝るが、すぐに離れようとはしなかった。


    「アリッサ？」


    　何というか、このままでは平常心でいられそうになくて声を掛ける。


    「――カラダって不思議ね、ケースケ」


    　だがアリッサは離れるどころか顔を僕の胸に押し付けた。思いがけない行動に思考が停止する。


    「え？」


    「前にケースケ、あたしのこと、精神体だった時とは違うって言ったでしょ？」


    「ああ……」


    「最近あたしも、そうかもしれないって思うの。精神体は忠実に肉体を具ぐ現げん化していたはずだけど、やっぱりあれは本物じゃなかったのよ。カラダがなきゃ分からないこと、あるのね」


    「分からないこと？」


    「あたしね、精神体じゃなくなって嬉うれしかったけど、ちょっとだけ寂しかったの。透とう過か体たいになれたときはケースケと同じものを見て、同じものを感じていられたのに、肉体で区切られて壁ができたみたいだったから。だけど今、仮に精神体に戻ったら、あたし物足りなく感じると思う」


    　アリッサは笑うと僕を見上げ、ようやく身を離した。そして自分の左胸を指差す。


    「――カラダがないと、たぶんここがドキドキしないのよ」


    　ドキドキって……。


    　僕は急激に自分の心拍数が上昇するのを感じた。


    「あ、アリッサ、お前……」


    　動どう揺ようを抑えながら僕が言葉を捜していると、アリッサは頬ほおを桃色に染めて手を振る。その仕草はどうしてだかとても可か愛わいく見えた。


    「あたし、な、何か変なこと言っちゃかしら!?　え、えっと今のはね、肉体と精神の不ふ可か分ぶん性せい証明というか、魔術的な見地からの驚きっていうか、そういう意味で……ケースケは深く考えなくていいんだから!!」


    　慌あわてふためきながらアリッサは僕を押しのけて部屋の外へ出る。


    「あたし、他のとこを探検してくるわ！」


    　そう言って早足でどこかへ行ってしまうアリッサ。


    　まさか……な。


    　異性に触れればドキドキするのは当たり前の反応。アリッサの言う通り深く考えなくてもいい。それで……いいはずだ。


    　僕は余計な推測や思考を振り払うように頭を振る。何な故ぜか少し――怖かった。


    　今は咲さきねえのＣＤを捜そう。そのためにここへ来たのだから。


    　気を取り直して暗い部屋の中、可動式の机に乗せられたデスクトップパソコンの周辺を見て回る。このパソコンはプレーヤーとしても使っていたので脇にはＣＤがいくつも積まれていた。


    「これか？」


    　一番上のＣＤを手に取り、埃ほこりを払う。それはわずかに見覚えのあるクラシックのオムニバスＣＤだった。記憶が蘇よみがえる。間違いない。咲ねえからこれを貸してもらったのは家族旅行に行く数日前で、クラシックに興味のなかった僕はわざわざ一人で聞きたいとも思わず、ここに置いておいたのだ。


    　ま、これで目的は達成か……。


    　僕はＣＤを持って部屋を出る。アリッサを捜そうかとも思ったが、二人きりになるとまた妙な雰ふん囲い気きになりそうに思えて一人で二階へ戻る。由ゆ衣いの部屋の前で耳を澄ませてみると、泣き声は聞こえなかった。


    　もう……大丈夫か。


    　僕はそう判断して扉をノックする。


    「由衣、こっちの用事は済んだけど、そっちはどうだ？」


    　そう訊たずねると扉の向こうからガタガタという音が聞こえ、慌てた声が返ってきた。


    『あたしはもうすぐ終わるよ。でもお兄ちゃんは中へ入っちゃダメだからね！』


    「え、何でだ？」


    『いいから、気にしないで！　もうちょっとしたらお兄ちゃんの部屋に行くから』


    「わかった」


    　泣いた痕あとを見られるのが嫌なのかもしれないと、素直に引いておく。そしてそのまま自室へと戻った。


    「あ、おかえり啓けい介すけくん。探してたものは見つかったの？」


    　窓際に立っていた友とも月づきが振り返る。てっきりベッドで寝ているかと思っていたので驚いた。


    「ああ。それより窓の外なんか見てないで、休んだ方がいいぞ。そこからじゃ隣となりの家の壁が見えるだけだろ」


    　ここは叔お父じさんの家みたいに眺ちよう望ぼうは良くない。窓はせいぜい換気に使える程度だ。


    「心配しなくても、体はもう平気。あと、この窓からの景色も、好きだよ。こうやって身を少し乗り出せば、住宅の隙すき間まから細い風景が見えるもの」


    　友月は言葉の通り顔色も良く、元気になっているように見える。


    「そうか？　友月は面白いこと言うな」


    「――私ね、最近できる限りどんなものにも良い所を見つけようって思ってるから。そうすれば、嫌うだけとか、憎むだけとか、しなくて済むと思って」


    「もしかして、冬ふゆ上がみのことを言ってるのか？」


    　僕は帰省せず美み傘かさ市に残っているクラスメイトの名前を挙げる。


    「それも、あるかな。私、今でも冬上さんのことは大嫌いだけど、ちょっとだけ好きになれたかもしれない。これ、秘密だよ？」


    　矛む盾じゆんする台詞せりふではあったが、言いたいことは分かった。


    「了解。けど、冬上も同じこと思ってそうだけどな」


    「だったら変だね。ついこの間まで、あんなに憎しみ合っていたのに……。少なくとも今、私の中にあの時みたいな怒りはないの。それはたぶん、自分のための怒りだったからだと思う」


    「自分のための怒り？」


    「うん。自分が傷つけられて痛いからとか、そういう怒り。でもそれは自分のものだから、自分次第でどうにでもなるの。自分が変われば、怒りの質も変化して、別の感情に入れ替わる。だから今みたいな関係になれたんじゃないかな」


    「そうだな、友月も冬上も変わったと思うよ」


    　僕は頷うなずく。今の友月は怒りのままに復ふく讐しゆうを為なそうとしていた頃とは違う。


    　だがその脳裏をバス停での出来事が過よぎった。あの時の友月はまるで――。


    　そんな僕の表情を見て、友月は顔を曇らせ心を読んだかのように訊たずねる。


    「でもね啓介くん、さっきのこと……私が啓介くんに暴力を振るった人にしたこと、見てたよね？」


    「それは……」


    「ごめん、もしアリッサさんが止めてくれなかったら、私とんでもないことをしてたかもしれない。あの時は、それぐらい怒りで目の前が真っ赤だった。アリッサさんには演技だったって答えちゃったけど、私――本気だったの」


    　やっぱり……と僕は思う。あの時の友とも月づきは演技では出せない〝殺意〟を漂わせていた。でも――。


    「いや、あれは僕を助けてくれたんだし、謝る必要ないって。むしろ僕が礼を言わなきゃ……」


    「――啓けい介すけくんは、優しいね。だけど分かってるの。私は怒りを抑えられなかった。誰かのための怒りは、自分のための怒りより、ずっと強いんだね。私、知らなかった」


    　友月は力なく笑うと、僕の腹に手を当てる。


    「ここ、もう痛くない？」


    「あ、ああ。全然平気だよ」


    「啓介くん、あんまり無理はしないでね。もし啓介くんに何かあったら私……」


    「心配するなって。アリッサに鍛きたえられてるんだから、あの程度じゃ全然堪こたえない」


    「でも……」


    　友月の表情に危ういものを感じた僕は元気付けようと名前で呼ぶ。


    「もし仮に未み由ゆが暴走しそうになったら、僕が止めるから。もうあんなヘマはしないよ」


    　すると友月は何な故ぜか目を見開いて、泣きそうに顔を歪ゆがめる。


    「――私、友月未由だよね？」


    「当たり前だろ？　どうしたんだ？」


    「ううん……何でもないの。何でもない……」


    　友月は呟つぶやくと僕のお腹に当てていた手を腰に回し、縋すがるように抱きついてきた。


    「え……？　未由？」


    　驚いて身を引こうとしたが、友月が体重をこちらに預けてきていたために、そのままよろよろと後ろへたたらを踏む。


    「――っ！　うわっ!?」


    　足がベッドの縁に引っかかり、仰向けに転んでしまう。僕に覆おおい被かぶさった友月が、ぼうっとした様子でこちらを見ていた。


    「啓介、くん……」


    　触れ合っている部分がとても熱い。友月の息いき遣づかいが聞こえる。


    「また、喉のどが渇かわいてきたよ……啓介くん」


    　頭が真っ白になっていた僕だったが、どこか友月の様子がおかしいことに気付く。


    「大丈夫か？　喉が渇いたなら水筒出すよ。だから……ちょっとどいてくれると、ありがたいんだけど」


    　僕はそう言って体を起こそうとするが、友月が肩をぐっと押さえつけてくる。


    「いいの、私が欲しいのは――」


    　上気した顔をゆっくりと近づけてくる友とも月づき。女の子とは思えないほどの強い力で拘こう束そくされて、僕は身動きできない。いや、本当は抵抗などしようとしていなかったかもしれない。何な故ぜならその時僕は、迫ってくる友月の瞳に魅み入いられていたのだから。


    　コンコン。


    　だがそこに静止した時間を破るノックが響く。ガチャリと扉が開かれ、金髪碧へき眼がんの少女が顔を覗のぞかせた。現れたのはアリッサ。


    「探検終わりっ。ケースケはサキの――」


    　部屋に一歩踏み込んだ時点で、アリッサは声と動きを止めた。そしてゆっくりとベッドで抱き合うように倒れている僕らを見て、ぎゅっと自分の胸を押さえる。


    「え？　あ――えっと、あの……そのね。あたし、ご、ごめん。いきなり入っちゃって……で、でもその……」


    　引きつった笑みを浮かべ、しどろもどろに弁解するアリッサは、後退しながら部屋を出ようとした。


    「ま、待てってアリッサ、何か友月の様子がおかしいんだ！」


    　我に返った僕は慌あわてて呼び止める。


    「え？」


    　アリッサはびくんと身を震わせて立ち止まった。それと同時にアリッサが入室してきた時に動きを止めていた友月も、糸が切れたように僕の上で崩くずれ落ちる。


    「お、おい、大丈夫か？」


    　僕は起き上がって友月の肩を揺するが反応はない。どうやら気を失っているようだ。


    「いったい……どういうことなのケースケ？」


    　アリッサは混乱した様子で問いかけてくるが、僕には上う手まい説明などできそうになかった。


    「――あれ？　お兄ちゃん、何かあったの？」


    　そこに由ゆ衣いもやってきて首を傾かしげる。


    「まあ……ちょっと、な」


    　言葉を濁にごらせていると、友月が身じろぎをして薄うっすらと目を開いた。


    「啓けい介すけ、くん？　私、何で……」


    　ぱちぱちとまばたきをして、不思議そうに僕らを見回す友月。先ほどのことを覚えていないのだろうか。


    　だがアリッサたちの前で、それを確かめるのは憚はばかれて、僕は口から出掛かった質問を飲み込む。


    「――友月、何か今日は調子悪そうだから、もう帰ろう。城跡に行くのも明日以降だ」


    「そんな、私は平気だよ？」


    「そうだとしても……別に急ぐことじゃないだろ？」


    「う、うん……」


    　しぶしぶ友とも月づきは頷うなずき、僕らは実家を後にする。


    　騒がしかった行きの道程とは正反対に、帰路はなかなか会話が弾まなかった。あんなことがあった後だというのに、意外にも友月はいつも通りだったが、アリッサの口数が少なくて会話がすぐに終わってしまうためだ。


    　結果的に僕と友月ばかりが話す形になる。アリッサは話の途中で何度も何か言いたげにこちらを見るのだが、結局何も言わずに黙ってしまう。その仕草はアリッサらしくなくて、どこか歯は痒がゆかった。


    　途中、バスの窓から人が大勢集まっている場所が見えた。何の変へん哲てつもない道路に野次馬やテレビカメラが右往左往している。もしかしてあそこが今け朝さニュースで見た焼死体発見の現場だろうか。往路は会話に忙しくて気が付かなかった。


    　けれどゆっくり様子を眺ながめる間もなくバスは、そこから遠ざかる。日常と非日常の距離は一瞬で開き、彼方かなたへと消える。


    　今朝から何か歯車が噛かみ合っていないような――ズレてきているような感覚。焼死体のことも、友月とアリッサのことも含めて、行く先に暗雲が立ちこめているようだった。


    　咲さきねえとのことも好転する気がしてこない。


    　不安を抑えるように、僕は実家から持ち帰ったＣＤをじっと眺める。


    　するとＣＤを持っていた左手に、白い手が重ねられた。


    「大丈夫だよ、啓けい介すけくん。上う手まく行くよ」


    　普段ならアリッサが口にしそうな励ましを僕に掛ける友月。


    「……ありがとう、友月」


    　部屋でのことを思い出すと戸惑いはあるが、素直に礼を言う。実際、今の一言は嬉うれしかった。心が一番求めていた言葉だったから。


    　けれど僕の心が多少晴れても、ついさっきまで青かった空は次第に雲で覆おおわれ始めていた。夏の光を追いやるように――。


    



    　その日、昼過ぎから天気は崩れ始め、夕方には大降りの雨となった。


    　咲ねえは、ちょうど僕らが夕飯を食べ終わったタイミングで帰宅したので、食事時に話すことは叶わなかった。


    　今日は諦あきらめようかとも思ったが、時計の針が十時を差した時、やはり逃げてはダメだと覚悟を決めてＣＤを手に取る。バスの中で貰った友月の励ましが背中を押してくれた。咲ねえの部屋の前まで来ると、小さく咳せき払ばらいをしてから襖ふすまの向こうへ呼びかけた。


    「咲ねえ、僕だけど……」


    　我ながら弱々しい声が出てしまったと思う。中まで聞こえただろうか。


    　けれど言い直すのは催促しているように思えて、そのまま返事を待つ。だがいくら待っても部屋の内側からは物音一つ聞こえてこなかった。


    「――何をやっている」


    　すると予想外の方向――真横から声が掛けられた。


    「え？　うわっ、咲さきねえ!?」


    　タオルを首にかけ、火ほ照てった顔でこちらを睨にらんでいるのはオレンジ色の花はな柄がらパジャマを着た咲ねえ。そうか、お風ふ呂ろに入っていたのか。


    「退どけ、啓けい介すけ。部屋に入れない」


    　咲ねえはぶっきらぼうに言い放つ。僕は本能的に道を譲ゆずってしまいそうになるが、目的を思い出して踏みとどまる。


    「すぐ退くよ。これを……返したら」


    　そう言って僕は手に持ったＣＤを差し出す。


    「返す？　私は何も――」


    　咲ねえは不機嫌そうに顔をしかめたが、ＣＤのジャケットを見て言葉を切る。


    「咲ねえ、覚えてる？　三年前、旅行へ行く前に貸してくれたＣＤだ」


    　僕の言葉に複雑な表情を浮かべる咲ねえ。


    「――忘れてたよ。今の今まで。そんなものどこから……」


    「ずっと実家に置きっぱなしだった。今日、捜してきたんだ」


    「そうか、あの家にも帰ったのか……」


    　咲ねえは溜ため息いきを吐つく。


    「僕には咲ねえが昨日なんで怒ったのか、分からない。けど謝りたいんだ。このＣＤを返し忘れてたことや、進学についての喧けん嘩かで口にした酷ひどい言葉も――」


    　今を逃せば機会はないかもしれないと、僕は言いたかったこと全てを口にする。咲ねえは黙って僕の言葉を聞いていた。


    「許して欲しいわけじゃない。でもあの時、僕は咲ねえを傷つけたと思うから。心配してくれた咲ねえを拒んで、裏切ったんだと思うから……。間違ってたのは殻からに閉じこもって、逃げようとした僕だ。咲ねえは悪くなかった……ごめん」


    　頭を下げる。そのままの姿勢で三十秒ほど経っただろうか、ぽつりと咲ねえが呟つぶやくのが聞こえた。


    「――不愉快だな」


    「ごめん……」


    　僕にはそう繰り返すことしかできない。


    「違う。不愉快なのは……私自身だ」


    「え？」


    　意味が分からなくて僕は顔を上げる。


    「啓けい介すけ、お前は間違っていない。私にとっては壊れていても、いい方へ変わったよ。お前を責めたのは全部私の都合だ。今も、昔もな。それが……不愉快なんだ。私はお前の姉貴分だっていうのに」


    「咲さきねえ……？」


    「――八つ当たりして、悪かった」


    　咲ねえは視線を逸そらしてそう告げると、僕を強引に押しのけて部屋に入り、ぴしゃりと襖ふすまを閉めた。


    「あ、待ってくれよ！　咲ねえの都合ってやつを聞かせて欲しい。できる限り何とかしてみせるから！」


    　襖越しに叫ぶ。するとしばらくして小さな声が返ってきた。


    「気にするな。今のお前にはまだ早いことだよ」


    　その言葉にはわずかに笑みが籠こもっているように聞こえて、僕は戸惑う。


    「どういうこと？」


    「――それより、ＣＤはちゃんと聞いたのか？」


    「あ……その……」


    　受け取って貰えず、僕の手に残ったままのクラシック集を気まずく見つめる。


    「三年も延滞したんだ、どうせなら聞いてから返せ」


    「わ、わかった」


    　頷うなずき、それがこの先の関わりを約束するものだということに気付く。


    「――おかえり、啓けいちゃん」


    　そして優しげな声が響くと共に、襖の向こうから気配が遠とお退のいた。僕は呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くす。


    　啓ちゃん――それは進学のことで喧けん嘩かして以来、咲ねえが口にしなくなった僕の呼び名。


    　僕は我に返ると慌あわてて叫ぶ。


    「た、ただいま、咲ねえ」


    　全てが解決した訳でも、元通りになったわけでもない。けれど凍り付いていた時計が動き出したのを、僕ははっきりと感じていた。
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    　ザァァァァァ――。


    　真っ暗な部屋に、雑音が満ちていた。


    　あたしは布ふ団とんに包まりながら、地上に激突して弾ける雨粒の断だん末まつ魔まに耳を傾ける。目を閉じていても眠気はやって来なかった。


    　六月の雨より、ずっと重くて激しい雨……。


    　お昼ご飯の後からずっと降っているのに、未だ止やむ気配はない。雨は嫌いじゃなかったはずなのに、今は空が心を圧迫してくるようで息苦しい。


    　……ケースケ、嬉うれしそうだったわね。


    　早めにお風ふ呂ろに入ったあたしやミユは、十時ごろにはもう電気を消して横になっていた。ミユはどうだか知らないが、眠れずにいたあたしの耳には廊ろう下かの話し声がよく聞こえていた。


    　最後の会話でサキが何を言ったのかだけは分からなかったが、ケースケの「ただいま」という言葉は喜びに満ちていた。


    　やったじゃない、ケースケ！


    　そう言って一緒に喜びたかった。けれど……できなかった。


    　気安くケースケに話しかけようとするたび、昼の出来事を思い出す。抱き合うようにしてベッドに倒れていたケースケとミユ。その後の様子を見ればミユがどこか変だったのは理解できたが、あの瞬間、扉を開き、ケースケが振り向くまでのわずかな間かん隙げき――ケースケとミユの間には入り込めない空気が存在していたように思う。


    　それに……上う手まく行くからと帰りのバスでケースケを勇気付けたのはあたしじゃなくてミユだった。


    　あたしの役割が奪われたかのような……居場所がなくなったかのような感覚。


    　ケースケはきっと感謝している。あたしじゃなくて――ミユに。


    　胸に鈍い痛みが走り、あたしは手でその部分を押さえる。


    　昨日までは、心ここ地ちよくさえ感じていた痛みなのに、今は辛つらい。どうして……？


    　そのとき、隣となりの布団が動く気配がした。あたしは、驚いて身を固くしながらも耳をそばだてる。


    　ミユ……？


    　雨音に混じって聞こえる衣きぬ擦ずれの音。わずかに空気が動き、ミユが立ち上がったのが分かった。


    　どこに……行くのかしら？


    　襖ふすまが開閉される音を聞き届け、部屋から出て行ったのを確認すると、あたしは身を起こす。


    　昨夜、眠る寸前に聞いた玄関扉の開閉音が気に掛かった。そして今け朝さ聞いた焼死体のニュース、ケースケを助けようとしたときの豹ひよう変へん、家での出来事……。考えれば考えるほど落ち着かなくなって、あたしはそっと襖に近づいた。


    　もしかして、また外へ？


    　だが予測とは異なり、廊下の足音はすぐ隣の部屋の前で止まったようだった。


    　ケースケの部屋だ……。


    　あたしは身を強こわ張ばらせる。心音の周期が早まるのを感じた。どうすればいいか分からないまま、聴覚だけを研ぎ澄ませる。


    　きぃ――。


    　息を潜ひそめ、どのぐらい待っただろうか……再び足音が響き、遠ざかっていく。階段を降りて行ったようだ。あたしは胸を撫なで下ろす。


    　よかった……。


    　心から安あん堵どし、あたしは今まで感じていたのが恐れだったことを悟る。


    　怖い？　あたし、何が怖かったの？


    　自分の中にある感情に戸惑う。


    　胸がきりきり痛んで、焦あせりが心の中を暴れまわる。


    　あたしは耐え切れなくなって布ふ団とんに潜もぐり込んで目を閉じると、ケースケとの《道パス》を探す。壁に遮さえぎられてはいてもすぐ近くにいるケースケの存在は、はっきりと感じられた。緩ゆるやかに流れこんでくる〝思い〟をそのまま受け入れる。


    　魔術師であるあたしは、非常時以外あまりこういうことをしない。


    　本来《高次存在ヴイナー》と繋つながるための回路である《道パス》は、不必要に開きすぎると精神を侵食される恐れがあるためだ。


    　けれど今は安心が欲しかった。普段なら思考や感情を読み取ってしまうこともあるだろうが、ケースケが寝ている今なら平気だろう。


    　これはあたしだけの繋がり……あたしだけの――。


    　胸に温かいものが満ち、不安が遠ざかる。


    　これなら何とか眠ることもできそうだった。


    　目が覚めたら普段のあたしに戻っていて欲しいと願う。そうじゃないと、とても大切なものを奪われ、失くしてしまう予感がした。


    　だがようやく感情が落ち着いてきて、眠気がやってきた時に気付く。


    　まだミユが――戻ってこない？


    　あたしはハッとして起き上がる。


    　雨音は小さな音など飲み込むほどに、世界を満たしていた。
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    　ぴちゃん、ぴちゃん――。


    　頬ほおに弾ける冷たい感触。揺すられる体。


    「――スケ！　ケースケ、起きて！」


    　切迫した僕を呼ぶ声に、目を開く。


    「……アリッサ？」


    　枕元に座り、僕を見下ろしていたのは全身ずぶ濡れのアリッサ。彼女はパジャマではなく幾き何か学がく模様が描かれたローブを身に纏まとっていた。状況が理解できずに僕は戸惑う。


    「あのね、ミユがいないの。たぶん外に出て行ったんだと思う。あたし、捜してみたんだけど見つからなくて……」


    「友とも月づきが!?」


    　僕は慌あわてて身を起こす。アリッサに連れられて隣となりの部屋へ行くと、そこには丸くなって眠っている由ゆ衣いの姿しかなかった。


    「こんな雨の中、本当に？　何で……」


    「理由は分からないわ。けど、昨夜も外出していた気がするの」


    　昨夜……？


    　一瞬、嫌な連想をしてしまうが、頭を振ってそれを振り払う。


    「昨日はちゃんと帰ってきたなら、大おお事ごとにしない方がいいな。僕らだけで捜してみよう。アリッサ、行くぞ」


    「ええ」


    　僕らは忠ただ志しさんたちに気付かれぬよう、足音を殺して玄関へ行き、大き目の傘かさを借りると外へ出た。傘かさに雨粒が勢いよく当たる。傘を支えている腕に圧力を感じるほどの豪雨だ。
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    「あたし、さっきは空から探してみたんだけど、この雨じゃ全然先が見えなかったの」


    　アリッサも傘を差しながら僕に告げる。


    「だろうな。けど、徒歩で見つけるのも難しそうだ。アリッサ、魔術で雨を止やませたりはできないのか？」


    「できるけど……天候を弄いじっちゃうと、どんなに遠くても伯お母ば様に気付かれちゃうと思うわ。それでもいい？」


    「ウルトさんか……」


    　それはそれで事が大きくなってしまう気がする。アリッサの伯母である彼女は、アリッサのためならかなりの無茶をすると美み澄すみさんの一件で思い知らされた。もし魔術を使ったことが知れれば、すっ飛んでくるかもしれない。


    「――止めとこう。まだ友とも月づきに何かあったと決まったわけじゃないんだ」


    　僕はそう言って、地道に足で捜そうと決める。


    　雨に打たれる暗い夜の住宅街をアリッサと一緒に歩いて行く。水が溜まった道路に街灯の明かりで照らされた町が逆さまに映り込んでいる。まるで鏡の上を歩いているようだ。


    　不安そうな面持ちのアリッサが、何も言わずに僕の左手を握ってきた。ここ最近、アリッサの方から僕に触れることが少なかったので動どう揺ようするが、僕も黙って手を握り返す。


    　そのまま町内を当てもなく歩き回る僕とアリッサ。


    「ねえ、ケースケはミユが心配？」


    　途中、雨音でかき消されそうな声でアリッサが訊たずねる。


    「当たり前だろ。アリッサは違うのか？」


    「……あたしも心配よ。でも、それ以上に怖いの」


    「怖い？」


    「うん……」


    　アリッサは頷うなずくだけで、何がどう怖いかは口にしなかった。それ以降会話はなく、僕らは町内を一周し、再び家の前に戻ってくる。


    「見つからなかったな。そうだ、家を出る前に友月の靴くつって確認したか？」


    「あ、忘れてたわ。慌あわててたから……」


    　僕らは確認することにして玄関を覗のぞく。するとそこには友月の黒い靴がきちんと並んでいた。


    「帰ってきたのか……？　いや――靴が濡れてない」


    　靴に触れてみて、湿っていないことを確かめる。乾いた泥のようなものが付着しているのが気になるが、雨の中外出していたようには思えなかった。


    「じゃあミユは外に出ていないって言うの？」


    「分からない、けど部屋をもう一度見てみよう」


    　僕はそう言って、足を忍ばせて階段を上る。そして部屋の前まで来ると、唾つばを飲み込んで襖ふすまをそっと開いた。


    「いた……」


    　アリッサが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。友とも月づきは布ふ団とんを被かぶって、すーすーと寝息を立てていた。


    　少し悪い気もしたが、部屋に入って寝顔を覗のぞき込む。髪も、布団からはみ出したパジャマの裾すそも全く濡れてはいなかった。


    「なあアリッサ、友月は単にトイレだったんじゃないのか？」


    「え？　そういえば確かめてなかったけど……でも中々帰って来なかったし」


    「けど、アリッサの早とちりである可能性が高いな。友月は全然外に出た痕こん跡せきがない」


    　僕はそう言うが、アリッサは焦あせったように僕へ詰め寄る。


    「だ、だけど戻ってきたミユは、あたしがいないことに気づいたはずよ。なのに普通に寝てるなんて変じゃない？」


    「台所に水を飲みに行ったとか、そんな風に考えたんじゃないか？　普通はアリッサみたいに大げさな反応はしないよ」


    　僕の言葉にアリッサは唇くちびるを噛かんで黙り込む。


    「――まあ何もなかったんだからいいじゃないか。それよりアリッサ、びしょ濡れのままじゃそろそろ風か邪ぜ引くぞ。早く着替えた方がいい」


    「大丈夫よ……ほら」


    　アリッサが不機嫌そうな口調でそう告げると、幾き何か学がく模様のローブが光の粒子になって消滅する。パジャマ姿になったアリッサは濡れていない服を示した。


    「さっきのは魔術衣よ。レインコート代わりにしてたの」


    「だけど髪の毛は濡れたままじゃないか。ちゃんと拭ふけよ？」


    「……わかってるわ」


    　アリッサはずっと納得のいかない表情をしていたが、僕はそう注意して部屋を出た。


    　思えば昨夜に関してのことも友月が出て行った〝気がする〟という曖あい昧まいなものだった。きっと寝ね惚ぼけていたのだろう。


    　その時はそう楽観的に考えていたのだった。


    



    【八月二日（火）】


    



    　しかし翌朝、僕は居間に入った途端聞こえてきたニュースの声に足を止めた。


    『――県奈な波なみ市でまたもや今け朝さ未明、身元不明の焼死体が発見されました』


    「な……」


    　僕は絶句してテレビを見る。先に座っていた忠ただ志しさんやアリッサも食い入るように画面を見つめていた。


    『現場は住宅地の道路で、被害者は現場で火をつけられたと見られており、警察は昨日の事件との関連性を調べています。遺体は損傷が激しく――』


    　僕は驚きながら窓から外の様子を眺ながめる。未だ雨は勢いを弱めずに降っていた。


    　この雨の中で焼死体？


    　灯油やガソリンなどを使えば不可能ではないだろうが、身元が分からなくなるぐらい燃えるものなのか。


    　そこへ昨日と同じように友とも月づきが由ゆ衣いを抱えて居間へやってきた。皆の視線を辿たどってテレビを見た友月は、顔を曇くもらせる。


    「これ……昨日と同じような事件だよね。何か、怖い」


    　そう呟つぶやく友月へアリッサが厳しい視線を向けていた。昨夜の様子を見ていれば、アリッサの考えていることは予想できた。だがアリッサの言っていたことは何の根拠もない。


    「アリッサさん、どうしたんですか？」


    「……何でもないわ」


    　それはアリッサも分かっていたようで、視線に気付いた友月が不思議そうに問いかけると目を逸そらした。軽はずみなことをアリッサが口にしなかったのでホッとする。


    　けれど僕自身、炎のイメージは友月と結びつき、魔術ならば雨など関係ないだろうという考えが過よぎったのは確かだ。


    　でも友月は、絶対にこんなことはしない。


    　それは自信をもって言えることだった。


    　しかし、こんな事件が二日続けて起こるのは異常過ぎる。それも僕らが奈な波なみへやってきた途端に――。


    　友月が直接関わっているなどとは思わないが、この町に事件を持ち込んだのは僕らかもしれない。少なくても僕とアリッサには《群れクラウド》という敵が存在するのだから。


    　物思いに沈んでいると、うんざりしたような忠ただ志しさんの呟きが耳に届いた。


    「連続で焼死体か……また鬼とか何とか騒がれなきゃいいんだが」


    　鬼？


    　僕は意味が分からず、首を捻ひねる。だが忠志さんにそれを確かめようとする前にザアッと襖ふすまが開かれ、咲さきねえが入ってきた。


    「おはよ」


    　咲ねえの登場でわずかな緊張を孕はらんでいた空気が和やわらぐ。


    「おはよ、咲ねえ」


    　自然と挨あい拶さつを返す。すると咲ねえは少し躊躇ためらうように僕を見て、小さく告げた。


    「――おはよ、啓けいちゃん」


    「がっはっはっは!!」


    　その途端、忠ただ志しさんが爆笑する。


    「わ、笑うな馬鹿親おや父じ！」


    　顔を真っ赤にして忠志さんの襟えり首くびを掴つかみ上げる咲さきねえ。


    「はっはっは！　いや、ホントにお前は面倒くせえ娘だよ！　はっはっは!!」


    　だが忠志さんは笑い止やまず、料理を運んできた茜あかねさんも口元を押さえていた。


    　途端に明るくなった居間の中でアリッサと友とも月づきはきょとんとしていたのだった。


    



    「ねえ、ケースケくん。今日は雨だし、一緒に課題をやってしまわない？」


    　朝食が終わり、忠志さんと咲ねえが出かけた後、部屋に戻る途中で友月がそう提案した。


    　確かにとても城跡へ行けるような天候ではないので僕は同意し、広めの机がある僕の部屋で勉強することになる。


    　ただそうなると必然的にアリッサが暇ひまになってしまうのだが「別にいいわよ。あたし、ケースケの本を読んでるから」と素直に頷うなずき、部屋の隅でマンガを読み始めた。本ほん棚だなにあるのは僕の本ではなく瞬しゆん兄が残していったものが大半なのだが、わざわざ訂てい正せいはしないでおく。


    　こういったときは退屈だと騒ぎ出しそうなアリッサが大人しくしてくれていたおかげで勉強は思った以上に捗はかどった。友月と分からない部分を協力し合ったことも大きいだろう。どうやら友月は文系らしく、国語や英語は得意だが数学は苦手のようだった。


    　昼食を挟はさんで、部屋には鉛筆を動かす音とアリッサがマンガのページをめくる音だけが響き、会話はたまに引っかかった部分を質問する程度。しかし僕はアリッサがたまに友月へ視線を向けていることに気が付いていた。


    　それに元気を持て余した由ゆ衣いがあちこち動き回るようになっても、アリッサは頑かたくなに部屋から出ようとしない。マンガに集中しているからという訳ではない。その証拠に、何時間も読んでいるというのにアリッサの手にしているマンガはまだ二冊目だった。


    　やっぱり友月を気にしているんだろうか……。


    　アリッサの行動はまるで友月を監かん視ししているようにも見える。


    　今け朝さのニュースを見れば無理もないことかもしれないが、わずかに苛いら立だちが募つのった。


    　――友月を疑うなんて、アリッサらしくないだろ？


    「くしゅん！」


    　するとその思いが伝わったわけではないだろうが、アリッサが小さくクシャミをした。


    　雨で気温が下がっているからな……。


    　そう思ったが、ふと昨夜のことを思い出した。僕は鉛筆を置いて立ち上がる。


    「啓けい介すけくん？」


    　不思議そうにこちらを見る友とも月づき。


    「あ、友月は気にしないで勉強しててくれ」


    　僕はそう告げてからアリッサへ近づく。


    「……なに？」


    　アリッサはずずっと鼻を啜すすりながら僕を見上げた。


    「ちょっとこっちに来い」


    　僕はアリッサの腕を掴つかむと、少し強引に廊ろう下かへ連れ出す。そしてアリッサの額に手を当てた。


    「な、何するのよ、ケースケ？」


    「やっぱり熱があるな……アリッサ、お前昨日言ったのにちゃんと頭拭ふかなかっただろ？」


    「……拭いたわよ」


    　目を逸そらし、小さな声で答えるアリッサ。


    「嘘うそ吐つけ。ばっちり風か邪ぜ気味じゃないか。部屋で寝ていた方がいい。夜は茜あかねさんに頼んで食べやすいものを作ってもらうから」


    「こんなの平気よ。全然しんどくなんかないもの。《天使王ミトロン》の負荷で動けなくなってた時に比べれば軽いものよ」


    「あの時とは話が違うだろ？　今のアリッサは体があって、そこが弱ってるんだ。だからちゃんと休め」


    「――嫌」


    　アリッサは頑固に首を振る。


    「何でだよ？」


    「だって……」


    　アリッサは言葉を濁にごらせ、僕から目を逸らす。


    「だって、なんだよ？」


    　歯切れの悪いアリッサを、僕は促す。アリッサは瞳に躊躇ためらいの色を見せたが、しぶしぶといった風に小さな声で続けた。


    「――あたしがいなくなったら……ケースケとミユが二人きりになるじゃない」


    「アリッサ……お前、そこまで友月を疑っているのか？」


    　さすがに怒りが胸の奥から湧き出し、語気が荒くなった。


    「そうじゃないの。ただ……心配なの。すごく、怖いのよ」


    　しかしアリッサの怯えるような表情に意気を挫くじかれる。


    「――分かったよ。二人っきりじゃなければいいんだろ？　由ゆ衣いは退屈だろうけど、頼んでずっと部屋にいてもらう。それなら納得してくれるよな？」


    「…………うん」


    　アリッサは逡しゆん巡じゆんしていたが、ようやく頷うなずいてくれる。


    　僕はアリッサたちの部屋へ行き、布ふ団とんを敷くとアリッサを寝かせ、一階へ降りる。そこで茜あかねさんにアリッサの調子が悪いことを伝え、うろうろしていた由ゆ衣いを連れて自分の部屋に戻った。


    「アリッサさんが……風か邪ぜ？」


    　事情を伝えると友とも月づきは驚く。


    「ああ、でもまだ大したことなさそうだし、部屋で寝てれば良くなると思う。茜さんも様子を見ててくれるって言うから、大丈夫だ」


    　それを聞いて安あん堵どの表情を見せる友月。これを見ればアリッサも心配なんてしないだろうにと、僕は心の中で残念に思うのだった。


    



    【八月三日（水）】


    



    　八月にしては珍しく、翌日も空は泣き止やむことはなく、町に大粒の雨を降らせていた。


    　友月には大丈夫とは言ったが、アリッサは昨夜に高熱を出してしまい、僕はもっと早く気付いてやれればと後悔した。きっと昨日は朝からずっと無理をしていたのだろう。


    　朝のニュースではまたもや焼死体が発見されたことが報じられていた。忠ただ志しさんが読んでいた新聞には『連続焼殺事件』という見出しが躍おどり、完全に殺人事件と見なされているようだ。お粥かゆを持って行きがてら、その事を部屋で横になっているアリッサに伝えると、アリッサは不安そうな表情で呟つぶやいた。


    「あたし、昨日はずっと寝てたからミユが外に出て行ったかどうか、分からないわ……」


    「まだそんなことを言ってるのか？」


    「だって、気になるから……今日はちゃんと確かめてみる」


    　ここまで頑固だと怒る気も萎なえる。


    「あのな、アリッサは病人なんだ。無理しないでしっかり夜は寝てろ。そんなに気になるなら僕が廊ろう下かの足音に耳を澄ませておくから」


    　友月への疑念を晴らしたいという思いもあり、僕は告げる。


    「……わかったわ」


    　アリッサはしぶしぶといった風に了りよう承しようした。


    　その日、僕は昨日と同じように友月と協力して課題を黙々とこなした。アリッサとの約束があったので由衣はずっと部屋でゴロゴロしていたが、やはり退屈そうに見えた。


    　だが丸二日集中したこともあり、課題はかなりの分量を消化。夏休みとしては中々に効率的な時間の使い方をしたと思う。


    　友月の様子におかしな部分はなく、僕はアリッサの疑念が杞き憂ゆうであるという思いを強めていた。


    　まどろっこしいことをせずに直接訊いてみようかとも思ったが、その質問から友月は自分が何について疑われているか悟るかもしれない。アリッサさえ納得すれば収まる事態だ。できれば波風は立てたくなくて、結局口に出すことはできなかった。


    



    　その晩、僕は部屋を消灯した後、眠ってしまわないように襖ふすまへ寄りかかって座りながら廊ろう下かに耳を澄ましていた。真っ暗で暇ひまつぶしの種もなく、寝てもいけないという状況は想像以上に退屈だったが、電気をつければ襖の隙すき間まから漏れてしまうのでそのまま耐える。


    　この部屋には目覚まし付きのデジタル時計しかないので、針の音が響くこともない。雨音だけを聞いて時間を潰つぶす。雨脚は次第に弱まっているような気がした。


    　サァ……。


    　いつの間にか目を閉じ、夢の世界へ片足を突っ込んでいた僕は襖が開かれる音に気付いた。


    　――きぃ。


    　そしてわずかに廊下が軋きしむ音。隣となりの部屋から誰かが出てきたのは間違いないようだった。


    　アリッサは寝込んでいるはずなので、恐らくは友とも月づきだろう。身動きすると寄りかかっている襖が音を立ててしまうので、僕は耳だけをじっと澄ませる。


    　きぃ、きぃ、きぃ。


    　そのまま階下に降りていくかと思ったが、足音は何な故ぜかこの部屋の前でぴたりと止まった。


    　もしかして、気付いてるのか？


    　冷や汗が頬ほおを伝う。だがいくら待っても襖が開けられることも、声を掛けられることもなかった。ただ気配だけが襖を挟はさんだ向こうから一向に動かない。


    　だがその時、サァっと他の部屋の襖が開かれる音が聞こえた。


    『――ん？　夜よ這ばいか？』


    　咲さきねえの声が廊下に響く。


    『え……？　あれ、私、どうして……』


    　驚いたような友月の声。やはり襖の向こうに立っていたのは友月だったのか。


    『何だ、寝ね惚ぼけてたのか。確か、未み由ゆさんだったな、あなたの部屋はそこじゃなくて、向こうだよ。それとも暗くてトイレが分からないなら、ついでに案内しよう』


    『あ、その……だ、大丈夫です。分かりますから』


    『そうか。まあこの家に泊まってもう四日目だものな』


    『はい。でも、親切にありがとうございます』


    　恐縮する友月が頭を下げている情景が頭に浮かぶ。


    『そんな畏かしこまるな。正直、第一印象は悪かったかもしれないが、私はそんなに怖い人間ではない……と思う』


    『ふふ、そうですね。昨日からの啓けい介すけくんに対する態度を見ていたら、分かります』


    『ぐ……からかわないでくれ。啓けいちゃんという呼び名は、ただ昔に戻しただけだ。あいつの姉貴分として振る舞う覚悟というか、そういうものなんだよ』


    『姉貴分ですか。啓けい介すけくんも〝咲さきねえ〟って呼んでるから、やっぱり従弟いとこというより姉弟みたいな関係だったんですね』


    『まあね。家はそれほど離れていないし、通っていた学校も同じだったからな。啓ちゃんの両親は共働きで帰りが遅くなることが多かったから、私がよく食事を作りに行ったりしてたよ。お風ふ呂ろも一緒に入ったし……』


    『お風呂!?』


    　すっとんきょうな声を上げる友とも月づき。


    『え？　あ、いや、こ、子供の頃の話だって！』


    『そ、そうなんですか……ごめんなさい』


    『全く……中学の頃にはもうそんなことはしなくなってたさ。あ――しょ、小学生の時も、低学年までだからな！』


    　咲ねえは早口に告げる。何だかだんだんと聞き耳を立てているのが悪いような気がしてきた。ほとんど忘れかけていた記憶が蘇よみがえる。そういや咲ねえと、由ゆ衣いも一緒に風呂に入っていた時期もあったな……。今思い出すと、かなり気恥ずかしい。


    　襖ふすまの向こうから友月の笑い声が聞こえてきた。


    『啓介くんのこと、大事に思ってるんですね』


    『……弟分としてな。本当はいい加減に弟離れしたかったが、それは私の都合。もう少し我慢することにした』


    『あ――だからあの時、怒ったんですか』


    『未み由ゆさんは聡さといな。ま、そういうことだ』


    　僕が中心の話題のはずなのに、何を言っているのか分からなくなってきた。


    『……たぶん、咲さんにとっては啓介くんの欠点なんですね。でもその欠点があるから、私、啓介くんの傍そばにいられるんだと思います』


    『そうか、未由さんも理解しているのか。でもな……』


    『分かってます。このままじゃダメだってことは。だけどあと少しだけですから……続けられるうちは続けたいんです』


    　友月の声はやけに切せつ羽ぱ詰つまって聞こえた。


    『どういう意味だ？』


    　咲ねえが僕の疑問を代弁してくれるが、友月はその質問には答えなかった。


    『――私、部屋に戻ります。おやすみなさい』


    『お、おい――』


    　友月は咲ねえが呼び止めるのも聞かず、自分の部屋に入り襖を閉めてしまったようだった。


    『……私が、首を突っ込み過ぎることじゃないか』


    　小さく咲さきねえは呟つぶやき、そのまま一階へと下りて行った。たぶん元々トイレか何かで起きてきたのだろう。


    　僕も襖ふすまから離れて、布ふ団とんに横たわる。


    　友とも月づき……あと少しってどういうことだ？


    　それに外出しているかどうかは確認できなかったが、友月の様子は間違いなくおかしかった。


    どうして何もせず部屋に戻ったんだ？　もし咲ねえに見つからなかったら何をするつもりだったんだろう。


    　これじゃアリッサは納得するどころか、疑念を深めかねない。


    　――明日、友月に直接訊いてみるしかないか。


    　色々考えてみたが、結局それに行き着いた。友月に何か隠し事があるのは間違いない。


    　これまでの一方的な疑惑だけで質問するのは躊躇ためらわれたが、何かあると確信できた以上、はっきりさせた方がいいはずだ。


    　そろそろ起きているのは限界で、僕は目を閉じる。いつの間にか雨の音は聞こえなくなっていた。


    　雨……止やんだのか？


    　眠気に逆らって薄目を開けると、カーテンを閉め忘れていた窓の向こうに光が見えた。


    　それはあと数日で満ちようという綺き麗れいな月。雲間から覗のぞくその輝きに見とれつつも、僕はゆっくりと眠りに落ちていった。


    



    
      ４

    


    



    【八月四日（木）】


    



    　夏祭りも間近に迫った木曜日。窓の外は水分を残らず地面に吐き出し切ったかのような雲ひとつない晴天だった。


    　朝のニュースはまたもや焼死体事件の続報だったが、新たな被害者が見つかったわけではないようだ。もう三人も犠牲者が出ているとなれば、特集されるのは当然だろう。茜あかねさんによれば、近所はこの噂うわさ話ばなしでもちきりらしい。


    　忠ただ志しさんは好き勝手に憶測を並べるテレビに不快感を覚えたようで、途中でチャンネルを変えてしまった。「この町はろくな注目の浴び方をしないな……」という呟き声は苦々しい。そういえば僕が生まれるよりも前に、あるテレビ番組がきっかけで例の城跡が有名になったのだ。そのことを思い出しているのだろう。


    　僕としてはニュースをもう少し見ていたかったなと考えながら、横目で友月を見る。


    　昨夜廊ろう下かに耳を澄ませていた結果と、このニュースをアリッサに伝えるのは正直憂ゆう鬱うつだった。


    　だが嘘うそを吐ついても解決にはならない。僕は迷ったものの、食事が終わるとアリッサへ在りのままを報告した。友とも月づきは朝食の後片付けを手伝っていて、由ゆ衣いもまだ一階でテレビを眺ながめている。部屋にはアリッサと僕だけだ。アリッサはお粥かゆをゆっくり口に運びながら顔を顰しかめた。


    「……そう、昨夜はなにも起こらなかったのね。そしてミユも外出しなかった――」


    　もう熱は下がってずいぶん復調したものの、まだ体がだるそうなアリッサは、予想通りの反応を見せる。


    「言っておくけど、友月が外出したときに事件が起きたって証拠もないんだからな？」


    「――わかってるわよ。あたしもミユが犯人だなんてことまで、思ってない」


    「それを聞いて安心した。なあ、アリッサ。実は今日、やっと雨が上がったから友月と城跡に行くことになったんだ。その時にもうコソコソせず、直接訊たずねてみようと思う」


    　僕の言葉にアリッサは目を丸くする。


    「ちょっと、そんなこと聞いてないわよ！　あたしも行くわ！」


    「病み上がりの癖くせに無茶言うなよ。半分山登りみたいなもんだから、今のアリッサじゃ無理だ」


    「だ、だって！　でも――」


    「アリッサも今度連れて行くよ。それは約束する。また二人きりが心配だって言うなら、由衣も一緒だし安心しろ」


    「…………」


    　だがアリッサは空からになった器をお盆に置くと、歯をぐっと噛かみ締めた表情で服の袖そでを掴つかんできた。


    「……どうしたらいいんだ？」


    　困り果てて僕は訊ねる。


    「そんなの分かんないわよ、あたしにも……」


    　顔を背けてむくれるアリッサ。風か邪ぜで体力が落ちているのか握力は大したことがない。振りほどくことは簡単そうだったが、目尻に浮かんだ涙を見て体は動かなくなる。


    「何がそんなに怖いんだ？」


    　雨の夜にアリッサが呟つぶやいた言葉を思い出して僕は訊ねる。


    「――ケースケが、いなくなるみたいで……」


    「なんだよ、それ？」


    「だから、分かんないのよ。あ……でも怖くなくなる方法なら、一つだけある気がする」


    　アリッサは僕の袖から手を離すと、コテンとこちらへ体を倒してきた。


    「アリッサ？」


    　僕は戸惑いながらその体を支える。


    「うん――やっぱりここが痛いの収まった」


    　アリッサはほっとした様子で胸を押さえながら呟つぶやく。


    「ケースケ、カラダってよく分からなくて、不思議で、面倒くさいわね……もう、疲れるわ……」


    　苦笑いを浮かべると、アリッサはそのまま寝息を立て始めた。これは、納得してくれたということなのだろうか。


    　ただ、そういうことは置いておいて、アリッサの体は柔らかで温かく、先ほどまでとは別の意味で動くことができなかった。


    　そのまま階段を誰かが上ってくる音がするまで、僕は規則的なアリッサの呼吸をずっと聞いていたのだった。


    



    「いってらっしゃ～い。日が暮れるまでには必ず戻ってくるのよー、いいわねー」


    　アリッサを起こさないよう布ふ団とんに寝かせた後、僕と友とも月づき、狼形態の由ゆ衣いは茜あかねさんに見送られ、城跡へと出発した。


    　僕は動きやすいリュックを貸してもらい、暑さに弱いらしい友月のために水筒を二本と、茜さんお手製の弁当を持つ。


    「啓けい介すけくん、城跡ってどんなところなの？」


    　隣となりを歩く日ひ傘がさを差した友月がそう訊たずねてくる。その様子は普段と変わりなく、昨夜言葉の端に感じた危うさのようなものはなかった。


    「言葉のまま、戦国時代のお城が建っていた跡だよ。まあ山の上に石垣が残ってるだけなんだけどな。今は石せき碑ひとか小さな社やしろが建てられてるぐらいだ。だけど景色はいい場所だよ。あ……でもこれを自由課題にするつもりでいたけど、何を調べればいいんだろうな。都合よく資料館なんてものもないし……」


    「簡単なレポートでいいんじゃないかな。歴史の方は現地の案内板とか、図書館で調べるとか……。あと写真を撮っておけば何とかなると思うよ。私、デジカメ持ってきたから、使って」


    　そう言って友月はポシェットから手の平サイズのカメラを取り出してみせる。


    「あ、写真か！　忘れてたな……。助かった、友月」


    　僕は胸を撫なで下ろして礼を言う。すると友月は小さく舌を出して笑う。


    「実は、課題のために持ってきたんじゃないんだけどね。こういうピクニックみたいなことするの久しぶりだから、記念写真を撮りたくて」


    「そうだな。じゃあ向こうに着いたら友月の写真撮ってやるよ」


    　しかし友月はその提案を聞いて少し不満そうな表情を見せる。


    「……できれば、啓介くんも一緒に写ってほしいな。セルフタイマー付いてるし」


    「え？　まあ、いいけど」


    「ワンワン！」


    　すると友とも月づきの足元を歩き、傘かさの影で日光を避けていた由ゆ衣いが忘れるなとばかりに吠ほえた。


    「分かってるよ、由衣。お前も一緒だ」


    「ワン！」


    　満足そうに吠える由衣を見て、やはりアリッサが一緒に来れなかったのを残念に思う。確かアリッサはこの町から美み澄すみさんに手紙を出すと言っていたが、まだロクに観光もしていないのでネタもないはずだ。友月に関する誤解を解いて、アリッサが元気になったら、城跡に限らず色んなところへ連れていってやろう。


    　少なくとも夏祭りは絶対に見せてやりたいと、僕は考えていた。


    



    　城跡へ行くには奈な波なみ駅から丘を下るのではなく、逆に上っていかねばならない。踏み切りを渡り、駅の裏へと出て、ひたすら坂道を歩く。とは言ってもそう険しい道ではない。小学生の頃は何度も遠足で連れて来られた場所だ。


    　進めば進むほど辺りは段々畑が増えてきて、人家が少なくなる。さらに進むとアスファルトの道路は途と切ぎれて林の中へと続くあぜ道へと変わった。そこからが〝城跡〟だ。


    　入り口に立てられた看板には『ここより奈波城跡』と標しるされている。


    「ゆっくり歩いても昼までには上へ着くから、急がず行こう」


    　僕は皆に声を掛けて、坂道を登り始めた。一歩足を踏み入れた途端、空気が草木の匂においで満ちる。それを肺一杯に吸い込んで吐き出すと、自然と疲れが和やわらいだ。


    「何か急に涼しくなったね」


    　友月が日傘を畳たたんで呟つぶやく。背の高い針葉樹が作る緑の天てん蓋がいは直射日光を遮さえぎり、無数の木こ漏もれ日びを木の葉が堆たい積せきした地面に落としていた。


    　道は緩ゆるやかな九十九折つづらおりで、所々に木製の階段がある。日が高くなってきたせいか蝉せみの音はあまり聞こえず、代わりに甲かん高だかく鳴き交かわす鳥の声が響いていた。


    　坂道を話しながら歩くのは疲れるので、道中は黙々とした行進が続く。だが友月は退屈していないようだった。物珍しげに周囲を見回している。こういった場所にはあまり縁がなかったのかもしれない。


    　僕と同じく遠足で何度かここを訪れている由衣は、勝手を知った様子で僕の前を狼形態で先導している。歩幅が狭く疲れるだろうが、ここは地元の人もトレーニングや散歩などでよく訪れるので、人の姿に戻っていいとは言えなかった。


    「――すごい、駅があんな下に見える」


    　そして三十分ほど歩いて拓ひらけた場所へ出た時、友月が驚きの声を上げる。そこからは奈波の町並みがさらに高くから見下ろせた。この町唯一とでも言うべき名所であるため、案内板も用意されている。


    「あれ？　車が停まってるよ」


    　辺りを見回していた友とも月づきが不思議そうに広場の端に停まっている白いワゴン車を指差した。よく見れば中に誰か座っているようだ。


    「ああ、ここまでは別ルートで車道が通じてるんだ」


    　その広場には駐車場だけではなく簡易トイレまで用意されている。目的地はすぐそこだった。


    「……なんか、ズルされた気がするね」


    　友月が冗談めかしながらも、恨うらめしげに車を見る。


    「そう言うなって。ほら、もうそこに石垣が見えるだろ？」


    「あ、本当」


    　僕の指差す先に、苔こけむした高い石垣を見つけて友月の表情が輝く。今日の友月はいつも以上に喜き怒ど哀あい楽らくがはっきりしているように見えた。


    「じゃあ行くか。ここから道が急になるけど、あと少しだ」


    　励ますようにそう告げる。


    「あ、待って啓けい介すけくん。あそこの立て札、写真に撮っておかない？」


    　けれど友月に呼び止められて僕は足を止めた。


    「立て札？」


    「うん、ここの歴史とか書いてそうだし、写真に撮っておけばメモする必要もないから」


    　僕はそう言われて、ここへ来た目的の一つを思い出す。


    「……悪い。課題のために来たってこと忘れかけてた。そうだな、ちゃんと撮影しておこう」


    　子供の頃は興味もなく、まともに読んだことのない案内板へと近づく。そこにはこの場所にかつてあった城の成り立ちから滅びまでが簡潔に書かれていた。


    　それによると奈な波なみ城じようは戦国時代の初期にこの地方を治めていた領主が建てたものらしい。だが〝とある出来事〟で五十年も経たずに城は焼け落ちて一族も滅び、その後は近隣の守しゆ護ご大だい名みようの支配下に置かれたとのことだった。正直、奈波城の領主も、奈波を支配下に置いた大名も歴史上に名を残した人物ではない。日本史の教科書を隅々まで読んでも、まず名前を見かけることはないだろう。


    　だが、そんなマイナーな奈波城が一部で有名なのは、この〝とある出来事〟という部分が大きい。それはこの案内板を読むまでもなく知っている、この町の昔話だ。


    「鬼に……滅ぼされた？」


    　友月が訝いぶかしげな表情でその〝とある出来事〟を口にする。


    「ああ、そういう伝説だよ。突然現れた鬼が町の人々を次々と襲って、城まで焼き払ったんだってさ。それが昔どっかのテレビで取り上げられて、変な名所になったんだ」


    　これは全部、子供の頃母さんに聞かされた話だ。悪いことをすると鬼に食われるとよく脅おどかされた。放送されたテレビ番組は怪奇系の特集だったらしく、おどろおどろしい再現映像まであったという。まああまり良い伝説ではないので、町のイメージが下がると町の人達はあまり歓迎しなかったらしい。今け朝さ、忠ただ志しさんが「奈な波なみはろくな取り上げ方をされない」と言った理由はここにある。


    「ふうん……何だか変わった言い伝えがあるんだね」


    「まあ正体は山さん賊ぞくとか敵兵とかだとは思うけどな。ただオカルトめいた話だから、一部じゃ心霊スポット扱いされてるんだよ。おかげでたまに妙な観光客が来るらしい」


    　僕はそう説明して肩を竦すくめた。


    「ふふ、でもそんな話があるならレポートは書きやすそうだね」


    　友とも月づきが微ほほ笑えんで、案内板を写真に収めた。


    



    「――へえ、君達も奈波城を調べにきたんだ」


    



    　そこに突然、背後から男の声が響く。僕らが驚いて振り向くと、背の高い青年が立っていた。にこにこと人の良さそうな笑顔を浮かべてこちらを見下ろしている。


    　あれ？　この人……。


    　その声と顔にはどこか見覚えがある気がした。


    「おや、驚かせてしまったかい？　すまないね、今さっき降りてきたんだよ。そしたら面白そうな会話が聞こえてきたから、ついね」


    　面識があるかを訊たずねようか迷っていると青年は詫わびるように一礼した。けれどその後、僕の顔を見て驚いた表情になる。


    「ん？　君はもしかして駅で菜な津つの切符きつぷを拾ってくれた人じゃないかい？」


    　その質問で僕も思い出す。そうだ、奈波駅に着いた直後に車くるま椅い子すの女性が切符を落としたのを見つけて呼び止めたのだ。


    「は、はい。そうです。すごい偶然ですね」


    　僕は肯定して、周囲を見回す。どうやらあの車椅子の女性はいないようだった。


    「菜津を捜しているのかい？　菜津ならあそこに停まっている車の中で留守番しているよ。僕らはレンタカーを借りてきたんだけど、さすがにここからは連れて行けなかったからね」


    「あの車ですか」


    　ちらりと広場の端に駐車中の白い車を見る。そう言えば中に人がいたように思う。


    「ああ。だけど面会は許可できないかな。また君に色目を使われちゃ堪たまらないから」


    「そんなことしてませんよ！　えっと、それよりどうしてここに？　観光ですか？」


    「あれ、さっき言わなかったかな？　君たちも、奈波城を調べに来たんだ……ってさ。僕と菜津は大学で歴史民俗学を専攻していてね。前々からこの町の鬼伝説に興味があったんだよ」


    　この人は大学生だったのか……。


    「じゃあ本当に研究しに来たんですね。僕らは単に夏休みの宿題です」


    「そうか。だとしてもこんなところで同じ目的の人達に会えたのは嬉うれしいさ。それに僕も君たちも運がいい。まさか鬼伝説が再現されている時に居合わせるなんてね。ここの話が有名なだけで、鬼に滅ぼされた村や国の言い伝えは全国各地にあるんだけど、奈な波なみを選んでよかったよ」


    　青年はにこやかに告げるが、言葉に理解できない部分があり、僕は疑問を口にする。


    「鬼伝説が再現？　いったい何を言ってるんですか？」


    「おや、君たちは知らないのかい？　そうか……この案内板には詳しいことは書かれていなかったね」


    　どこか面白がるように青年は口元を歪ゆがめる。


    「この奈波で暴れた鬼は、どうやって人を殺していたと思う？　これはそれなりに有名な話なんだけどね」


    「そんなこと……分かりません」


    　記憶を辿たどるが、そこまで具体的な話を聞いたことはなかった。


    「なら教えよう――焼き殺していたんだよ。人々を燃やして、燃やして、燃やし尽くして、この城を滅ぼしたんだ」


    「焼き……殺す？」


    　頭の中を数日前に起こった焼死体事件が過よぎる。そういえば忠ただ志しさんも報道を見たときに〝鬼〟という言葉を呟つぶやいていた。


    「どうやら思い当たったみたいだね。そう、この町で連日焼死体が発見されているだろう？　あの事件、地方紙では鬼伝説と絡からめて記事が書かれていたりしてるのさ。まあ、真相はありふれた――と言うには奇き抜ばつであるが、ただの殺人事件なんだろう。でも鬼伝説に興味がある身としては、わくわくしないかい？」


    「わくわくって……さすがに不ふ謹きん慎しんですよ」


    　僕は眉まゆを顰ひそめるが、青年は肩を竦すくめた。


    「そうかい？　どこの誰とも知らない人間の死を悼いたむより、もしかしたら鬼がいるのかもしれないと胸躍らせる方が普通だと思うけどね。だからこそメディアも面白おかしく取り上げる」


    　その言葉はある意味真実だろうが、それをはっきりと言い切れる青年に自分とは相あい容いれないものを感じた。


    「そういう考え方は、あまり好きじゃありません」


    「君は心が広いんだね。それとも単に特別なものがないだけなのかな？　ああ、気を悪くしたらすまない。価値観なんて相対的なものだ。僕はね、菜な津つを愛しすぎているから、他の物を軽く見ているんだろう。許してくれ」


    　何な故ぜか、その言葉にひどい苛いら立だちが湧き上がる。


    「――あの、そろそろ、僕たちも上に行ってみようと思うんですが」


    　いい加減会話を打ち切ろうと告げる。これ以上話しているのはあまり愉快ではない。


    「ああ、では僕も車に戻るよ。菜な津つも寂しがっているだろうしね」


    　青年はあっさりと頷うなずき背を向けたが、数歩歩いて立ち止まった。


    「そうだ、自己紹介を忘れていた」


    　振り返ると青年は目を細めて告げる。


    「僕の名前は、八や朔さく則のり秋あき。もしもまた再会したら則秋と気さくに呼んでくれて構わないよ。僕はしばらく滞在してみるつもりだ。人を殺した鬼は、人に退治される――それを見届けようと思うからね」


    　こちらの名前までは聞かずにそのまま去っていく青年――八朔則秋。


    「八朔……？」


    　僕の横でずっと黙っていた友とも月づきが訝いぶかしげに呟つぶやく。


    「どうしたんだ？」


    「あ、ううん、何でもないよ」


    　少し慌あわてたように友月は首を振り、「それよりも、早く行こう」と僕を急かした。


    　気になったものの友月が先に歩き始めたので、僕は後に続く。


    　背後でエンジン音がして、車が走り去って行くのが分かった。
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    　変な人だったな……。


    　まさか焼死体事件が町の伝説と結びつけて考えられているとは思ってもみなかった。地方紙に記事が載っているなら、しばらくすれば全国のワイドショーでも取り上げられるかもしれない。そうなればまたこの町が変な意味で有名になってしまうなと憂ゆう鬱うつになる。


    　きっとあの人は喜びそうだけどさ……。


    　鬼が退治されるのを見届ける――それは犯人が捕まるまでこの町にいるということだろう。


    　自己紹介されたせいか、また何ど処こかで出会いそうな気がして頭を振る。正直、彼は好きになれないタイプの人間だった。


    　でも犯人か……。確かに、そいつはいるはずなんだよな。


    　二件目の事件が起きたときは《群れクラウド》の関与を疑ったが、ここまで大きな話題になる気配があるのを見ると、その可能性は薄くなる。あいつらは美み傘かさ市全域を制圧しながらも、痕こん跡せきをほとんど残さないで撤てつ退たいするほど事件隠いん蔽ぺいに重きを置いていた。こんな無駄に騒ぎを広めるとは思えない。


    　そう考えると急に背筋が冷たくなった。これが組織的な犯行でないなら、この町に普通の人間の振りをして紛まぎれ込んでいる〝鬼〟がいるということだ。


    　この数か月、命の危機など常にある戦いの中にあったせいで麻ま痺ひしていたが、その危険が日常の側に潜ひそんでいるのだと考えると恐怖を感じた。そしてこれが忠ただ志しさんや町の人達が抱いている不安なのだろう。


    　今更ながら、ここまでの道のりで子供の姿をほとんど見かけなかったのを思い出す。夏休みだというのに。茜あかねさんも日没まで帰るよう、念を押していた。


    「――僕ら、暢のん気きだったんだな」


    「え？」


    　さっきから何か考え込んでいた様子の友とも月づきが、きょとんとした表情で僕を振り返る。


    「……いや、何でもない。それより上へ着いたら、お昼にしよう」


    　けれど友月にまで不安を押し付けることはないと、僕は明るく告げる。冴さえない顔だった友月も釣られたように笑ってくれた。


    「うん、少し早いけど、私もお腹空すいてきた」


    　事件が続くようなら夏祭りの開催も危ういだろう。できればそんな事態にはならないで欲しいと願いながら、僕は足を動かしていた。


    



    　僕らは石垣に沿って上へと続く石段を登って行く。石垣は二層になっていて、大きな基盤の上に一回り小さな石垣が積み上げられていた。


    　一段一段の高低差が大きく急な石段は、形が歪いびつで足の置き場所を考えなければならない。足元を見ながら一歩ずつ気を付けて進む。


    「ワンワン！」


    　軽快に僕らを追い抜いていった由ゆ衣いはもう一番上に到着したようで、元気よく僕らを呼んだ。


    「あとちょっとか――」


    　そう呟つぶやいて由衣のいる場所を見上げた僕は、慌あわてて再び足元に視線を戻す。


    　見てはならないものを見てしまうところだった……。


    「そうだね。でも、この石段は結構疲れるよ」


    　僕の前を進んでいる友とも月づきは振り返らないまま僕の言葉に同意した。友月が僕の動どう揺ように気づいていないようで安心する。


    　そう、この石段はかなりの急角度なのだ。スカートを履はいた女子の後ろを歩くには正直適さない。下着までは見えなかったものの、スカートから覗のぞいた白い太ももは心拍数を上昇させるのに十分な代しろ物ものだった。


    　僕は多少の罪悪感を抱きながら足を早めると、友月の横に並んで告げる。


    「まあ疲れはするけど、苦労した甲か斐いはあるはずだよ。ほら――」


    　そう言って僕は最後の一歩を踏みしめる。石垣の上――本来城がある場所はだだっ広い草原になっていて、ちょうど中心に石せき碑ひと盛られた土の上に小さな社やしろが建っているだけだった。


    　けれどこの台地の周りには何も遮さえぎるものがなく、町も山も海も、はるか彼方かなたまで見渡せた。


    「わあ……さっきの場所よりずっと眺ながめがいいね」


    　吹き渡る風に髪を靡なびかせながら友月が笑う。デジカメを取り出してピコピコと撮影する。


    「ウォン！」


    　先に到着していた由衣が、石垣の縁にいくつか設置された木のベンチの前で僕らを呼んでいた。あそこでお昼にしようというのだろう。


    　僕と友月は視線を交かわして頷うなずくと、由衣の元へ歩いて行った。リュックをベンチに置くと体が軽くなる。


    　僕はリュックからお弁当と水筒を取り出すと、ベンチの真ん中に置いた。


    「よし、じゃあ皆で食べるか。由衣、今なら元に戻っていいぞ」


    　僕は石垣の端から広場を見下ろし、しばらく誰も来そうにないことを確認して告げる。


    　そして三人での食事が始まったのだった。


    



    　茜あかねさんのお弁当は美お味いしく、家で食べる料理とは別の意味で懐かしくて、通常の二倍サイズはある弁当箱もあっという間に空からとなった。僕と友月はベンチに座り、奈な波なみの遠景を眺めながら水筒のお茶を飲み、まったりとした時を過ごす。


    　やはり友月はよく喉のどが渇かわくらしく、多めに持ってきたお茶はもう残り少なかった。


    　由ゆ衣いは先ほど三人での記念撮影を終えた後、子狼姿で辺りを走り回っている。二日間、雨で外出できなかったので元気が有り余っているのだろう。


    　そろそろ……いいだろうか。


    　僕は横目で友とも月づきの様子を窺うかがいながら、できるだけ思いつきを装って口を開いた。


    「そうだ友月、何か悩みでもあるのか？」


    「え？　どうしたの急に？」


    　どうも唐突すぎたようで、友月はきょとんとする。


    「いや、さ……このところ様子がおかしいから」


    　その言葉の効果は劇的だった。すとん、と友月の顔から感情が抜け落ちる。


    「私――どこか、おかしい？」


    「な、何となくだよ、何となく」


    　あまりに過か剰じような反応だったので僕は具体例を挙げずに誤ご魔ま化かした。


    「そう……何となく、おかしいんだね。もしかしてアリッサさんが、たまに怖い目を向けてくるのも、そのせいなのかな？」


    「気付いてたのか……」


    「うん。夜、アリッサさんの看病していても、どこか余よ所そ余よ所そしく感じるとき、あったから」


    「それは……あいつ、色々と誤解してるみたいでさ。今日はそのわだかまりを解きたくて――」


    　だが僕の弁解を友月は首を横に振って遮さえぎる。


    「ダメだよ、啓けい介すけくん。アリッサさんを信じてあげて」


    「え？」


    　思いがけない言葉に戸惑う。


    「今ね私、啓介くんに変だって言われて本当に驚いたの。何でだと思う？」


    「それは……えっと、自分の無理がバレてるとは思わなかったから……とかか？」


    　友月は微苦笑を浮かべ、水筒を手に取ると残ったお茶を全部器に注いで、喉のどを潤うるおす。そして自じ嘲ちようめいた呟つぶやきで答えた。


    「――違うよ。私ね、自分がどこかおかしいなんて全く思ってなかったの」


    　全く……？


    　僕はさすがに驚く。


    　夜に僕の部屋の前でずっと立ち尽くしていたことや、実家に帰った時に見せた大きな感情の起伏、僕を押さえつけるようにして喉が渇かわいたと訴えてきたこと。思い返せばそれ以外にも小さな違和感は多く積み重なっている。


    　覚えていないのか、それとも異常を異常と感じていないのか……。どちらにしてもこれでは根本から話が噛かみ合わない。


    「やっぱり私、たくさんおかしなところ、あるんだね」


    　僕の表情を見て、友とも月づきは重い息を吐く。


    「啓けい介すけくん――私、帰るよ」


    「あ、そ、そうだな。ここ、風はあるけど太陽がきついしな。そろそろ戻るか」


    「ううん、そういう意味じゃない。戻るんじゃなくて、帰るの。美み傘かさ市に」


    「な!?　帰るって……突然何を――」


    　思いもがけない言葉に僕は友月に詰め寄る。


    「元々ね、ずっといるつもりはなかったの。それが、ちょっと早まっただけ」


    「だけど何でいきなり……変なこと言ったから怒ったのか？」


    「そんな訳ないよ。私は啓介くんともっと一緒に夏休みを過ごしたいって思ってる」


    「なら、どうして……？」


    「だって、私が私でなきゃ、ここにいる意味なんてないもの」


    　友月は顔を俯うつむけて、僕には理解できないことを告げる。


    「友月……もっと分かりやすく言ってくれ。全然分からない。第一帰るのだとしても、急過ぎる。せめて夏祭りぐらい……花火を見たいって言ってただろ？」


    「花火……」


    　友月は今思い出したかのように呟つぶやいた。


    「そうだ。どうしても帰るって言うなら止められないけど、夏祭りはもう次の日曜なんだからさ」


    「日曜なら……まだ、大丈夫かもしれない。けど――」


    「なら、いいじゃないか。何が問題なのか言ってくれれば力になる。僕にできることならなんでもするから」


    　迷っている様子の友月を見て、僕は畳たたみ掛ける。友月をこのまま返してはいけない気がしていた。それに夏祭りには今日のように誰か一人欠けるのではなく、皆で行きたい気持ちがある。


    「やっぱり啓介くんは、そう言ってくれるんだ……私、ずるいな。ここに咲さきさんがいたら、怒られそう」


    「へ？　どうして咲ねえがでてくるんだよ？」


    「それが分からないから、啓介くんは最初に怒られたんだよ？　だけど、気にしないで。私は、今のままの啓介くんでいいと思うから」


    「そ、そうなのか」


    　アリッサと同じようなことを言うんだなと思いながら頷うなずく。


    「うん。だから一つだけ、啓介くんに甘えて我わが儘まま言うね。でも、たぶん無理をさせることになるけど……」


    「何でもするって言ったんだ。撤てつ回かいしたりはしないよ」


    　友月は「ありがとう」と小さく礼を言うと、震える声でその願いを告げた。


    「――この町にいる間、私を未み由ゆって呼んで欲しい。前に特別な時だけでいいって言ったのに、ずるいと思うけど……」


    　すがるような、どこか必死な表情で友とも月づきは僕の目をじっと見つめる。


    「もしかして、人前でもか？」


    　思っていたよりは難しいお願いではなかったが、正直恥ずかしい。


    「ダメ……かな？　そう呼んでくれたら、私はもう少しの間、私でいられると思うから。啓けい介すけくんやアリッサさんにおかしいと思われること、しないようにして見せるから」


    　だが友月の眼まな差ざしは、これが僕のちっぽけな照れで拒んではいけない願いであることを語っていた。


    「――分かった。元々、照れ臭いからって状況で呼び名を変えてたのは僕だしな。苗みよう字じに抵抗あること、知ってたのにさ。だからいい機会だし、慣れることにするよ」


    「啓介くん、ありがと」


    　僕は頷うなずき、恥ずかしさを無理やり押し込めて告げる。


    「ああ。じゃあ夏祭り一緒に行こうな――未由」


    　その言葉に友月――いや、未由はぎこちなく頷いてくれたのだった。


    



    「――なにそれ」


    　それは本日、僕が城跡であったことを包み隠さず話した後、アリッサが発した第一声だった。


    　場所は二階のアリッサたちの部屋。アリッサは既に普通の夕飯を食べられるぐらいに回復していたが、まだお風ふ呂ろは負担が大きいからと一人で部屋に残っていた。


    「なにそれって言われても……。ともかく言った通りだ。未由は自分の異常に自覚がない。だけど異常であることに、すごく怯おびえてる。何となく様子がおかしいと教えただけで、美み傘かさ市へ帰るなんて極端な行動に出るんだ。それ以上下へ手たなことは訊けなかったよ」


    「そのことじゃないわよ。自覚がないっていうのはあたしも納得したわ。そうじゃないと説明のつかないことが多いもの。あたしの言いたいのは名前のことよ。何でそういう流れになるのか、理解不能なの！」


    　アリッサは頬ほおを膨ふくらませて詰め寄ってくる。


    「第一、食事中のあれは何よ？　お醤しよう油ゆとって、ケイスケくん――わかったよ、ミユ。ドレッシングとって、ケイスケくん――わかったよ、ミユ……品を変えてはその繰り返し！　皆、呆あきれてたわよ」


    「それは未由が、名前を呼んで欲しそうにしてたから……」


    　一言にいちいち名前をつけて呼ばれては、僕も同じように返さざるを得ない。


    「だからって何度も強調しなくてもいいじゃない！　っていうかあたしの前でもミユって呼ぶ必要はないでしょ！」


    「な、何でそこに腹を立てるんだよ？　アリッサのことだって名前で呼んでるだろ。よく分からないけど未み由ゆにとっては大事なことみたいなんだ。普段から慣れておかないと」


    「そうだけど……何かズルい」


    「またそれか。今度はどうしろっていうんだ？　まるでそれじゃ――」


    　やきもちを焼いてるみたいだぞ？


    　何な故ぜかその言葉は続かなかった。僕の中にある何かが歯止めを掛けた。


    「何よ？」


    「いや……それより話の焦点がズレすぎだ。ともかく未由のことはしばらく見守った方がいい。アリッサも迂う闊かつなことは訊かないでくれよ」


    　するとアリッサは膨ふくれっ面つらを引っ込めて真ま面じ目めな顔で頷うなずく。


    「わかってるわよ。ミユが自分の行動に無自覚なら、本人に訊いても意味ないしね。様子を見るしかないわ。町で起きてる事件との関連があるかどうかは、そのうち分かるでしょ」


    「焼死体か……できるならそっちは早く普通に犯人が捕まって欲しいけどな。まさか本当に鬼がいるわけでもあるまいし」


    「オニ？」


    　アリッサが眉まゆを寄せて呟つぶやく。


    「ああ、この町の言い伝えだよ……」


    　僕は八や朔さく則のり秋あきから聞かされた話をそのままアリッサに伝える。


    「へえ、興味深いわね。一人で城を滅ぼすなんて、キメラ並みの化け物だったのかも」


    「おいおい……」


    　僕は真に受けるなと諌いさめようとしたが、キメラという具体的なイメージに言葉を飲み込む。キメラは《高次存在ヴイナー》の混血同士を幾多も掛け合わせて造られた正しよう真しん正しよう銘めいの怪物だった。最後は腕が四本、体たい躯くは三メートル以上ある竜人とでも呼ぶべき姿となり、僕らを追い詰めた。あんな奴がいるとなれば、鬼なんてものがいてもおかしくない気になってくる。


    　僕は躊躇ためらいながら訊たずねる。


    「アリッサは、鬼がいると思うのか？」


    「《高次存在ヴイナー》の血を濃く受け継いでいた人間なら、昔話にある程度のことはできてもおかしくないわ。ただ、そんな強力な混血が《壁》ができて数百年後の時代に生き残っているのは不自然だけど。まあキメラみたいなのもいたから、否定はできない感じかしら」


    「ん？　何で強力な混血がいるのが不自然なんだよ？」


    「ああ……これは伯お母ば様に教えてもらったことなんだけどね。《形成界イエソド》との壁が出来て以降は、《高次存在ヴイナー》に近い形質の混血ほど短命なのよ。それは生まれながらにして持っている超人的な肉体の維持に、親、もしくは先祖である《高次存在ヴイナー》の力が必要だから。でも《壁》があってそれはできない。ゆえに今の時代には強大な力を持った混血者、《半高次存在ハーフヴイナー》は滅びてしまっているのよ」


    「そうなのか……。あれ？　でもよく考えたらアリッサも《半高次存在ハーフヴイナー》ってやつなんじゃないのか？」


    　僕が疑問を口に出すと、アリッサは不機嫌そうな顔になる。父親のことを思い出したのだろう。


    「まあ、確かに私の中には《求めし愚者ホリイ＝ライト》の血が流れているけど、肉体的にはいたって普通の人間よ。お母様の血が濃く遺伝したのかしらね。もしくは《天使王ミトロン》の魂が内にあったせいで、《半高次存在ハーフヴイナー》としての力は打ち消されているのかもしれないわ。まあ、仮に混血の形質が濃かったとしても、あたしの場合は長生きできるでしょうけどね」


    「何でだ？　短命になるんじゃないのか？」


    「話聞いてなかったのケースケ？　力さえ補給できれば、混血は超人なの。《壁》で阻はばまれてほとんどの《高次存在ヴイナー》とは《道パス》を繋つなぐことはできなくなったけど、お爺じい様さまが《壁》を創るために力を借りた三柱の《高次存在ヴイナー》とは今でもまだコンタクトが取れるのよ。だからそのうちの一柱である《求めし愚者ホリイ＝ライト》の血族は例外になるの」


    「あ……そうか」


    　つまり《流ながれし星ほし竜りゆう》や《嘆なげきし魔ま王おう》の血族がいたとしても同じということだ。


    「けど――よく考えたらあたしの中にある《天使王ミトロン》の魂は《求めし愚者ホリイ＝ライト》の血以上に規格外な代しろ物ものよね。自覚がないだけで、実際どういう影響を受けているか分からない。もしかしたらあたし、キメラなんかよりよっぽどすごい化け物なのかも」


    　アリッサは胸に手を当てて苦笑する。口調には自じ嘲ちようと不安が混じっているように聞こえて、僕は口を挟はさむ。


    「あのな、それを言うなら僕も化け物だろうが。アリッサと山の形が変わるほどの大おお喧げん嘩かをしたこと、覚えてるだろ？」


    　僕は《魔狼フエンリル》に飲まれ、《天使王ミトロン》と戦った時のことを冗談めかす。


    「あれは、ケンカなんて可か愛わいいものじゃなかったわよ……。だけど、そう考えたら仮にオニなんてものがいても、あたしたちの敵じゃないかもね」


    　アリッサも僕の軽口に乗って、強気な笑みを浮かべて見せたのだった。


    　七割ほどの素顔を晒さらした月の下――奈な波なみの町並みを見下ろせる駅前の坂道を、ひょろりとした線の細い男性が車くるま椅い子すを押しながら歩いていた。車椅子に乗っているのは白いワンピースを着た黒髪の女性。彼女は眠っているのか、目を閉じたまま動かない。


    　男性はそんな女性を気き遣づかうように、ゆっくりと車椅子を動かす。


    　きぃきぃと車椅子の軋きしむ音が、静かな夜道に反響する。


    「雲がない……眩まぶしい夜空だね、菜な津つ」


    　男性が静かに女性へ呼びかけた。眠る女性は反応を見せなかったが、男性はそれで構わないようで小さく微ほほ笑えむ。


    「菜津は月明かりの下が一番映はえる。白い肌も、この黒い髪も、まるで宝石のようだよ」


    　車椅子を押す手を止めると、男性は後ろから女性の髪を優しく撫なでた。


    「だけど素晴らしい月夜なのに、静かなものだ。こんなにも月が呼んでいるというのに、鬼は出てこない。面白くないね、すごく――面白くない」


    　わずかに苛いら立だちを込めた口調で呟つぶやくと、空を見上げる男性。


    「鬼は賢さかしくてはならない。強く、残ざん虐ぎやくで、愚かでなければならない。そうでなければ鬼ではない。そして最後は――」


    　そこで言葉を切ると男性は目を細めて、月を射るように見つめた。


    「――人に退治されなければならない。それが鬼の役割だ」


    　その言葉は天へ鋭く放たれた。


    　男性はそのまましばらく月を見上げていたが、ふっと表情を緩ゆるめると前に向き直る。


    「さあ、そろそろ戻ろう菜津。いずれにせよ満月は近い。鬼が人間の振りをしていられるのも、あとわずかだろう」


    　男性は再び車椅子を押しながら坂を下り始める。


    　きぃきぃ、きぃきぃという音が長く、長く、夜の奈波に響いていた。
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    第三章　夜天の花、火炎の鬼


    



    
      １

    


    



    【八月五日（金）】


    



    　朝食時、テレビからはもう恒例となった焼死体事件の続報が流れていた。だが昨夜も新たな被害者が出なかったためか、放送時間は昨日よりも短い。その中で取り上げられていたのは、被害者たちの死因。まだ身元は特定されていないが、検死により全員が出血多量で亡くなっていたことが判明したそうだ。警察はこれにより事件を殺人と断定。遺体を燃やしたのは証拠隠滅のためだと思われるという見解を発表していた。


    「啓けいちゃん、余よ所そ見みをしながら食べるな。行ぎよう儀ぎ悪い。ご飯はん粒つぶが付いてるぞ」


    　ちょうど対面に座っていた咲さきねえがテレビに見入っていた僕を注意する。


    「え、どこ？」


    「――そっちじゃない、反対だ。いいから動くな」


    　咲ねえは業ごうを煮やして身を乗り出すと、僕の頬ほおから米粒を指で摘つまみ取ってくれた。


    「ありがと、咲ねえ」


    　僕が礼を言う。すると今度は僕の右隣に座る未み由ゆが僕の空いたコップを指差した。


    「啓けい介すけくん。お茶いる？」


    「あ、頼む」


    　頷うなずくと未由は冷水ポットから麦茶を注いでくれる。


    「ありがと、未由」


    「うん」


    　未由は笑顔で頷く。だが同時に左隣から猛烈なプレッシャーを感じた。恐る恐るそちらを見ると、アリッサがじぃっとこちらを見つめている。


    「な、何だよ？」


    「ケースケ、あたしは何かやることないの？」


    「別に……」


    　そう答えるとアリッサは不満そうに頬ほおを膨ふくらませる。


    「じゃあ、あたしはコレでいい！」


    「うわっ!?　おい、ウインナー取るなよ！　返せ！　って食うな！」


    「ほう、ほそいほーん（もう遅いもーん）」


    　もぐもぐとウインナーをこれ見よがしに咀そ嚼しやくしながら、アリッサが答える。


    「あらあら、啓くん災難ねぇ」


    「はははははっ！　俺のはやらないからな」


    　茜あかねさんと忠ただ志しさんがそれを見て笑う。


    　そんな風にして賑にぎやかに始まった金曜日は、何事もなく平和に過ぎる。


    　未み由ゆがおかしな行動を取ることもなく、巷ちまたでも事件は起こらない。アリッサはすっかり元気になったので、思い出話をしながら適当に町をぶらついたりした。


    　最初の二日間が嘘うそのように、日々が心ここ地ちよく回りだしていた。けれど城跡で未由が言ったことを考えると、実は無理をしているのかもしれない。


    　しかし、そのもしかしたらあるかもしれない綻ほころびを僕は見つけることができなかった。


    



    【八月六日（土）】


    



    「ケースケは、夕方まで帰ってきちゃダメだからね！」


    　夏祭りを翌日に控えた土曜日。昼食後、僕は玄関から放り出されてしまった。夏季講習が休みの咲さきねえも含めて、明日来て行く浴衣ゆかたを選ぶらしい。


    「――で、何で俺までここにいるんだ？」


    　僕と同じく玄関前に立ち尽くしている甚じん平べい姿すがたの忠志さんが呟つぶやく。


    「茜さんが居間で大々的に浴衣の試着会を始めたからでしょう」


    　僕の言葉に忠志さんは溜ため息いきを吐ついて懐ふところから煙草たばこを取り出し、ライターで火を点つける。


    「ったく、せっかくの休日だってのに。まあこうなったら仕方ない。適当にぶらつくから、付き合え啓けい介すけ」


    「あ、はい」


    　特に僕もやることがなかったので、煙草をふかしながら歩き始めた忠志さんに付いていく。


    　長雨が去ってからはますます暑さを増す町は、祭りが明日に迫っているせいか活気に満ちていた。道筋には提ちよう灯ちんの列が設置され始めており、神社近くでは屋台の設営が進んでいた。


    　焼死体の件で一時は開催を危ぶまれていたが、町の人達の強い要望と、新たな被害者が現れていないことを踏まえ、警備を強化する条件で許可が下りたらしい。


    「なあ、啓介」


    　歩き始めてからしばらく煙草を吸うだけで言葉を発しなかった忠志さんが、ふいに僕の名前を呼んだ。


    「何ですか？」


    　そう訊たずねた僕に、忠志さんはいつかされると思っていた質問をぶつけてきた。


    「――お前、もう二年だろ。進路は考えてるのか？」


    「…………」


    　予期はしていた。けれどそれでもすぐには答えられなかった。その沈黙をどう受け取ったのかは分からないが、忠志さんはいきなりバンと僕の背中を叩く。


    「そう深刻に捉えるな。俺は別に啓けい介すけが進学しようが、就職しようが文句を言うつもりはない。ただ、いらない気は使うな。洋よう介すけさんと麻ま衣い姉さんはお前が大学に行けるぐらいのものは遺のこしてくれている」


    　親おや父じとお袋ふくろの保険金……それがあるからと、忠ただ志しさんは高校進学の時も好きな道を選ばせてくれた。けれど今の僕には、その言葉が二年前と同じには聞こえなかった。


    「それ――嘘うそですよね？」


    「何？」


    「忠志さんは親父たちの保険金に……一切手を付けてないし、これからも使うつもりはないんじゃないですか？」


    「――知ってたのか」


    　驚きを浮かべた顔を見て、僕は笑う。


    「いえ、カマをかけてみただけです」


    　すると今度は強めに背中がはたかれる。


    「……小こ癪しやくな真ま似ねをするな。これじゃお前が大人になったときに引き出し記録のない通帳を見て、俺たちへ感謝感激雨あられ!!　って計画が台無しだ」


    「今でも、同じぐらい感謝してます」


    　不機嫌そうにぼやく忠志さんに僕は頭を下げた。心の持ちようで人の見え方はいくらでも変わるのだなと感じる。中学のときは、正直保険金や財産を使い込んでいるんじゃないかとまで疑っていたのだ。


    「だが分かったからと言って、遠えん慮りよするんじゃないだろうな？」


    「――しませんよ。いつかそっくり返すつもりですから、気は使いません」


    「はははっ、いつの間にか生意気な事言うようになったじゃないか。それで最初の質問の答えはどうなんだ？」


    　僕は少し考えてから、今の思いを正直に告げることにする。


    「進学か、就職かはまだ……決めてません。この町を出て行ったときは、早く誰の手も借りずに生きられるようになりたかったから、大学へ行くつもりはなかったです。けど、もう一度奈な波なみに帰ってきて――それ以前にも向こうで色々あって……急いで一人前にならなくてもいいような気もしてきました」


    　正直、アリッサに出会ってからは将来のことなんて考える余よ裕ゆうはなかったけれど、心持ちは大きく変わっていた。


    「そうか、まあゆっくり考えろ。決めたときは話せ」


    　忠志さんは軽い口調でそう告げた。


    「はい」


    　やりたいことが見つかれば、大学に行くのも悪くないと思う。今はまだ夢なんてないけれど、このまま日常が続いていけば、その先で僕はそれを見み出いだすかもしれない。


    　だが僕は日常がとても脆もろいものであることも知っていた。


    　忠ただ志しさんが当然のように考えているだろう未来を、僕はどこかで信じていない。


    　それは楽しくなり始めたかに思える夏休みの日々についても同じ。


    　こんな〝当たり前〟が壊れ物のように思えてしまうほど、僕は世界の磐ばん石じやくさが虚構であることを何度も思い知らされてきたのだ。


    



    　その夜、僕は明日が楽しみなだけに、その分どこか不安で、モヤモヤした気持ちを抱いていた。それをごまかすように夕食後は一人で課題に取り掛かり、咲さきねえが風ふ呂ろに入れと言いに来るまで没ぼつ頭とう。時計を見れば十一時過ぎで、最後に浴よく槽そうの栓せんを抜いておいてくれと頼まれた。


    　風呂に入っている間はずっと明日以降のことを考える。未み由ゆは夏祭りが終わったら本当に帰ってしまうのだろうか……。


    　思し索さくに耽ふけりながら入浴したせいか、ずいぶん長風呂をしてしまう。時間は深夜零れい時じ近かった。湿った頭をタオルで拭ふきながら居間を通り抜けると、忠志さんや茜あかねさんの姿はない。もう寝てしまったのだろう。誰もいないなら電気を消しておこうとしたところで、頬ほおに風を感じた。見ると居間の窓が少し開いていて、縁側に誰かの後ろ姿が見えた。


    　僕は窓から顔を出して縁側に腰掛けている人物を確かめる。


    「未由？」


    　パジャマ姿で空をぼんやり眺ながめていたのは未由だった。僕の声にこちらを向き、小さく笑う。


    「――啓けい介すけくん、今上がったの？」


    「ああ。未由は何してるんだ？」


    「ん、ちょっと暑くて寝苦しいから、水を飲みに起きてきたの。ついでに少し涼もうと思って」


    「確かに今日は蒸し暑いかもな。でもあんまり夜風に当たると風か邪ぜ引くぞ」


    「わかってるよ。もうしばらくしたら部屋に戻る」


    　そういうことなら、僕も湯上がりの体を冷まそうと未由の隣となりに腰を下ろす。少し話もしたかった。


    「……実はさ、今日忠志さんに進路のことを聞かれたんだ」


    　何となく僕は思い出したことを話題に挙げる。


    「へえ……よく考えたら私たち二年だし、二学期になったら進路希望とか書かなきゃいけないよね。啓介くんは、どうするつもりなの？」


    「まだやりたい事は分からないから、決めてないって答えるしかなかったよ。未由は何か考えてるのか？」


    　その問いに未由は表情を曇らせた。


    「私も――分からないかな。でも私の場合は啓けい介すけくんみたいに、迷わなくていいと思う」


    「どうしてだ？」


    「たぶんどうなっても、私の前には一本しか道がないから。私ができる選択は、その道を駆け足で進むか、ゆっくりと歩くかぐらいだけ」


    「そうか……未み由ゆには家の問題があったよな。でも前の事件で未由に辛つらく当たってた人達は亡くなって、婚約の話も立ち消えたんだろ？　それなのにまだ将来を選べないほど、自由がないのか？」


    「自由なら、あるよ。こうして啓介くんの里帰りに同行するなんて無茶、してるでしょ？」


    「それはそうだけど……ならさっき言ってたことと矛む盾じゆんしないか？」


    「ふふ、そうだね。でも今の私と、未来の私はたぶん――違うから」


    「うーん、よく分からないんだけど……」


    　僕が腕を組んで悩むのを見て、未由は口元に手を当てて笑う。


    「ごめん、私もよく分からないで言ってるの。私がこの先どうなるかなんて、本当に想像もできない。だから全部、適当」


    　未由はそう告げると立ち上がった。


    「じゃあ少し冷えてきたから、部屋に戻るね」


    「あ、ちょっと待ってくれ。未由はやっぱり夏祭りが終わったら帰るつもりなのか？」


    「……うん。月曜の朝に帰ろうと思ってる」


    「そっか――残念だけどその分、夏祭り楽しもうな」


    　その言葉に未由は頷うなずき、部屋へ入る前に夜空を仰いだ。


    「月が――丸いね」


    　僕も視線を天に向ける。兎うさぎが餅もちを搗つく様子もはっきり見える、眩くらく大きな月がそこにはあった。


    「そうだな。もう満月じゃないか？」


    「違うよ。満月はまだ明後日」


    「確かに、ちょっと欠けてるか……」


    「うん、欠けてるよ。まだ――欠けてるの」


    　未由は僕ではなく自分自身へ言い聞かせるように呟つぶやくと、縁側から部屋に戻り、二階へ上がっていった。遠くなっていく足音を聞きながら、僕は火ほ照てりの残る体を風に晒さらす。


    　明日この夜空に咲く、火の花を思い浮かべながら――。
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    【八月七日（日）】


    



    　神社の例大祭に合わせて町全体で行われる夏祭りの当日は、雲一つない快晴となった。


    　朝から町の空気はどこか浮ついており、皆ずっとそわそわ落ち着かない。祭りは正午から始まるが、港で花火が打ち上げられる夜八時が一番の出しものということもあり、僕らは夕方から出かける予定だった。


    「――で、今日もまたこうなるわけだ」


    　午後四時半。遠くから祭り囃ばや子しがかすかに響き、祭りへ向かう人々が往来を行き交かい始めた頃、忠ただ志しさんは煙草たばこの煙をふぅっと吐いて僕に愚ぐ痴ちる。忠志さんの足元には多くの吸すい殻がら。


    　僕らはもうかれこれ三十分ほど玄関の外で待機させられていた。


    「居間で皆が着替えてるから仕方ないでしょう。アリッサは着方も分からないだろうから、手間取っているのかもしれないです」


    　僕もかなり待ち疲れていたが、そう言って忠志さんを宥なだめる。


    「にしても、遅すぎる。昨日あんだけ時間取ったんだから、今日は手早くやれってんだ」


    「はは……。あ、やっと来たみたいですよ」


    　僕は玄関扉の向こうにいくつもの色と声が溢あふれるのを見て、忠志さんに告げた。ガラガラガラと扉が開かれ、カランコロンと下げ駄たの音が鳴った。


    「ケースケ！　これ、どう？」


    　真っ先に飛び出してきたアリッサがくるんと一回転し、薄い水色の浴衣ゆかたを披ひ露ろうする。


    「――何となくアリッサの浴衣姿って想像できなかったけど、結構いいんじゃないか？」


    　心からそう思ったので、自然と賛辞が口から出た。


    「ホント？　この服、あたしも気に入ったわ。ちょっとスースーするけどね」


    「すーすー？」


    　いつものスカートに比べればそんなことはないだろうと疑問に思う。


    「え……まさかアリッサさん、穿はいてないの？」


    　慌あわてた様子で紺地に白と桃色の花が刺し繍しゆうされた浴衣を着た未み由ゆが現れ、アリッサの下腹部に目をやった。


    「あれ？　昨日、アカネが着物を着るときは、下着を付けないものって言ってなかったかしら……」


    「あ、アリッサさん……何て言うかあれは知識として教えてくれただけで――」


    「そうなの？　ま、別にこれでいいわよ」


    　そこで未由は僕の視線に気付いたようで、苦笑いを浮かべた。


    「えっと、できれば気にしないで啓けい介すけくん」


    「あ、ああ……」


    　話の内容を理解してしまった僕は頷うなずくが、つい未由の浴衣姿もまじまじと眺ながめてしまう。


    「わ、私は穿はいてるからね！」


    　自分の体を隠すようにして、未み由ゆは叫ぶ。


    「いや、そういう意味じゃないって！　その、未由も似合ってるから」


    　急いで取り繕つくろうが、未由は疑わしそうに「……ありがとう」と呟つぶやいた。


    「――啓けいちゃんも、いつの間にか男になってたか。嬉うれしいような、悲しいような……」


    　そこにしみじみと呟きながら咲さきねえが現れる。薄うす桃もも色の浴衣ゆかたは昔見たことのあるものだった。


    「咲ねえ、変なこと言わないでくれよ。それよりその浴衣――」


    「ああ、懐かしいだろう。私が中学生の時に買ったものだが、まだ着れてよかったよ。少し……胸が苦しいけどな」


    　そういえば、この浴衣を着た咲ねえと一緒に、由ゆ衣いも連れて祭りに出かけた年があった。


    「ワン！」


    　僕と同じことを思ったのか、玄関から茜あかねさんと一緒に出てきた由衣が吠ほえる。


    「あ、そうだケースケ。向こうに着いたら一度はサキたちと別行動しなさいよ？」


    　由衣を見ていた僕にアリッサが顔を寄せて耳打ちしてきた。


    「何でだ？」


    「いいから、約束！」


    「……わかった」


    　思いのほか真ま面じ目めな顔のアリッサを見て、素直に頷うなずく。するとアリッサは満足そうに笑ったのだった。


    



    　人々の流れに加わり、僕らは縁えん日にちが開かれている神社へと向かう。提ちよう灯ちんの吊るされた道を進むほどに人は増え、騒がしさも倍化していった。子供から老人まで、男女の区別なく祭りの空気に当てられ、誰しもが笑顔を浮かべている。


    「これがお祭りかぁ……」


    　アリッサは神社に着く前から興奮した様子で目を輝かせていた。あまりに人が多いのでアリッサに抱き上げられている由衣も、尻尾しつぽをパタパタと激しく振って高揚を表わしている。


    　神社の鳥居前まで来たときに、忠ただ志しさんたちは知り合いを見つけたようで「俺たちはしばらくここにいるが、もしはぐれたら十時までに家へ帰って来い」と言って僕らを先に行かせた。


    　咲ねえを先頭に鳥居を潜くぐると、早さつ速そくアリッサが歓声を上げる。


    「わあ、お店がいっぱい！　どれを選んだらいいのかしら！」


    　アリッサは茜さんたちと別れる直前に貰った小こ遣づかい二千円を握り締めてきょろきょろと屋台を見回していた。


    「アリッサさんは日本の祭りが初めてのようだから、とりあえず王道を押さえていこうか」


    　面倒見のいい咲さきねえは先頭に立つと、僕らを定番の屋台へと連れて行く。


    「何これ!?　ふわふわで甘い！」


    「それは綿わた菓が子しだよ。私も食べるのはすごく久しぶり……」


    　真っ白な綿菓子に驚いているアリッサへ未み由ゆが説明する。


    　それからリンゴ飴あめ、フランクフルト、焼きそばと食べ物関係をアリッサが満足するまで回り、気が付くと空は夕焼けの色に染まっていた。


    「あー、お腹いっぱい！」


    　アリッサは浴衣ゆかたの帯止めを苦しそうに撫なでる。僕らは人の流れから少し外れたところに設置されたベンチで一休みしていた。咲ねえは幸せそうなアリッサに苦笑しながら、ふと気づいたように携帯を取り出した。


    「――啓けいちゃん、悪いが私の友人から呼び出しだ。どこかで見つかっていたみたいだな。少しだけ挨あい拶さつしてくる」


    　咲ねえはそう言ってベンチから立ち上がる。


    「分かった。じゃあしばらくはこの辺りの屋台をウロウロしとくよ」


    　近くの店並びを見れば射しや的てきや輪投げ、水風船釣りなどアリッサが好きそうなものが揃そろっていた。


    「ああ。長くても三十分ぐらいで戻る。今日はこっちが先約だし、啓ちゃんと祭りに来るのは三年――いや、四年ぶりだからな」


    　咲ねえは遠い目をして呟つぶやくと、人波の向こうへ見えなくなった。僕はそれを確認してアリッサに視線を移した。


    「なんか自然に咲ねえと別行動になったけど、家を出るときに言ってたのはどういう意味なんだ？」


    「あ、忘れてた!!」


    　アリッサはハッとしたように食後の倦けん怠たい感を吹き払い、ベンチから飛び降りる。そして僕の横で丸くなっていた由ゆ衣いを抱き上げた。


    「ケースケ、あたしたちすぐ戻ってくるから、ここで待ってて！」


    「え？」


    「ホントにすぐだから！　動いちゃダメよ？」


    　そう言い置くと、アリッサは下げ駄たの音を鳴らして走って行ってしまった。ベンチには僕と未由がポツンと取り残される。


    「どうしたんだろ、アリッサさん」


    「さあ……」


    　いきなり未由と二人きりになってしまい対応に困るが、何を話そうか迷っているうちに再びカランコロンという音が聞こえてきた。しかしそれは一人分ではなく二人分の足音。現れたのはアリッサだったが、その手はお面を被かぶった幼い少女と繋つながれていた。


    「じゃーん、この子は誰でしょう？」


    　そう言ってアリッサは、その少女を僕らに示す。少女はお面で表情は分からなかったが、もじもじとした様子で僕を見ていた。


    「誰って……」


    　髪型はポニーテール。顔はキツネのお面で隠し、頭からはこれまた作り物のような獣けもの耳みみがぴょこんと飛び出している。これだけで誰か判別するのは容た易やすい。それに加えて少女が身につけている白地に水色の花はな柄がらをあしらった浴衣ゆかたは、咲さきねえのもの以上に懐かしいものだった。


    「由ゆ衣い――だよな？」


    「当たりだよ、お兄ちゃん」


    　お面の少女は頷うなずいてお面をずらす。そこには照れ臭そうな妹の顔があった。


    「やっぱりそうか。でもその格好は……」


    「えっとね、前にアリッサお姉ちゃんから教えてもらったの。あたしの体は魔術で出来ていて、今の姿はあたしの意識を元に実体化してる。だから、服はイメージ次第で変えられるはずだって」


    「じゃあその浴衣は、本物じゃないのか？」


    「うん。ほらあたし、お家に帰ったときに捜しものがあるって言ったでしょ？　あの時、昔の服を頑張って覚えていたの。浴衣もその時見つけたんだ」


    　由衣は悪戯いたずらの成功を喜ぶように、得意げな様子で笑った。その頭にアリッサはポンと手を置くと、僕に補足の説明をする。


    「あたし昨日、色んな浴衣を見せてもらいながら祭りがどんなものかを聞いたのよ。それでお祭りならお面をつけることもおかしくないから、ユイも一緒に遊べるんじゃないかなって思ったの。お面じゃ耳は隠れないけど、あたしもコレをつければ問題ないでしょ？」


    　アリッサは後ろ手に隠していた猫耳付きヘアバンドを取り出すと自分の頭に装着した。二人並ぶとまるで獣人姉妹で、確かに由衣の獣耳が目立たない。


    「そんなもの、どこで買ったんだ？」


    「え？　そこのお面屋さんで一緒に売ってたわよ」


    　そういうものまで置いてあるのかと呆あきれて、溜ため息いきを吐つく。


    「正直お面を着けていても、こんな人の多い場所に姿を見せるのはどうかと思うけど……仕方ない。まあ、咲ねえが戻ってくるまでならいいだろ」


    　和服だと隠しようのない首輪とか、問題はかなりある気もしたが、無言で期待を込めて僕を見つめる由衣の瞳に負けてしまう。


    「やった！」


    　由衣が喜びの声を上げ、アリッサと手を叩いた。


    「じゃあ、ケースケもミユも早く行くわよ！　時間はあんまりないんだからね！」


    　アリッサに追い立てられるようにして、僕らは縁えん日にちへと舞い戻る。だがアリッサが目を付けていたらしき射しや的てき屋やさんの前まで来た時、申し訳なさそうに僕を振り仰いだ。


    「あの……実はさっきのお面でお小こ遣づかい使い切っちゃって……」


    「ったく、分かったよ。由ゆ衣いのためにしてくれたことだ、僕が二人分出すさ」


    「さっすが、ケースケ！　じゃあ皆で勝負しましょう！」


    　射的に勝ち負けがあるのかは分からなかったが、全員で射的をすることになる。コルクを空気銃で打ち出し景品を倒せばゲットなのだが、これがなかなか上手うまくいかない。


    「……終わっちゃった」


    　未み由ゆが三発与えられるコルクを打ちつくして肩を落とした。未由が狙っていたのは台の中央に鎮ちん座ざする大きなペンギンのぬいぐるみ。的まとが大きくて当たりやすいのだが、あれはよほどのことがなければ倒れないだろう。


    「あっ!?　やったわ！」


    　するとそこにアリッサの声。見れば小さな猫の置物を手に入れていた。未由の失敗を見て、倒せる的に狙いを絞しぼったらしい。同時に撃てるのは二人までなので、次に僕と由衣が挑戦する。


    　パスッ！


    　少し背伸びをしながら銃を構えた由衣は未由が狙っていたペンギンのぬいぐるみに向けてコルクを発射する。しかし案あんの定じようぬいぐるみに当たりはしたものの、揺れるだけで倒れはしない。


    「あれが欲しいのか？」


    「うん……だけどムリみたいだね」


    　残念そうに呟つぶやく由衣を見て少し考える。


    「いや――当たれば揺れるんだ。二人で五発あれば、何とかなるかも」


    　僕はそう言って、由衣に作戦を伝える。


    「分かったよ、お兄ちゃん」


    　そして僕らは銃を構えて交互にペンギンへコルクを放つ。一発の衝撃が消えぬうちに二発目、三発目と命中するコルクは次第にペンギンの揺れを大きくしていく。店の親おや父じが顔を青くしたのが見えた。


    　いける――！


    　最後の一発は由衣とタイミングを合わせて同時に撃ち放つ。すでに平へい衡こう状態を失ったところへ加わった通常の二倍の衝撃に、ペンギンの牙が城じようが崩くずれた。


    「倒れたぁっ!!」


    　歓声を上げる由衣。いつの間にか集まっていたギャラリーから拍手が浴びせられ、由衣は顔を赤くして、少しズラしていたお面を元に戻した。


    　店の親父が「おいおい、そりゃ反則……」と呟く。だがアリッサがすぐさま彼を睨にらみ付けた。


    「何よ？　あれは、こうでもしないと絶対取れないじゃない！　せっかく倒したのに、ユイから取り上げるって言うの？」


    「え……ペンギンさん、貰もらえないの？」


    　それを聞いた由ゆ衣いが瞳を潤うるませる。するとギャラリーから「いいじゃないかー」という声が沸いた。


    「く……仕方ねぇ。今回は特別だ。こいつを――大切にしてやってくれ」


    　店の親おや父じは苦く渋じゆうに満ちた声で言うと、やけに真剣な表情でペンギンを差し出す。


    　由衣は顔を輝かせ、「ありがとう！」と受け取った。


    「これで勝負はケースケとユイの勝ちみたいね」


    　アリッサが笑う。


    「……最下位は私かぁ」


    　何も取れなかった未み由ゆは残念そうに呟き、ペンギンを羨うらやましげに見つめた。


    「じゃあ次はあれ行きましょ！」


    　その後、僕らはアリッサの先導で次々と夜店を渡った。


    　さっき食べられなかった綿わた菓が子しを食べたり、スーパーボール掬すくいに挑戦したり、由衣はとてもはしゃいでいた。こんなに楽しそうな由衣を見るのは《魔銀の鎖狼ウオルフ＝グレイプニル》として具ぐ現げん化してから初めてのこと。アリッサには感謝するだけじゃ足りないなと内心頭が下がる思いだった。
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    　しかし時間はあっという間に過ぎ、そろそろ咲さきねえが戻ってくるかもしれないと、由ゆ衣いはペンギンをアリッサに預けて子狼の姿へ戻った。


    「――サキが分かりやすいように、さっきのベンチへ戻りましょうよ」


    「そうだな……。色々とありがと、アリッサ」


    　僕は歩き始めたアリッサに頷うなずきながら、感謝を告げた。


    「ん、何のこと？　あたし、ケースケにはたくさん奢おごってもらったから、お礼を言うのは逆じゃない？」


    　アリッサは由衣とペンギンを抱いて笑う。


    　ホントにこいつは……。


    　僕は苦笑を浮かべて「そうか、ならいい」と答えた。財布の痛みでチャラにしてくれるというのなら、それに甘えよう。


    　上機嫌なアリッサと、ペンギンに羨うらやましげな視線を送る未み由ゆと話しながら僕は足を動かす。だが元の場所に向かう途中、見覚えのある人物が前方から歩いてくるのが目に映った。


    　正直、無言で通り過ぎたいと思ったが、相手がこちらを見つけてしまう。


    「おや？　まさか本当に再会するとはね」


    　そう声をかけて近づいてきたのは、城跡で自己紹介をして去っていった青年、八や朔さく則のり秋あきだった。


    「――偶然ですね。則秋さん」


    「はは、ちゃんと名前は覚えていてくれたのか。嬉うれしいよ」


    　少し芝居掛かった仕草で彼は笑顔を見せる。


    「どうしてここに？」


    「おいおい、歴史民俗学専攻の僕が風習や伝統といったものに興味がないわけがないだろう？　それに祭りというのは鬼を呼ぶ。今日あたり、進展のない焼死体事件も新たな展開を見せるかもしれないからね。じっとしてはいられないさ。君も――そう思わないかい？」


    　最後の質問は僕ではなく、何な故ぜか未由へ向けられた。僕の内心と同じように未由は不機嫌そうな表情を浮かべて「思いません」と簡潔に答える。


    「不ふ謹きん慎しんなのは相変わらずですね。そういえば今日はお一人ですか？」


    　僕もわざと刺とげ々とげしい口調で社しや交こう辞じ令れいな質問をした。


    「ああ、菜な津つは旅の疲れが出たのか体調を崩くずしてしまっていてね。旅館で寝ているよ。だけど楽しみにしていた祭りの雰ふん囲い気きぐらいは味わわせてあげたいから、屋台の物を何か買っていってあげるつもりさ」


    　そう告げると彼はアリッサと未由に視線を向ける。


    「君の方は両手に花だね。羨ましいよ」


    「いえ、そんなんじゃ――」


    　僕が手を振って弁解しようとした瞬間、彼は眉まゆ毛げをピクンと動かし、心底不思議そうな表情を浮かべた。


    「どうして否定するんだい？　君にはそこの二人がどうでもいい人間なのかな？」


    　わずかに不機嫌な声で彼は問いかけてくる。


    「いきなり何を……」


    　戸惑いを通り越して、怒りが生じる。そんな僕を彼はじろじろと観察して首を横に振った。


    「いや――すまない。どうやらそういうわけでもないらしい。むしろ逆か。つまりさっきの言葉は本気であっても本音じゃないわけだね？」


    　纏まとわり付くような粘ねばりのある声が僕に訊たずねる。


    「言いたいことが、いまいち分からないんですけど……」


    　訝いぶかしむ僕に、彼は顔を寄せて耳元で囁ささやく。


    「両手が塞ふさがってちゃ花に水はやれない。水がなければ花は枯れる。だから君はそもそも花が咲かないようにしているんじゃないのかな？」


    　胸の中にまた強い苛いら立だちが沸き起こる。彼の言っていることは理解できない。けれどやはり僕は彼が嫌いだ。


    　しかし僕が距離を取ろうとする前に、横から伸びた腕がドンと彼を突き飛ばした。


    「――啓けい介すけくんに、余計なことを言わないで」


    　未み由ゆが僕と彼の間に立ち、冷えた声こわ音ねで告げる。


    「いたた、いきなりひどいじゃないか。どちらかと言えば、僕は君らの味方をしてあげたつもりなのに」


    「余計なお世話です」


    「そうかい。僕は彼に忠告しようとしただけなんだけどな。彼みたいなのを見ると苛いら々いらしてしまってね。この世の真理を教えたくなる」


    　その表情を見て、彼も実は僕のことを嫌っていることを悟った。


    「真理？」


    　僕がそう呟つぶやくと、彼は未由の肩越しにこちらを見て笑う。


    「人間はたった一人の本質を理解することさえ精一杯の生き物だってことだよ。ま、要するに〝愛〟の話さ。だけどそれがあやふやな君の目には何も映らない。そしてとても大切なものをいつか見逃す。気を付けるんだね」


    　彼はそう言うと僕らの横を通り過ぎる。彼の言葉は理解できないのに、どうしてか心の奥にまで突き刺さり、それ以上口を開くことができなかった。


    「待って」


    　けれど未由が彼を呼び止める。


    「なんだい？」


    「あなたの名前、八や朔さく則のり秋あきさんでしたよね？」


    　何か……名前以外の物も確かめているような口調。そう言えば最初に彼と会ったときも彼の苗みよう字じに反応していた気がした。


    「――ああそうだよ。僕の名前は八朔則秋だ」


    　彼も含みを持たせた言い方で答えると、そのまま歩き去る。


    「啓けい介すけくん、ごめん。先に行っててもらえるかな？」


    「え？」


    「私、ちょっと確認したいことがあるの」


    　未み由ゆはそう告げると、僕の返事も待たずに八朔則秋が歩いていた方へ走っていってしまう。何となく……一人で行かせるのが危うく思えた。


    「――アリッサ、僕は未由を追いかける。咲さきねえと合流したらそこで待っていてくれ」


    「え？　あ、ケースケ!?」


    　人ごみに未由が消えてしまいそうだったので、僕はアリッサの声に答える余よ裕ゆうはなかった。幸い下げ駄たを履はいた未由はあまり速く走れないようで、なんとか人波の向こうに藍あい色の浴衣ゆかたを見失うことなく後を追う。


    　だが次第に距離が縮まってきたと思った時、急に未由の姿が見えなくなった。僕は慌あわててその地点まで急ぐ。するとそこには夜店のない細い道が続いていた。


    　当然そちらには人波も流れず、これまでの混雑が嘘うそのような静けさだ。


    「ここを、曲がったみたいだな……」


    　空は次第に夜へと移ろい始めており、明かりのないその道はとても暗かった。足元に気をつけて進みながら、未由の姿を捜す。歩けば歩くほど祭りの喧けん噪そうが遠ざかり、妙に心細い。だがしばらくすると前方からかすかな話し声が聞こえてきた。その会話が緊迫した空気を孕はらんでいるように感じて、僕は反射的に足音を殺して近づいていく。


    「――どういうつもりだと訊かれても困るよ。君は何を言っているのかな？」


    　ようやく聞き取れたのは八朔則秋の声。そして未由の後ろ姿も見つけ、僕はとっさに近くの木陰に隠れる。


    　向かい合う二人の間には緊張が漂っていた。


    　未由は挑むような表情で八朔則秋を睨にらみつけ、彼はそれを涼しい顔で受け流している。


    「とぼけないで下さい。私の前でわざわざ名乗ったのには、理由があるんでしょう？　八朔、則秋さん？」


    　未由は彼の名をわざと苗字、名前を区切るようにして発音した。


    「ん？　僕が名乗ることに何か意味があるのかい？」


    「あります。八朔家というのは――友とも月づきの分家のはず。大学生だなんて嘘をついて、何度も私たちの前に現れて……何が目的なんですか？」


    　則のり秋あきさんが友とも月づき家の関係者？


    　僕は未み由ゆの発言に驚き、より二人の会話に耳をそばだてる。


    「ひどいな、僕は嘘うそなんて吐ついていないよ。何なら大学名を教えようか？　僕がそこに在ざい籍せきしているかどうかは――君お抱かかえの九く棚だな程度でも簡単に調べられるはずだ」


    　彼はわずかな嘲あざけりを含めて、友月の疑惑を肯定する言葉を口にした。


    「九棚のことも知っている……やっぱり!?」


    「そう興奮しないで欲しいな。仕方ない、匂におわすだけのつもりでいたけれど、改めて自己紹介しよう。僕は八や朔さく則秋、二十一歳、大学生。君の言うとおり友月分家の人間だよ」


    「……どうして八朔家がここに？　まさか偶然なわけ、ないですよね？」


    「はぁ……そこまで露骨に警戒しなくていい。僕は云いわば公平な審判ジヤツジマンのようなものなんだから。ああ、君に敬語を使わないのは許してくれ。八朔家というのは友月家当主直属でね。当主の意思を代行する以上、今の君よりは権限が上なんだよ」


    「……知ってます。八朔家代々の長は友月家当主の秘書を務め、当主の手足と言われている一族ですよね。それで、審判ジヤツジマンというのはどういう意味ですか？」


    　当主の秘書という言葉に、僕は友月家の親族会議や病院で目にした高圧的な初老の男性を思い出す。


    「名の通りだよ。君が〝何に〟変わるのか、見極め、可否を下す。それが八朔家の一員としての僕の役目だ」


    「監かん視し――ということなんですね。確かに私は、もうすぐ私の時間が終わると告げられました。けれど私が変わるものに……可否なんてものがあるんですか？」


    　時間が終わる？


    　不吉な響きに僕は息を呑のむ。未由が悩んでいる原因はそこにあるのだろうか。


    「もちろんさ。君は過分な期待を受けているようだけど、僕には君が特に優れているとは思えない。事実、君は鬼に堕おちようとしている」


    「……鬼？」


    「その通り。以前君の前で名を告げたのは、この町に来てからの所業が目に余ったんでイエローカードを示したつもりだったんだよ。それ以来、大人しくしていてくれたようだけど、もうすぐ満月だからね。君がこれ以上のことをすればレッドカードを出さざるを得ないから、もう一度警告に来たというわけだ。分かってくれたかい？」


    「いったい何を……」


    「おや、君は僕の注意を聞いて止やめてくれたんじゃないのかな？　人々を――焼き殺すのを」


    　――なっ!?


    　僕は驚きに思わずその場から飛び出してしまいそうなったが、ギリギリで堪こらえる。だが未由が受けた衝撃は僕の比ではないようだった。


    「私が……焼き殺す？」


    　震える声で、彼の言葉を繰り返す未み由ゆ。


    「そんなシラを切らなくてもいい。君以外にあんなことはできやしないんだ。とは言っても証拠はない。誰も君を咎とがめられない。まだ理性があるようだから、僕らも様子を見ている。君は期待されているからね。二、三人ならまだ大目に見よう。だが、次は見逃さないよ。君の目的を果たすためには、わざわざ命まで奪う必要はないはずなんだから、もう少し上手うまくやってくれ」


    「待って！　私はそんなこと――」


    　未由は訴えるように叫ぶが、彼は薄い笑いを浮かべて意に介かいさない。


    「もし君が身に覚えがないなどと本気で言おうとしているのなら……その時点で君は既に理性を失っており、鬼に堕おちたと判断しなくちゃいけないな。それでもいいのかい？」


    「な……」


    　未由は絶句して言葉を飲み込む。あまりの言い草に僕も拳を握り締めた。


    「はは、そうやって大人しくしているのが一番利口だよ。しかしもし君がこの警告を無視した時、八や朔さく家は友とも月づき家――ひいてはか弱き人々のために総力を持って君を〝退治〟する。忘れないでくれ」


    　彼はそう言い遺のこし、歩き去って行った。後には立ち尽くす未由だけが残される。


    　その場から動けないのは僕も同じだったが、このままにしておくことはできない。僕は腹に力を溜めると、思い切って木陰から姿を現す――あえて大きな足音を立てて。


    「――啓けい介すけ、くん？」


    　未由は驚きよりも、怯おびえが混じった表情で僕の名前を呼んだ。


    「ごめん、立ち聞きしてた。話の内容は分からない部分が多かったけど、最後にあいつが言ったことは滅め茶ちや苦く茶ちやだ。本気に受け取ることなんかない」


    　僕は胸の内を暴れまわっていた憤いきどおりをそのまま言葉に出す。


    「……そこまで、聞いてたんだね」


    　動どう揺ようを抑え込むように、低く抑えた声で呟つぶやく未由。そして思い詰めた表情で僕に問いかける。


    「ねえ……啓介くん、教えて。前にあたしの様子がおかしい言ったとき、本当はどこが変だったの？」


    「それは――」


    「もしかして啓介くんやアリッサさんは、私の何かを見て……あの人と同じ疑いを持ったんじゃない？」


    　震える声で問いかけてくる未由。


    「違う！　僕やアリッサは未由が犯人だなんてこと思ってない。信じられないなら、アリッサには直接確かめればいい。あいつが正直なこと、未由も知ってるだろ？」


    　僕は話しかけながら未み由ゆへ近づき、その腕を掴つかむ。アリッサは未由を犯人とまで思っていないことは確認済みだ。ただし未由が夜よな夜よな外出していたかもしれないと疑ってはいるが……。


    「とにかく今は戻ろう。アリッサや咲さきねえが心配してるかもしれない」


    「でも……」


    「いいから。僕も聞きたいことはたくさんあるけど、頭が混乱して纏まとまらない。だから祭りが終わった後にする」


    　それは本音ではあったが、言い訳でもあった。できれば何の証拠もない未由の夜間外出については黙っているよう、アリッサと相談する時間が欲しかったのだ。


    「――うん」


    　ようやく未由は小さく頷うなずいてくれて、腕を引かれるままに歩き出す。握り締めた未由の手首は冷たく、わずかに震えていた。


    　友とも月づき家――そして〝鬼〟とはいったい何なのだろう。未由は僕が想像するよりも、ずっと深い闇の中にいるのかもしれない。
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    　混雑する縁えん日にちを早足で抜け、待ち合わせ場所のベンチに行くと、そこには既に咲ねえの姿があった。アリッサは猫耳をからかわれているようで、頭を押さえて頬ほおを膨ふくらませている。


    「――あ、ケースケ！　ミユは見つかったのね……けど何で手を繋つないでるのよ？」


    　真っ先に僕らへ気付いたアリッサだったが、僕が未由の腕を掴んでいるのを見て、半眼になる。


    「これは……人が多くて逸はぐれたらいけないと思ったからさ」


    　僕は少し躊躇ためらいながら、未由の腕を解放した。本当は言えばどこかへ行ってしまいそうに思えて怖かったのだ。


    　未由は顔を伏せていて、僕が手を離しても反応しなかった。


    「まあいいわ。それより、早く行きましょう。サキがそろそろ花火の場所取りをしておいた方がいいって」


    　その言葉に咲ねえが頷く。


    「せっかくだから近くで見ようと思ってな。ん？　未由さん、顔色が悪いが平気か？」


    「え？　あ……はい、大丈夫です」


    「そうか、まあまだ急ぐほどの時間じゃない。夜店を見ながらゆっくり行こう」


    　僕らは花火見物のために港へ向けて出発する。様子のおかしい未み由ゆにペースを合わせて咲さきねえはその隣となりを歩いていた。僕とアリッサは二人の後ろを並んで付いて行く。由ゆ衣いは相変わらずペンギンと一緒にアリッサの腕の中だ。


    「ねえ、ケースケ。ミユに何かあったの？」


    　アリッサが声を潜ひそめて訊たずねてきた。僕はこの騒がしさの中なら前を歩く二人に会話が聞こえることもないだろうと、事実関係だけを掻かい摘つまんで短く説明する。


    「――則のり秋あきさんは、どうも友とも月づき家の関係者だったらしい。未由のことを監かん視ししていたみたいで……焼死体事件の犯人として未由を疑ってた。未由はそれで動どう揺ようしてる」


    　鬼などの話は正直、どう話せばいいのか分からない。加えて背景の分からない会話が多く、はっきり伝えられるのはその程度だった。


    「へえ――へらへらしたあの毒舌男、何か裏がありそうな気はしてたけど……そんな立場の人間だったのね」


    「ああ。しかもあれは未由を疑うっていうより、確信というか、犯人だと決め付けている感じだった」


    　意識的に歩調を遅らせて、未由たちと少し距離を取りながら僕は告げる。


    「そう……だとしたら、ノリアキには何かそう考える根拠があるかもしれないわ。そして今、深刻に悩んでいるミユにも――。心当たりはある？」


    「未由は、自分の時間が終わるとか……何かに変わるとか……そんなことを言ってた」


    　僕の言葉にアリッサは難しい顔になった。


    「そんなんじゃ、よく分からないわ。でもミユも何か思い当たる節がある――。それは確かみたいね」


    「そうだな……。だから一つ、アリッサに頼みがあるんだ。もしミユから何か聞かれたら夜に外出していたかもしれないと疑ってたことだけは言わないで欲しい。そんなことを知ったら、ミユは自分が犯人だと本気で思い込むかもしれないからさ」


    　だがアリッサは僕の言葉を聞くと、どこかこちらを窺うかがうような視線を向けた。


    「それは構わないけど……。ねえ、ケースケはミユが絶対に犯人じゃないと思ってるの？」


    「当たり前だろ？　アリッサだって前は同じ意見だったじゃないか」


    「ええ。あたしもミユが自覚的に人を殺すなんて思わない」


    　含みのある言い方に、僕は眉を顰ひそめた。


    「何が……言いたいんだよ？」


    「ケースケ、忘れたの？　ミユが取っていたおかしな行動は全部〝無自覚〟だったのよ？」


    「まさかお前――」


    「可能性がないとは言えないわ。もしかしたら何かの原因でミユは自覚なく……」


    「アリッサ、いい加減にしてくれ！」


    　僕は抑えながらも鋭い口調で言葉を遮さえぎる。しかしアリッサは怯ひるまなかった。


    「ダメ、ちゃんと聞いて。万が一のことも考えないと、いざというとき動けない。動けないとケースケが怪け我がするかもしれない。あたしはそんなの嫌だし……怖いのよ」


    　真しん摯しな眼差しに気勢を削がれる。単純にアリッサは僕を心配してくれていたことを悟る。


    「……わかった。楽観視はしない」


    　それ以上責めることはできず、僕は頷うなずく。だが仮にアリッサに言われた最悪の状況を想像してみても、どうすればいいかなど一つも思い浮かびはしなかった。


    



    　神社前の鳥居にはもう忠ただ志しさんたちの姿は見えなかった。咲さきねえによれば、年とし甲が斐いもなくどこかでラブラブなデートをしているんだろうとのことだ。あの人達らしいと言えば、らしい気がする。


    　そして咲ねえが僕らを先導して連れてきたのは、埋め立てられた港こう湾わん部ぶにある広場だった。花火は海上の船から打ち上げられるため、多くの見物人が集まっている。


    「花火が上がる直前になると、この辺りはすごく混む。今のうちに見やすい場所を押さえておこう」


    　咲ねえの言葉に従い、僕らは広場の端へ移動した。そこは安全用の低い柵さくを挟はさめばもう海となる場所で、コンクリートの岸壁で弾ける波音が響いている。太陽はもう完全に沈んでしまっているので海は真っ暗だ。


    　未み由ゆはここへ来るまでの間に表面上は落ち着きを取り戻しているように見えた。今も咲ねえと普通に会話している。内心はどうか分からないが……。


    「へえ、未由さんは花火大会に来るのは初めてなのか」


    「はい。こういった催もよおし物は住んでいた場所になくて……」


    「じゃあ驚くかもしれないな。私には毎年のことだけど、近くで見るとかなり迫力がある。そういえば啓けいちゃんは、三年ぶりになるか？　最後の年は、部屋に閉じこもって祭りには行かなかったみたいだから」


    　だが不意に、こちらへ話の矛ほこ先さきが向けられた。


    「いや、中三の時も部屋から花火は見てたよ。遠くに見る花火もなかなかよかった」


    「……それは嫌味か？」


    　素直に答えたつもりの僕は、ぎろっと睨にらまれて焦あせる。


    「え？　な、何が？」


    「私がお前を呼びに行かなかったことについてだよ。仕方ないじゃないか……あの時は進路のことで喧けん嘩かした直後だったから気まずかったんだ」


    　咲さきねえは視線を逸そらして告げた。


    「そんなつもりじゃないって！　でも……気にかけてくれてたんだ」


    「当たり前だ。あの喧けん嘩かは後味が悪かったし……それまで啓けいちゃんの世話を焼いてきた私の性格も、そう簡単に変わらない」


    　口調がぶっきらぼうだったが、わずかに頬ほおが赤い。確かに照れ屋なところも昔のままだ。


    「それは今、実感してるよ」


    　僕の言葉に、咲ねえは眼まな差ざしを険しくする。


    「啓ちゃん、私は成長してないと言いたいのか？」


    　咲ねえの声こわ音ねに、本能的な恐れが刷り込まれている僕は、反射的に謝る。


    　そんな風にして花火までの時間は案外と賑やかに過ぎていった。そして午後八時。僕らの周囲に人々が溢あふれかえる頃、夜空に一発目の花火が咲いた。


    　ドーンという腹の底が震える音と共に、赤や黄、緑や青へと移り変わりながら輝き、消えていく炎の花。騒がしかった観客もその瞬間は口を噤つぐみ、天を見上げる。


    「きれい……」


    　アリッサが左隣で小さく呟つぶやく。


    　ヒュウゥゥゥと風を切って空へ上がり、爆音を響かせ次々と咲き誇る花火。打ち上げ場所からある程度の距離はあるが、感覚的には真上で爆発しているのに等しい。それほどまでに光が瞬間的に織り成す彩花は高く、大きく、輝いていた。


    　横目で右隣に立つ未み由ゆの様子も窺うかがう。皆と同じように花火へ見み惚とれているようだったが、どこか違和感を覚えた。アリッサと見比べてみて気が付く。


    　目線が――低い？


    　その瞳は大輪の花火が咲く上空を見てはいない。


    　未由の視線を辿たどると水平線より少し上にある、昇ったばかりの月を見つけた。


    　花火に目を奪われて誰も気にしていないが、ほとんど満月と言っていいその月は赤みがかり、橙だいだい色に光っていた。その不気味さに息を呑のむ。


    「――未由？」


    　僕はそんな月を凝視している未由が心配になり、声を掛ける。


    「え……？　今、呼んだ？」


    　花火の音でよく聞こえなかったのか、ぼうっとした表情で問いかけてくる未由。僕が頷うなずくと少し不思議そうな顔をした。


    「おかしいな……女の人の声だった気がしたんだけど……」


    「女の人？」


    「……ううん、何でもない。それより綺き麗れいだね、花火。テレビで見るのと違って迫力あるよ」


    　未由はそう言って微ほほ笑えむ。


    「あ、ああ……そうだろ。僕も久しぶりだから、なんか圧倒されてる」


    　その笑顔に今だけは祭りを楽しもうという未み由ゆの思いを感じて、僕は余計な詮せん索さくは止やめた。


    　空に目を戻し、途と切ぎれることなく炸さく裂れつする花火を一緒に見上げる。気になることは祭りが終わったときに、直接訊たずねればいい。


    　その時は――そう思った。


    　けれど数十秒後、弱い風が吹いたときにふと気付く。右隣に気配が、温度がないことを。


    　はっとして目を向ける。だが既に手遅れだった。


    　ついさっきまで、花火を見ていたはずの未由が――いない。


    　周囲を見回しても、人、人、人、人で見通しは皆無。どこにも未由の姿を見つけることはできなかった。


    　背中を冷たい汗が伝う。


    「ケースケ？」


    「啓けいちゃん？　あれ……未由さんは？」


    　僕の様子がおかしいことに感づき、アリッサと咲さきねえがこちらを見て、未由がいないことにも気付く。


    「分からない……急にいなくなってた……。すみません、ここにいた女の子を知りませんか？」


    　すぐ後ろで花火を見ていたカップルに訊ねてみたが、僕らと同じように上ばかりを見ていて未由には気付かなかったという。他の客に訊いても返事は同じ。


    「お手洗いじゃないのか？　この混雑じゃ、もう一度ここに戻ってくるのは難しいかもしれないが、別に心配しなくても――」


    　咲ねえはそう言うが、僕はこの状況で楽観的に考えることなどできなかった。思い出すのは月に魅み入いられていたような未由の横顔。


    「咲ねえ、僕は未由を捜してくる！」


    　この状況で未由を見失ってしまうことが良くない事態を招いてしまう気がして、僕は人垣を押しのけ広場の外へ向かう。


    「あ、待ってケースケ！　あたしも捜す！」


    「お、おい、私一人残っても仕方ないだろ」


    　アリッサと咲ねえも慌あわてて追いかけてくる。見物客にものすごく迷惑な顔をされながらも、人の密度が少なくなる広場の中心部まで来たとき、がしっと僕は咲ねえに腕を掴つかまれた。


    「啓ちゃん、そこまで心配なら私も捜すから。とりあえず手分けしよう。私は家までの道、アリッサさんはこの周辺、啓ちゃんは神社だ。それで花火が終わるまでに見つからなかったらとりあえず家に帰ってくること。いいな？」


    「わかった」


    　咲ねえの提案に僕は頷き。僕らは別々の方向へ向かう。まだまだ港には人が集まってきていて、その流れに逆行するのは厳しかったが、できるかぎりのスピードで神社までの道を辿たどった。


    　鳥居を潜くぐり、港に人が流れたため人通りの減った縁えん日にちをくまなく回る。だが境けい内だいを二周しても未み由ゆを見つけることはできなかった。ドーン、ドーンと響く花火の音が時を刻む。


    「ここじゃないのか……」


    　僕はそう判断して神社を出た。そこからは当てもなく、町を歩き回る。次第に焦あせりが胸中に溜まり始め、悪い想像ばかりが膨ふくらんだ。


    　八や朔さく則のり秋あきの言ったことなど気にするなと自分に言い聞かせても、思考は止まらない。


    　未由が僕らに黙っていなくなるなんて、おかしい。となると未由はまた無意識で行動したということになる。


    　――もしかしたらミユは自覚なく……。


    　次に思い出すのはアリッサの言葉。そしてそれは考えないようにしている僕自身の予測だった。


    「そんなこと、あるはずない！」


    　声に出して否定する。その時、クンッと意識が引っ張られるような感覚に上空を見上げた。そこには闇夜に浮かぶアリッサの姿。恐らく《道パス》が引き合ったのだろう。向こうもこちらを見つけて手を振った。僕は人ひと気けのない道に移動する。


    「ケースケ！　あたしさっきまで姿を消して空から広場を捜してたんだけど、サキが向かったタダシの家がある方角で火柱が上がるのを見たの」


    　空から降りてきたアリッサは開口一番にそう告げた。抱えられている由ゆ衣いも「ワン！」と同意するように吠ほえる。


    「火柱……気になるな。僕も連れていってくれ」


    　アリッサは頷うなずくと手を差し出した。僕はその手を握る。


    「分かったわ。それじゃ行くわよ――《彼方へ運ぶ風フアラウエイ》！」


    　風が僕らを包み込み、重力の楔くさびを引きちぎる。アリッサの魔術で宙へ舞った僕は、空から町を見下ろした。すると確かに眼下の道路で何かが燃えているのを見つけた。


    　あの辺りは確かに叔お父じさんの家へ続く道だ。咲さきねえが未由を捜しに行った場所……。


    　嫌な予感がした。近づけば近づくほどその予感は高まり――形を成す。


    　鼻を衝つく不快な臭い。生理的に受け付けない。


    　僕と同じくらいの大きさの細長い何かが、燃えていた。勢いよく、轟ごう々ごうと。


    　その炎に照らされて傍そばに横たわるのは見知った姿。さっき別れたばかりの――咲ねえ。胸は上下している。どうやら気を失っているようだ。


    　だが僕らは地面に降り立ってからも、すぐに咲ねえのところへ駆け寄ることができなかった。何な故ぜならその隣となりに立ち、赤い炎をじっと眺ながめる少女がいたから。


    　僕は彼女を知っている。アリッサも知っている。だけど認めたくなかった。


    　燃え盛る、人の形をした炎の前に立ち尽くす少女が……彼女であることなど、信じたくはなかった。


    　だが虚うつろな瞳でこちらを見た顔はどう見ても――。


    「未み由ゆ……」


    　僕はその名前を呼ぶ。すると靄もやがかかったようだった未由の瞳に光が宿り、こちらを見た。


    「――啓けい介すけくんに、アリッサさん？」


    　だが不思議そうな表情は、足元に倒れる咲さきねえと燃え盛る何かを発見して強こわ張ばる。


    「咲、さん？　何……これ？」


    　一歩、二歩と、炎から距離を取る未由。


    「それ――人間、よね」


    　燃える物体を指して、アリッサが呟つぶやく。未由の肩がびくんと跳ねた。


    　そう、炎に包まれているのは明らかにヒトガタ。そして辺りに漂う臭気は、マネキンのような無機物ではなく、何らかの生物が焦げる臭いだった。


    「にん、げん？」


    　理解できないようにきょとんとした顔で繰り返すが、ヒトガタの炎を見つめるうちに表情が強張る。


    　僕もいい加減、認識するしかなかった。燃えているアレは人の変わり果てた姿。容姿も、年齢も、性別さえ分からないが、間違いなく人間だ。


    「誰なの……この人？」


    　呟く未由。だが僕に答える術すべはない。燃え盛る死体が咲ねえでなかったことは僕にとって唯一の救いだったが、もしかしたら近所の人かもしれないし、考えたくはないが忠ただ志しさんや茜あかねさんという可能性もゼロではない。確実なのは、今ここで一つの命が炎に焼かれて消えてしまったということだけだ。


    「私……なの？」


    　未由が全身を震わせながら誰にともなく問いかける。


    「あの人の言う通り、私が殺したの？　私は本当に――人間を焼き殺す鬼へ変わっていたの？」


    　僕らも、未由自身も、それに答えることはできなかった。肯定したくはなかったし、否定するには状況が整い過ぎていた。


    「未由、とにかく落ち着いて――」


    　僕はそう声をかけ、近づこうとする。だが、その行動が引き金になった。


    「――っ!?　来ないでっ!!」


    　ゴウッと僕らの前に炎の壁が立ち昇る。


    「ミユの未み定てい義ぎ魔ま術じゆつ!?」


    　アリッサが後退しながら叫んだ。僕も反射的に身を引きかけたが、思いなおして前に足を進めた。強い熱気に肌が炙あぶられチリチリと痛んだが、構わず右手で炎に触れる。


    　――これも《嘆なげきし魔ま王おう》の魔術なら《魔狼フエンリル》で取り込めるはず。


    　その推測は正しく、炎が僕の右手を中心に渦うずを巻き、熱さを感じる間もなく手の平へと吸い込まれた。魔力を取り込んだ右手がわずかに脈動する。


    　しかし炎の壁が消えた後には、燃える死体と、気絶した咲さきねえしか残っていなかった。未み由ゆの姿はどこにもない。


    「未由!?」


    　名前を呼んでも返事はない。急いで追いかけようとしたが、倒れたままの咲ねえを見て足が止まった。放っておけるはずもなく咲ねえを抱き起す。頭を触ると濡れていることに気が付いた。出血している――。まさかこれも未由が？


    「アリッサ！　魔術で治療できないか？」


    「頭を怪け我がしてるの？　だったら――治ち癒ゆ魔術で強引に治すのは止やめた方がいいわ。後遺症が残るかもしれない」


    「なら、病院へ運んでくれ。さっきの広場近くに市立病院があるから」


    「わかったわ。ケースケはどうするの？」


    　僕に由ゆ衣いとペンギンのぬいぐるみを預け、代わりに咲ねえの体を背負いながらアリッサが訊たずねる。


    「――未由を捜す」


    「そんな！　今のミユは危険よ！」


    　アリッサは血相を変えて叫ぶ。


    



    「その通りだ。ここからは僕に任せて、君たちは大人しくしていてくれないかな？」


    



    　そこに第三者の声が響き、僕らは暗い道の向こうから歩いてくる人影に気付く。未だ燃え続けている死体と思われるモノの炎に照らされて、その姿が浮かび上がった。


    「八や朔さく、則のり秋あき……」


    　僕は苦々しくその名を呟つぶやいた。


    「やあ、こんばんは。今度は早い再会になったね。はは、いい具合に人間が燃えているじゃないか。まさに鬼の再来。やはり――こうなるわけだ」


    「何しに、来たんですか？」


    「――分かっているんだろう？　さっき、僕らの会話を聞いていたじゃないか」


    　気付かれていたのか……。


    　僕は歯を噛かみ締めて、彼を睨にらみ付ける。


    「まさか、未由を――」


    「ああ、殺しにきた」


    　彼は躊躇ためらいなく告げた。


    「な……」


    「当然だろう？　彼女は殺人犯、しかも超常の力を持った鬼だ。警察では手に負えないし、明るみにできる事件でもない。だから僕たち八や朔さく家が友とも月づき家の掟おきてに従い、退治する」


    「友月家の掟？　いったい何がどうなって、こんなことになってるんだ!?」


    　我慢できなくなって僕は叫ぶ。何もかも、根本の原因さえ分からなかった。


    「――どうやら簡単には納得してくれそうにないね。仕方ない……君たち《チュールの右手》と《天使王ミトロンの器》を敵に回すと、仕事がやりづらくなる。少し説明しよう」


    　彼は目を細めて友好的な笑顔を浮かべると、さらにとんでもないことを口にした。アリッサが鋭い声で問う。


    「何であんたがそれを知ってるの？　まさか……《群れクラウド》？」


    「八朔家は友月家の暗部。裏の仕事をこなす関係で、あの組織とは古くから付き合いがあってね。半月程前に彼らが起こした無茶に付き合ったこともあり、大概の事情は知っているよ。遠とお見み啓けい介すけくんに、アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトくん」


    　半月前――それは《群れクラウド》が総力を挙げて美み傘かさ市を占せん拠きよした時のことだろう。彼が僕らに名前を聞かなかったのは、その必要がなかったということか。


    「何言ってるのよ！　それじゃあんたは既に敵じゃない！」


    「早とちりしないで欲しいな。僕たちは彼らが強引に事を起こしたから、仕方なく後始末をしただけだよ。この国に強固な地盤を持たない彼らは八朔家の協力なしじゃ、ろくに情報統制もできなかったからね。それに僕は魔術の復活なんてものに興味はない」


    　彼はそう言って肩を竦すくめる。


    「興味がない？　普通、魔術の存在を知れば――奇跡を求めるものでしょう？」


    「それは、何も持たない、普通の人間の場合だよ。僕ら八朔家は――既に特別な力を持っている」


    「特別な力……まさかあんたたちは――」


    　アリッサが何かに気付いたのか、表情を厳しくする。


    「ああ、君の考えている通りだ。僕ら八朔家――そして源みなもとたる友月家は神霊――君たち風に言うと《高次存在ヴイナー》の血を引いた家系なのさ。そして今起きている出来事の原因もそこに起き因いんしている」


    「混血の……家系……。未み由ゆが？」


    　僕は呟つぶやく。


    「そうさ。ある方法で血の濃さを保ってきた僕ら八朔家以外は、たとえ直系である友月家の人間であっても、ほとんど力は残っていない。だが稀まれに先祖返りをして、分不相応な力に暴走してしまう者がいる。彼らは濃すぎる神霊の血を薄めようと人々を襲って血を啜すすり、最後には焼き殺す。そう、友とも月づき未み由ゆや――五百年前この町を騒がせた鬼のようにね」


    　血を啜る――。何度も喉のどが渇かわいたと訴えていた未由の様子を僕は思い出す。


    「鬼って……それも――」


    　彼は僕の言葉に頷うなずいた。


    「友月家の血を引く人間さ。今はもう絶えた友月分家……五いつ弸み家の姫君。彼女は自分の一族を滅ぼし、この奈な波なみだけでなく、日本各地の村や町を襲い――最後には八や朔さく家の手で討ち取られた。友月未由も放っておけば、多くの被害者を出すだろう。だから早いうちに手を下さねばならない。分かってくれるね？」


    「ちょっと待ってくれ！　何で未由が突然、そんなことになるんだよ？　この町に来るまで様子がおかしくなることもなかった。遺伝だとしたら変じゃないか!?」


    　僕が叫ぶと、彼は困った顔を見せる。


    「そう言われても困るよ。僕は友月未由に鬼となる兆候があると聞かされて、監かん視しに付いただけだ。まあ僕なりの推測はあるけどね」


    「推測？」


    「理由は分からないが友月家に流れる《高次存在ヴイナー》の血は満月に近づくほどに活性化するそうなんだよ。だからこの町に来てから表面化しただけで、友月未由が混血として覚かく醒せいした理由はもう少し前にあってもおかしくない。確か彼女は半月ほど前に生死の境を彷徨さまよっていたそうじゃないか。僕が考えるに、きっかけはそれじゃないかな。もっとも証明できるものは何もないけれどね」


    「いい加減な……」


    「かもしれないね。だけどもう人死にが出ているのは事実だ。僕はこの町の人々を守るため、その役目を果たすよ」


    　彼はそう言うと携帯を取り出し、どこかへ電話する。二言三言通話した後、僕らに微ほほ笑えんだ。


    「もうすぐ警察がやってくる。僕はこれから彼女を追うよ。手伝ってくれるならまだしも、妨害はしないでくれ。それは間違いなく〝悪〟だよ、啓けい介すけくん」


    　特大の釘くぎを刺して、彼は暗闇の中へ戻っていった。遠くからサイレンの音が聞こえてくる。


    「――アリッサ、とりあえず咲さきねえを頼む」


    「ええ……わかったけど、ケースケは？」


    「分からない……けど早く咲ねえは病院に……」


    　心配そうな顔をしながらもアリッサは頷うなずき、飛行魔術を唱えて空へ舞い上がった。残された僕はチロチロと燃えている死体を一いち瞥べつした後、歩き出す。


    　どこに向かっているかは、自分でも分からなかった――。
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    　無意識で体を動かすと、手足は慣れ親しんだ動作を再生する。


    　気が付くと僕は叔お父じさんの家へ続く道を歩いていた。腕に抱いた由ゆ衣いが何度か心配そうに鳴いたが、僕は何の反応も返すことができなかった。


    　ドーン……パチパチパチ――。


    　遠くから響く、花火が爆発し、弾ける音。


    　花火大会、まだ――続いてるんだな。


    　そう思ったとき、ふと未み由ゆが言っていた言葉を思い出す。


    　――見れると、いいな。


    　それは僕の部屋で窓の外を眺ながめながら、未由が今日の花火を思って告げた台詞せりふ。


    　もしかしたら……。


    　僕はそれまでノロノロと歩いていた道を、駆け足で辿たどる。上り坂は厳しく、息が切れたが、構わず走り続けた。


    　肩で息をし、全身に汗をかいて、酸素が足らず朦もう朧ろうとしながらも、僕は叔父さんの家に辿り着く。電気は消えていて、一見まだ誰も帰っていないように思えたが、僕は唾つばを飲み込んで玄関の扉を引いた。


    　ガラガラガラ――。


    　……開いた。


    　僕は自分の予想が正しかったことを悟る。僕は念のため、玄関脇にある植うえ木き鉢ばちの下を覗のぞいた。誰が先に帰ってもいいように、そこへ鍵かぎを置いておくと茜あかねさんが言っていたのだ。しかし――何もない。


    　間違いない。誰かが、もう帰ってきている。


    　玄関の中には一足の下げ駄た。女性陣は今日全員が下駄で外出しているため、区別は付かない。だがその下駄の持ち主は容た易やすく予想できた。


    　僕は由衣を床に下ろし、嵩かさ張ばるペンギンのぬいぐるみを靴くつ箱ばこの上に置く。それから靴を脱ぎ、板間へ上がった。後ろから由衣もついてくる。


    　もう玄関扉の音で誰かがやってきたのは気付いているだろうと、足音は殺さずに二階への階段を上った。


    　何をすればいいのかは分からない。何を言えばいいのかも分からない。


    　けれど、このまま八や朔さく則のり秋あきの手に委ゆだねることはできなかった。


    　二階の廊ろう下かに出ると、自分の部屋の襖ふすまが半分ほど開いているのが見えた。近づき、部屋の中を見た僕は予想が正しかったことを知る。


    　真っ暗な室内。電気も点けず、こちらへ背を向けて窓の前に立っているのは――未み由ゆ。


    　彼女は黒のワンピースを纏まとい、窓から花火を眺ながめていた。その雰ふん囲い気きは、かつて未由が自じ暴ぼう自じ棄きになり《嘆なげきし魔ま王おう》を召喚したときの黒いドレス姿を連想させ、胸の奥がざわめく。


    「――浴衣ゆかた、借り物だから返しにきたの。それと最後に、この部屋から花火を見たくて」


    　振り返らないまま、未由が告げる。よく見ればガラス窓に儚はかなく微ほほ笑えむ未由の顔が映っていた。未由からは僕の焦しよう燥そうに満ちた顔が見えているのだろう。


    「最後って……何言ってるんだよ？」


    「近づかないで！」


    　部屋に足を踏み入れかけた僕の目前でバチッと火花が散る。「キャン!?」と由ゆ衣いが怯おびえたように鳴いて僕の後ろに隠れた。


    「み、未由？」


    「……来ないで。もう私は、私が分からないから。さっきのが私のしたことなら、啓けい介すけくんのことも傷つけちゃうかもしれない。私、今から則のり秋あきさんを捜してみるつもり。結局彼の言葉が正しかったみたいだから」


    「駄目だ！　あいつは未由を殺すって言ってたんだ!!」


    「――もう、会ったんだね。あの人がそう言うのなら……それが正しい判断なんだよ。彼は他に、何か言ってた？」


    　そう問われ、僕は八や朔さく則秋から聞いた友とも月づき家の血統と鬼についての話を伝える。


    「そっか……濃すぎる血を薄めるために、他人の血を啜すする……そういうことだったんだ……」


    　納得したように呟つぶやく未由。


    「思い当たることが……あるのか？」


    「うん。理由は言えないけど、私の中には今とても濃い友月の血が流れているんだと思う。もう間違いなさそうだね……鬼は、私だよ。お迎えも、来たみたい」


    　未由がそう告げた直後、いくつものエンジン音が近づいてきて、家の前でブレーキ音を響かせて止まった。ここからでは見えないが、何台もの車のアイドリング音が聞こえる。八朔家の手の者だろう。


    「――やっぱり、もう少し早くに帰っておけばよかったな……」


    　残念そうに呟く未由は、もう諦あきらめてしまっているようだった。けど僕は、納得できない。こんなことじゃ、納得できないんだ！


    「逃げよう、未由」


    　僕は、思いを口に出す。驚いたように未由は振り返った。


    「啓介くん、ダメだよ。だって私は――」


    「僕は見てない！」


    「え？」


    「僕は見てないんだよ、未み由ゆが人を殺すところを。未由自身もそうだろ？　実際にこの目で確かめるまで、僕は信じない」


    　そう告げると、僕は今度こそ部屋に足を踏み入れた。


    「だめっ！」


    　目の前で小さな炎が弾ける。だが僕は怯ひるまずにそれを右手フエンリルで握りつぶした。


    「僕を傷つける心配ならしなくていい。未由の魔術は僕に通じないから」


    「で、でも……」


    　僕はもう構わずに未由へ近づく。魔術の《姿の言葉シヤープワーズ》を唱えながら。


    「――喰らうは心。界かいの狭はざ間ま、星を阻はばむ牙の門。空を閉ざす天てんの牢ろう……飢うえ、猛たけり、狂うのは、満たされることなき、魔なる狼」


    　未由は僕を牽けん制せいするように、いくつもの火球を宙に生み出すが、右手の《魔狼フエンリル》はそれをことごとく喰らった。腕の力を抜いて、右手の思うままにさせれば容た易やすいこと。


    「――鋭き牙は、世界を抉えぐれ。底なき口に、全て飲み干せ！」


    「どうして……」


    　呆ぼう然ぜんとする未由の前に右手を突き出し、僕は《起動言語トリガー》を告げた。


    「貪れ魔狼デイバウアー！」


    　黒い陽かげ炎ろうが右腕全体を包み込み、感覚が肥ひ大だいする。僕は獣の口となった右手を見せつけた。


    「これは召喚された《嘆なげきし魔ま王おう》だって喰らえる腕だ。信じられないなら、いくらでも試したらいい」


    　半実体化した《魔狼フエンリル》の放つ禍まが々まがしい気配に当てられたのか、ぺたんと腰を抜かしたように床へ座り込む未由。それを見た僕は右腕を下げると、未由に背を向けてしゃがむ。


    「啓けい介すけ……くん？」


    「掴つかまれ。早くしないとあいつらが来る」


    　外は急に慌あわただしくなっていた。恐らく未由が生み出した炎が外からも見えたのだろう。


    「だけど……」


    　まだ躊躇ためらう未由に僕は強く告げる。


    「たとえ未由が自分を信じなくても、僕が信じる。だから早く！」


    　未由は一瞬肩を震わせ、おずおずと僕の背中に体を預けた。


    「由ゆ衣い」


    　部屋の入り口にいた由衣を呼び寄せる。


    「ウォン！」


    　分かったというように吠ほえると由衣はこちらに駆けてきて、僕の体をよじ登り、頭にしがみ付く。未由には僕の首へ手を回してしっかりと掴まってもらう。体重がぐっと僕の全身にかかった。僕は左手を後ろに回して未由を落ちないように支え、立ち上がる。


    　階下からいくつもの足音が響く。もう玄関から出るのは無理そうだ。


    　僕は窓を開け放つと、身を乗り出して下の様子を確認する。玄関の前には黒塗りの車数台と、黒服の男達。窓の真下は庭――。


    「未み由ゆ、由ゆ衣い、飛び降りるからな！」


    　僕はそう告げると、窓枠を蹴って宙へ飛び出す。以前校舎から飛び降りた時に比べれば高さも、重量もない。陽かげ炎ろうを纏まとった右腕を着地の瞬間に叩きつけて衝撃を殺した。しかしそれを見た黒服たちが庭に入ってきて僕らを取り囲む。懐ふところから取り出された黒い鉄の塊かたまりに僕は息を呑のんだ。


    　――銃!?


    　警告も、威い嚇かくもなく、真っ直ぐこちらへ向けられる複数の銃口。とっさに右腕を盾たてにして身を縮めるが、防ぎきれるとは思えなかった。


    「やめてっ!!」


    　だが未由の叫びと共に炎が吹き荒れ、熱風が男達をなぎ倒す。


    　僕はその隙に地面を右腕で叩き、跳躍した。目標は隣家の屋根。だが思ったよりジャンプの高度が低い。飛び降りた時とは違い、未由の体重が足かせとなって地へ引き戻そうとする。以前、由衣を抱えて跳んだときと同じ目測にしてしまったことを後悔した。


    「くっ……」


    　だがギリギリで屋根の端に体が届き、僕は《貪れ魔狼デイバウアー》を瓦かわら葺ぶきの屋根に突き立てる。それで何とか転落は免まぬがれるものの、ガキンッ！　と足元で聞こえた金属音に背筋が凍った。振り向けば僕の部屋の窓から黒服が銃でこちらを狙っている。


    　この体勢では避けることも、防ぐこともできないかに思えた。


    　しかしそんな現実を捻ねじ曲げる言ことの葉はが、凛りんと告げられる。


    「――炎鬣の軍馬フアルシオン！」


    　未由が射線を遮さえぎるように炎を纏った赤い馬を顕けん現げんさせた。パスッ、パスッという消音機付き拳銃の発砲音が響くが、炎馬に阻はばまれてこちらには届かない。魔術で作り出された馬はその身に銃弾を浴びながらも涼しい顔で僕に近づいてくると、首を下げて「ブルルルル」と嘶いななく。


    「啓介くん、その子に乗って！」


    　背中の未由がそう叫ぶ。


    「わ、わかった」


    　僕は右腕が触れてしまわないよう気をつけながら、屋根から馬の背中に飛び移った。その途端、炎馬は夜空に向かって駆け上がる。


    　まばたきする間に町全体を見下ろせるほどの高みまで昇り、花火が咲く明るい夜を走る《炎鬣の軍馬フアルシオン》。もはや銃の届く距離ではない。あまりの高さに怯おびえているのか、由衣は頭に齧かじり付いて微動だにしない。


    「どこに向かってるんだ？」


    　僕は頭頂部の痛みを堪こらえながら、背中に掴つかまっている未み由ゆへ訊たずねる。


    「――とりあえず、どこか人ひと気けのない場所。この子は目立ちすぎるから」


    「確かに……燃えてるもんな」


    　手で触れても熱くはないが、この明かりは地上からもよく見えていることだろう。まあ海の方ではまだ花火がドンドンと上がり続けているので、山側を飛ぶ僕らに気付く人間は少ないと思いたい。


    　風を切り、闇を駆けた炎馬が辿たどり着いたのは、僕の両親が眠る墓地だった。未由は僕の首に手を回してしがみ付いてくれていたので、そのまま馬の背から下りる。じゃりっとした感触と地面の冷たさを靴下したの裏に感じ、僕は靴くつを履はいていなかったことを思い出した。


    　未由は手を伸ばして炎馬の首筋を撫なでて「ありがとう」と呟つぶやいてから、《炎鬣の軍馬フアルシオン》を虚こ空くうに返す。頭上の由ゆ衣いも礼を言うように「ワン！」と吠ほえた。


    「もっと遠くに逃げなくてもよかったのか？」


    　僕は辺りを見回しながら訊たずねる。ここだと叔お父じさんの家から一、二キロしか離れていない。


    「どこへ逃げても同じだよ。原因は私だもの。私はただ啓けい介すけくんや由衣ちゃんを危険な場所から連れ出したかっただけ」


    「……つまり未由自身は逃げる気がないのか。仕方ない、しばらく背中からは下ろせないな」


    　僕はそう呟くと、早足で歩き出す。この場所に長く留まらない方がいい。親おや父じやお袋ふくろへ挨あい拶さつしている暇ひまもないだろう。


    「そんな――啓介くん……もう、いいよ」


    「よくない。さっき言っただろ？　僕はこの目で見るまで信じないって。そう考えると、確かに遠くへ逃げることは意味がなかった。真相を暴あばかないと、何も解決しない」


    「真相？」


    「ああ。これまでのことは全部状況証拠。八や朔さく則のり秋あきが言ったのは未由が事件を起こす理由があるってことだけ。さっきだって未由は現場に立っていただけだ。こんな曖あい昧まいなままで終わらせてたまるか」


    　僕は足の裏に食い込む小石の痛みを堪こらえながら、そう告げる。


    「でも……一番可能性が高いのは――」


    「そんなこと知るか。こうして一緒にいれば可能性なんか関係なく、そのうち嫌でも結果は分かる」


    　半ばヤケクソで僕は未由の言葉を遮さえぎった。


    「啓介くん……滅め茶ちや苦く茶ちやだよ。もし私が則秋さんの言った通りの〝鬼〟だったら、どうするの？」


    「――その時は、その時だ。ここまで来たら、最悪ばかり考えても仕方ない」


    　呆あきれたのか、未み由ゆは黙ってしまう。別にそれでも構わない。これは未由自身さえも望んでいない、僕一人の我わが儘ままだから。


    　僕は墓地を出ると、人通りの少ない裏道を選び歩き続ける。花火を見るために海岸へ人が集中しているせいか、全く通行人とすれ違わない。好都合なのだが、襲われたとき助けは期待できないということでもある。僕は右腕の《貪れ魔狼デイバウアー》を維持したまま、先を急いだ。


    　徒歩では少々遠いが、一時身を隠す場所の当てはあった。


    「やっぱり壊れてるよ、啓けい介すけくんは」


    　足の裏に鈍い痛み、ふくらはぎと太ももに重い疲れを感じ始めた頃、未由がぽつりと呟つぶやいた。


    「え？」


    「――咲さきさんが言ってた啓介くんの壊れてる部分、教えてあげる」


    　未由は僕の首に回した腕に力を込めて、耳元で囁ささやく。


    「啓介くんはね、一度掴つかんだ手を離せないの。離さないんじゃなくて、離せないの。誰も見限れない、見捨てることができない。だから私のことも、庇かばうんだよ」


    「何……言ってるんだ？　僕はそんなんじゃなくて――」


    「自分では気付いてないだけ。私はズルいから、ずっとそれを利用してた。求めない振りをして、いつも助けてくれるのを、力になってくれるのを期待してた。今もそう。私はそんな自分が、すごく嫌い」


    「…………」


    　今度は僕が黙る番だった。


    　手を――離せない、か。


    　よく考えれば、それは間違っていないように思う。かつて由ゆ衣いを救えずに誰かの手を掴むことを諦あきらめていた弱い自分は、アリッサや未由の手を取ることで乗り越えたつもりでいた。けれどそのトラウマは反転しただけで消えてはいなかったのかもしれない。


    　これは、壊れていると言われても仕方ないだろう。


    　だけど……あの時の咲ねえはこれを言おうとしたのか？　食事時の短い会話で、ここまで見通されてしまったのか？


    　何か、違う気がした。だけど未由が言う以上、原因はそれなんだろう。だとしたら見方がズレているんだろうか。


    　いくら考えても分からない。気が付くと遠くから断続的聞こえていた花火の音が止やんでいた。花火大会が終わったのだろう。


    　僕はとにかく今は何か未由に言葉を返さなければいけないと、思考を切り替える。


    「――壊れてるとか言うから、変に聞こえるけどさ。もうたぶん、それは僕の性格みたいなものだから……気にするな」


    　我ながらその場凌しのぎの台詞せりふな気がしたが、予想に反して背中から聞こえてきたのは笑い声だった。


    「はは……あはは……せ、性格？　何それ……」


    　未み由ゆはそれからしばらく、体を震わせて笑い続けていた。ぽたっ、ぽたっと背中で弾ける涙るい滴てきの感触と、湿っていく服の冷たさを感じながら、明かりの乏とぼしい道を歩き続ける。未由の笑い声が止やむまで振り返ることはできそうになかった――。


    



    
      ＊

    


    



    　ケースケは、ミユを見つけたかしら……。


    　あたしはベッドに横たわるサキの横顔を見ながら、胸の内で呟つぶやいた。


    　電気の消された病室に、乾いた溜ため息いきの音が響く。


    　病院に着いた直後は、診察時間外だとかで入り口が閉まっていたので焦あせったが、大声でしばらく叫んでいると人が出てきて何とかサキを診みてもらうことができた。


    　レントゲンとかいう体の内側を写真に写す信じがたい検査の後、怪け我がは大したことがないと判明。しばらくすれば普通に目が覚めるらしい。


    　できればすぐさまケースケの元に戻りたかった。


    　だけどあたしはその思いを押しとどめて、面会時間はとっくに過ぎた病室に透明化魔術を使って忍び込み、サキの目覚めを待っている。


    　このまま帰っても、あたしは何もできない……。


    　ミユが無自覚に人を焼き殺していた可能性は高い。現場で立ち尽くしていたミユは、限りなく犯人に近いと言っていいだろう。


    　でも――百パーセントじゃない。


    　実際にミユが人を殺す瞬間を見ていない以上、ケースケは最後まで彼女を信じようとするに違いない。


    　もしもあたしがミユを犯人と見なして力ずくで拘こう束そくしようとすれば、ケースケはあたしを止めるはずだ。トウコの時と同じように……。


    　けれどケースケと同じようにミユを信じぬくには、あたしはミユの怪しい行動を見すぎている。だから何でもいいから、もっと情報が欲しかった。


    　――サキなら、何かを見ているかもしれない。


    　今は他に手がかりもなく、あたしはサキの目が開くのを待ち続ける。


    　もしかしたらこうしている間にも、ケースケへ何かの危機が迫っているかもしれない。


    　そう考えると居ても立ってもいられなかったが、拳を握り締めて堪こらえる。


    　早く起きて――サキ！


    　心の中で叫ぶ。だがその時、病室の扉のガラスにすっと影が動いた。室内より廊ろう下かは明るいため誰かが通れば影が映るのは当然だが、足音が全く聞こえなかったことに違和感を覚えた。


    　ギッ――。


    　扉がわずかに軋きしみを上げて、横へスライドする。


    　誰かが入ってくる!?


    　この病院の医者や看護師が足音を殺して忍び込む理由はない。あたしは息を殺して、正体の分からぬ侵入者を待ち受けた――。
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    第四章　譲れぬもの、代わりなきもの


    



    
      １

    


    



    　靴くつ下したを擦すり切らし、全身汗だくになり、荒い呼吸を繰り返して、僕は早足で歩いた。


    　遠回りになることは分かっていたが、裏道を選んで通り、人の目を避ける。あれから何度か未み由ゆは自分で歩くと言い張ったが、僕は聞こえていない振りをして構わなかった。未由は裸足はだしだったので何が落ちているか分からない裏道を歩くには危険だ。布一枚とはいえ靴下がある分、僕の方がマシだろう。


    　そうして一時間ほどかかって辿たどり着いたのは――遠とお見みという表札が掛かった家の前。


    「やっと……着いたか。叔お父じさんの家からはやっぱり遠いな」


    　僕は息を吐いて、未由を背中から下ろす。


    「啓けい介すけくんの――家。ここに向かってたんだ……」


    　未由はしんと静まり返った二階建ての住宅を見上げて呟つぶやいた。


    「ああ。鍵かぎを返し忘れていたから、中にもちゃんと入れる」


    　僕はそう言ってジーンズの後ろポケットから鍵を取り出す。前に来た時以上に、今回は誰かに見つかりたくはなかったので、手早く玄関を開けて中に入った。


    「真っ暗、だね……」


    　玄関の扉を閉めてしまうといきなり一いつ寸すん先さきも見えない闇の中になってしまい、未由が困ったように言う。叔父さんの家と比べて窓が少ないため、外の星明かりも入ってこないのだ。


    「追われてる身としては明かりを点けない方がいいけど、そもそも電気が通ってないしな。まあ手探りで行くしか――」


    　だが言葉の途中で足元から銀色の光が放たれ、人の形に膨ふくれ上がる。わずかの間家の中を照らした銀光は玄関や廊ろう下かの輪りん郭かくを顕あらわにした。


    「――どう？　お兄ちゃん、見えた？」


    　光が消えると同時に由ゆ衣いの声が響いた。突然のことで少し驚いたが、今のは由衣が変身する際に生じる輝きだったのだろう。


    「まあ、一瞬だけ見えたよ」


    　せめて一声鳴いてから変身して欲しいもんだと思いながら答える。


    「じゃあ、あたしが何回も変身すればいいのかな？」


    「……あんなフラッシュが連続したら、普通に明かりを点けるよりも目立つって」


    「そっかぁ……」


    　残念そうな由衣の声が響く。


    　ボウッ。


    　だがそこに小さな赤い灯火が生まれた。見れば未由が翳かざした手の平に小さな火の玉が浮いている。


    「えっと、こんなので……いいかな？」


    「十分だけど――すごいな、詠えい唱しようもなしに。未み由ゆは本当に未定義魔術を使いこなしてるんだな」


    「あ……そう言えばこんな安定した炎を出せたのは初めてかも。でも、何となくできる気がしたの。たぶんこれも、私が〝鬼〟に近づいてるせいじゃないかな……」


    　暗い声で呟つぶやく未由。


    「あのなあ、何でもそこに結び付けなくてもいいだろ。まあ言っても仕方ないか……とにかく部屋に行こう」


    　僕は未由と由ゆ衣いを促うながして、二階の自室へ向かった。部屋に入ると急に気が緩ゆるみ、僕は床にどすんと腰を下ろす。


    「お兄ちゃん、靴くつ下したボロボロ！」


    　僕の足を見た由衣がそう叫ぶ。


    「まあ、これでずっと歩いてきたからな」


    　苦笑して靴下を脱ぎ、ぽいっと部屋の端に放った。幸いガラス片などを踏むことはなかったので、怪け我がはしていない。


    「啓けい介すけくん……これからどうするつもりなの？」


    　僕の前に座った未由が問う。


    「とりあえず、休きゆう憩けいだな」


    　僕はそう答えて、ずっと発動し続けていた《貪れ魔狼デイバウアー》を解除した。


    「――そういうことじゃないよ。きっとあの人たち、大して時間もかけずにここも見つけるよ。このまま逃げ続けるの？」


    「まあ……追いかけられるなら、逃げるしかないだろ。そのうち僕の《道パス》を辿たどってアリッサも合流してくれるはずだ。そうすれば転てん移い魔術で捕まることはなくなるさ」


    　未由はその返答を聞くと、ぐっと両手を握り締めた。


    「あのね啓介くん……」


    「何だ？」


    　僕が聞き返すと、未由は決意を込めた瞳で見つめ、震える声で問いを発した。


    「私がずっと啓介くんに背負われながら、何を考えていたと思う？」


    「それは……何度も降りたがってたから、迷惑をかけてるだとか、恥ずかしいだとか、そういうことじゃないのか？」


    　だが未由は首を横に振って否定する。


    「違うよ。降りたかったのは、衝動に負けそうだったから」


    「衝動？」


    「うん。正直に言うね……私、すぐ近くにある啓けい介すけくんの首筋を見て――おいしそうって……啓介くんの血が欲しいって思ったの。今もそう。喉のどが渇かわいて仕方ないの……」


    　僕を見る未み由ゆの瞳に宿った妖あやしい色に、息を呑のんだ。


    「未由……お姉ちゃん？」


    　由ゆ衣いが怯おびえたように未由から離れた。


    「――ごめんね由衣ちゃん、怖がらせちゃって。でも全部本当のことなの……私は血を求めてる。これまでは無意識だったかもしれないけど、則のり秋あきさんの言ったことを聞いた今なら自覚できるの。私は、化け物だよ。啓介くんは信じてくれたけど、答えは出ちゃったと思う。だからやっぱり、逃げる必要はないんだよ」


    　未由の告白は衝撃的だった。自然と自分の首筋に手をやる。


    　血を――求めている。


    　以前この部屋で未由が僕に迫ってきた時のことを思い出す。あの時も未由はしきりに喉の渇きを訴えていた。僕の部屋の前で立ち尽くしていた時も同じだったのかもしれない。となるとその衝動はだいぶ前からあったのだろう。でも……。


    「違う。答えなんか出ていない」


    「どういう意味？」


    「未由は今、その衝動を自覚しても理性を失ったりしていないじゃないか。そんな未由が人殺しまでして血を啜すすろうとするなんておかしい」


    「それは、無意識だったから……」


    「だとしたら、体が勝手にそこまでしてしまうほど強い衝動だったってことだろ？　実は前にここで、喉が渇いたと言って未由に迫られたことがあったんだ。でも、結局未由は無意識でも僕の血を飲まなかった。アリッサが部屋に入ってきたせいかもしれないけど、その前に未由は自分から気絶したみたいに見えた。他にも未由が衝動を我慢しようとしていたって思う行動はある。現に今も、未由は人を殺してまで血が欲しいわけじゃないだろう？」


    「当たり前だよ、私、そんなことしたいなんて思わない。だけど……被害者が出てるって事実があるの。則秋さんが言った通り、この狭い町の中で私以外にこんなことができる人間も、こんなことをする動機がある人間も、他にいないよ」


    　客観的に見れば未由の言うとおりだろう。だが不自然なほど埋められた外堀が、どうしても胡う散さん臭かった。


    「もう――逆に考えよう」


    「え？」


    「犯人は、別にいる」


    　僕は何の根拠なく、そう言い切った。


    「啓介くん……それは楽観的じゃなくて、もう現実逃避だよ」


    「いや、その前提で考えたら、何か見えてくるものがあるかもしれない」


    　僕は首を振って、これまでの出来事を思い返す。


    　もしも犯人が別にいるなら――。


    「あ……」


    「どうしたの、お兄ちゃん？」


    　由ゆ衣いが身を乗り出して訊たずねてくる。


    「咲さきねえだ。犯人が他にいるなら、咲ねえはそいつに気絶させられたことになる」


    　今までは他の犯人像が思い描けなくて見落としていた。


    「じゃあ咲さんが意識を取り戻せば――」


    　未み由ゆの呟つぶやきに僕は頷うなずく。


    「ああ。誰が犯人かはっきりする」


    　しかし未由の表情は暗い。


    「私のしたこと……咲さんに見られていたんだね」


    「だから未由がしたとは限らないだろ？　まあ咲ねえの怪け我ががどんな程度かは分からないからな……早く意識が戻ってくれればいいけど……」


    　どの道この状況ではすぐに確かめることもできない。僕は何か他の綻ほころびはないかと考えるが、それ以上は思いつかなかった。


    「未由も由衣も、何か変だと思ったことはないのか？　何でもいいからあれば教えてくれ」


    　僕は二人に頼む。


    「私は自分が犯人だって思うことしか、浮かばないよ……」


    　しかし未由は疲れた顔で首を横に振る。


    「変なことかぁ……そういえばちょっとどうしてかなって思うこと、あったよ。あ、でも事件には関係ないかも」


    　だが由衣の方は首を傾かしげてそう呟いた。


    「いや、思いついたことがあるなら言ってくれ」


    「えっとね、未由お姉ちゃんのことを殺すって言ってた怖い人いたでしょ？」


    「八や朔さく則のり秋あきか……」


    「うん、その人。でも自分がやるって言ってたのに、叔お父じさんの家には来てなかったなって思ったの」


    「そういえば……」


    　僕が見たのは黒服の男達ばかりで、八朔則秋の姿はなかった。僕らのことを知っているなら、未由が魔術を使うことも分かっているはずだ。なのに彼は自信を持って自分が未由を「退治する」と言い切っていた。八朔家は混血の力を保ってきた家系だという。ならばよほどの切り札を持っているに違いない。その彼が現場に来ていないのは変だった。


    「未み由ゆを追う前に、何かすることがあったのか……？」


    　声に出した僕の独ひとり言ごとを聞いた未由が「あっ!?」と叫んだ。


    「どうしたんだ？」


    「いけない！　あの人、今回の事件は明るみにしないって言ってた。だから目撃者を――咲さきさんを、そのままにしておくわけない！」


    「目撃者――」


    　未由の言葉を聞いて背筋が凍りつく。


    　そうだ、八や朔さく則のり秋あきに限ったことじゃない。仮に犯人が別にいるなら、事件を目撃したかもしれない咲ねえを放っておかないだろう。


    「こんなところでゆっくりしている暇ひまはなかったってことか……」


    　僕は苦々しく呟つぶやいて立ち上がる。


    　いや……咲ねえにはアリッサが付いている。そう簡単に最悪の事態にはならないだろうが……。


    「二人とも、とりあえず外に出よう」


    　僕はそう呼びかけて玄関に向かう。靴くつ箱ばこから昔使っていた靴を取り出し、友とも月づきにもお袋ふくろが使っていたものを渡した。


    「サイズ、合うか？」


    「少し大きめだけど、大丈夫だよ」


    　未由はそう頷うなずく。《貪れ魔狼デイバウアー》を発動させてから子狼の姿に戻った由ゆ衣いを抱き上げると、僕は警戒しながら玄関の扉を開ける。


    　だがその時もう、僕らは一箇か所しよに長く留まりすぎていたのだろう。


    　そして迂う闊かつにも見逃していた要素があった。


    　家の敷地を出て角を曲がった途端、それは姿を見せた。


    　ゆらりと闇の中で白い影が揺れる。


    



    「――み、つ……けた」


    



    　澱よどんだ声こわ音ねに、ぞわっと背中の毛が逆立つ。本能が危険を訴え、僕は足を止めた。未由も僕の後ろで立ち止まる。


    　道の真ん中に幽ゆう鬼きのごとく白い服を纏まとった黒髪の女性が立っていた。俯うつむいた顔は乱れた長い黒髪に隠れて見え辛づらいが、彼女には見覚えがあった。


    「そうか、この人も……」


    　僕は苦々しく言葉を搾しぼり出す。


    　八朔則のり秋あきと最初に出会った時、共にいた車くるま椅い子すの女性。彼は確か菜な津つと呼んでいた。本当は足など悪くなかったのか、車椅子は傍そばにない。恐らく彼女も未み由ゆを監かん視ししていた八や朔さく家の人間だったのだろう。僕はそっと由ゆ衣いを地面に下ろすと、右手を握り締めた。


    「この声……」


    　隣となりから聞こえた虚うつろな呟つぶやきに、はっとする。


    「未由？」


    「あなた――だったんだ」


    　声を掛けるが、未由は焦点の合わない瞳で独ひとり言ごとを続けた。


    「い……こう……」


    　そしてまたもや不気味な声を発する菜な津つ。だがその言葉に未由はコクンと頷うなずいた。ふらっと無防備に歩き出し、彼女に近づいて行く。


    「おいっ!?」


    　僕は慌あわてて引きとめようと手を伸ばすが、じゅっと肌に感じた痛みに驚く。


    　――熱あつっ!?


    　未由の周りに近づけないほどの熱が発生していた。未定義魔術かと思って《貪れ魔狼デイバウアー》の右腕を伸ばすが熱は消えるどころか、魔術を破壊してしまいそうな勢いで陽かげ炎ろうの腕を炙あぶった。


    「くそっ！」


    　頭痛が走り、僕は右手を引く。これは《嘆なげきし魔ま王おう》の魔術じゃないのか？


    　だが菜津はその熱など感じぬように、未由の腕を掴つかんで、自分の元へ引き寄せた。未由は意識がないのか、菜津の為なすがままに抱き上げられる。


    「――くっ、未由を放せ！」


    　僕は右腕に纏まとう陽炎の牙を構えて、菜津に突進する。


    「くる……な」


    　そこで初めて女性は顔を上げてこちらを見た。血のような色をした赤い瞳が僕を射る。


    　ゆらっ――。


    　すると僕の前にある景色が急に歪ゆがんだ。じりっ……と肌に痛み。僕はそれが〝熱気〟であることに遅れて気付く。本能が警告を発した。


    「――っ!?」


    　とっさに踏みとどまり、右腕を翳かざしながら後ろに飛ぶ。それとほぼ同時に音もなく真紅の炎が視界一杯に広がった。


    　盾たてにした右手に突き刺すような熱さ。《貪れ魔狼デイバウアー》で抉えぐり取るには大きく、強すぎる火か焔えん。


    　僕は爆風に吹き飛ばされ、ゴロゴロとアスファルトを転がる。最後は背中をこすり付けるようにして何とか止まった。


    「ぐ……」


    　全身の痛みを堪こらえながら、顔を上げる。


    「ワンワン！」


    　由ゆ衣いが駆け寄ってきてくれていたが、既に菜な津つと未み由ゆは元の場所にいない。僕は右腕を支えにしてよろよろと立ち上がった。


    「くそっ、見失ってたまるか！」


    　僕は由衣を左手で抱えると、《貪れ魔狼デイバウアー》を路面に思いっきり打ち下ろす。ビシッとアスファルトがひび割れ、僕はその反動で宙に舞った。ぐっと歯を噛かみ締め、全身に掛かる負荷を堪こらえ、僕は鳥の視点を得る。強風の中で目を開いて、住宅街を見下ろした。


    　いた！


    　菜津は未由の体を軽々と抱え、屋根を飛び石のようにして移動している。まるで、あのキメラのような身体能力だ。速い――。あっという間に遠ざかり、闇に紛まぎれようとする二人の姿に焦あせりを覚える。


    　たとえ《貪れ魔狼デイバウアー》の跳躍を駆く使ししても、追いつけそうにない。


    　飛ひ翔しようの限界点に達し、落下に転じながら、僕はせめてもと菜津の行く先を見極める。


    　方角的には叔お父じさんの家や、電車の駅、城跡がある山側へ向かっているようだった。僕はもう一度地面に右腕を振り下ろして着地の衝撃を相そう殺さいすると、走り出す。


    　いったいどうなってるんだ。何で未由は自分から――。


    　胸中には疑問が渦うず巻まく。


    　だが先程の虚うつろな未由の表情は、花火大会で姿を消す直前に見せたものに似ていた。あの時も未由は誰かに呼ばれたみたいなことを呟つぶやき、いなくなったのだ。


    　未由が夜に外出していたかもしれないっていうのもまさか――あいつの仕し業わざか？　あの熱なら雨に濡れても一瞬で蒸発するだろう。それに僕を攻撃した炎……。


    　そうだ、あいつが未由を操る力を持っているのだとしたら、全部説明が付くじゃないか。あいつと八や朔さく則のり秋あきは、未由を犯人に仕立て上げようと――。


    　いや……それじゃおかしい、か。


    　もし未由に罪を着せることが目的なら、それは既に達成された。なのにわざわざ仕掛けのタネをバラす必要はない。


    「ああもう、どうなってるんだ！」


    　頭がますます混乱して、僕は吐き捨てる。咲さきねえの身も危ないかもしれない状況で、こうして未由を追いかけていることが正しいことかも分からない。


    　せめてアリッサの方は咲ねえを守り抜いていてくれ……。


    　だが胸中で呟いた言葉を裏切るように、《道パス》を通してアリッサが近づいてくる感覚が伝わってきた。


    「――タイミング、最悪だな」


    　つい先ほどまでは待ち遠しかったアリッサの合流だったが、それは今現在咲ねえが無防備であることを意味している。僕は街灯もない暗い裏道で一旦立ち止まり、アリッサを待ち受けた。すぐに病院へ戻るように伝えないと……。


    　星空に黒い点が現れ、ゆらゆらと揺れながら近づいてくる。けれどアリッサが飛行魔術で向かってきているにしては速度が遅く、不安定だ。さらに妙な違和感を覚えて、僕は顔を顰しかめる。


    　何だ……あれ？


    　アリッサにしてはシルエットが大きい。その理由は影が近づいてくるにつれて明らかになった。浴衣ゆかたではなく幾き何か学がく模様の魔術衣を身に着けたアリッサは、大きな〝荷物〟を抱えていたのだ。


    「どっこいしょっと」


    　トンっと着地し、アリッサはそれを路面に投げ出す。


    「痛っ！　もうちょっと丁重に扱って欲しいもんだね」


    　そしてその荷物は不満の声を上げ、縛しばり上げられた手足を不自由そうに揺すった。よく見れば彼を拘こう束そくしているのは水で造られた手て錠じようのようだ。アリッサの魔術だろう。


    　――荷物の名前は八や朔さく則のり秋あき。僕がたった今黒幕かもしれないと怪しんだ人物だった。


    「アリッサ……どうなってるんだ？」


    　訳が分からずに問いかける。


    「えっとね、こいつがサキの病室に忍び込もうとしてたから捕まえたのよ。怪しいから連れてきたわ。病室に置いておいたら騒ぎにもなりそうだったしね」


    　事も無げに簡潔な説明をするアリッサ。相変わらず僕の想像を一段も二段も飛び越えるやつだ。


    「ケースケ、呆あきれた顔をしてどうしたの？　何か……まずかったかしら？」


    　アリッサは僕の表情を見て、少し不安そうな顔を見せる。僕は慌あわてて首を横に振った。


    「いや、まずいどころか本当に助かったよ。咲さきねえはたぶん命を狙われてたんだ。そうですよね――則秋さん？」


    　僕は身動きを封じられた彼に訊たずねる。


    「……はは、お見通しみたいだね。事件を闇に葬ほうむるには目撃者がいたら困る。重症ならしばらく放っておこうかと思ったんだが、生あい憎にくと軽い脳のう震しん盪とうだったみたいだから、始末させてもらおうと思ったんだよ」


    　地面に転がされながらも、飄ひよう々ひようとした様子で答える八朔則秋。それを聞いたアリッサが腕を組んで告げる。


    「運が悪かったわね。あたしはサキがしばらくすれば目覚めるって聞いて、何を見たか確かめるために病室へ残っていたのよ。面会時間が過ぎて追い出されそうになったから、透とう過か魔術を使ってね。あんたはそこにノコノコやってきたの」


    「そりゃホントについてなかったな。少し焦あせりすぎていたよ」


    　彼は肩を竦すくめて、残念そうに呟つぶやく。だがその言葉に本気の色はなかった。


    「――あなたが咲さきねえを殺そうとしたのは、それだけが理由なんですか？」


    　僕は平静を崩くずさない彼に問う。


    「どういう意味だい？」


    「咲ねえは……真犯人を見ていたから殺そうとした。未み由ゆ以外の人物を目にしてしまったから生かしておけなかった。違いますか？」


    　その言葉に彼は目を細めた。


    「どこからそんな発想が出たのかな。状況的に友とも月づき未由以外の犯人像なんて浮かばないと思うんだけど」


    「根拠ならあります」


    　自信をもって告げると彼の瞳に剣けん呑のんな光が宿る。


    「へえ……もしかして――会ってしまったのかな？」


    　彼が何を訊いているかはすぐに理解できた。僕は頷うなずく。


    「はい。未由を操り、魔術のように炎を起こす女性――あなたが菜な津つと呼んでいた人に会いました。彼女は未由を連れ去っていった。普通に考えれば彼女の方が未由よりずっと怪しい」


    「…………」


    　僕の言葉に彼は黙り込む。


    「則のり秋あきさん、彼女はあなたの恋人だって言ってましたよね？　いったいどういうことか説明してください！」


    「――はぁ……」


    　僕の追及に彼は深々と嘆たん息そくした。ナイフのように鋭い視線を引っ込めて、彼は仮面のような笑顔を浮かべて肩を竦すくめる。


    「やれやれ……君にまで見られてしまっていたんじゃあ、咲という子の口を封じる意味なんてなかったか。礼を言うよアリッサくん。無駄な殺しをせずに済んだ」


    　皮肉っぽく告げる八や朔さく則秋。


    「……!?　じゃあやっぱりあの人が今までの事件を――」


    「ああそうさ。焼死体を作り出していたのは彼女だ。僕の愛する菜津だよ」


    　あっさりと肯定する彼に、僕は疑念を抱く。


    「つまり……あなたたちは未由に罪を着せて殺そうとしていた……ってことでいいんですか？」


    「そう理解してもらって構わない。ただ罪を被かぶせるというのは少し違うね。元々、真相は公おおやけにならないことだから罪など存在しない。僕は未由くんが理性を失っていると客観的に判断される状況を作り出したかっただけだ。要するに僕以外の八朔家スタッフや友月家の人間、もちろん九く棚だな家と繋つながりがある君達も含めて騙だましたかったわけさ」


    「だとしたら、何であの人は僕らの前に？　あなただってわざわざ自分が咲ねえの口止めに動かなくても良かったんじゃないですか？　どうして自分からボロを出すような真ま似ねを……」


    　すると彼は自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべた。


    「ボロならとっくに出ていたよ。今日の出来事は予定外なことが多くてね。それを上手うまく理想の形に収めるため奔ほん走そうしていたわけさ」


    「予定外？」


    「――菜な津つの暴走だよ。友とも月づき未み由ゆが大切なら早く追うといい。どうなってしまうか分からないからね」


    「暴走……」


    　つまりあれは彼女の単独行動ということか。ならば一応納得はできる。だがそうなると八や朔さく則のり秋あきを拘こう束そくしていても、事態は好転しないということだ。


    「アリッサ！　あいつが逃げた方向は分かってる。空から追いかけよう」


    「分かったわ」


    　頷うなずくアリッサ。そこに八朔則秋が口を挟はさむ。


    「できるなら僕も連れ行ってくれないかな。菜津を止められるのは僕だけだ。いくらなんでも彼女が君たちに勝てないことは分かってる。彼女を傷つけたくはないから、できるだけ穏おん便びんに済ませたいんだ」


    「……どうする、ケースケ？」


    　アリッサが困ったように聞いてくる。僕はしばし考えてから結論を出した。


    「――連れて行こう。ここに放置しておくのも不安だ。何をするか分かったもんじゃない」


    　どんな能力も使うかも知らないのに、目を離すのは危険だろう。


    「ありがとう、助かるよ」


    　邪気の欠片かけらさえも表面上は見えない笑顔で礼を言う八朔則秋。


    　その余よ裕ゆうが――ひどく不気味だった。


    



    
      ２

    


    



    　アリッサは八朔則秋を縛しばり上げている水のロープを握ると飛行魔術で空に舞い上がる。僕はいつものようにアリッサの腰に掴つかまり、由ゆ衣いも相変わらず僕の頭上だ。


    　いったん浮き上がってしまえば風の揚力で重さはあまり感じないらしく、アリッサは八朔則秋をぶら下げながら悠ゆう々ゆうと飛ぶ。


    「この方角なら……菜津は奈な波なみ城跡へ行ったのかもしれないな」


    　宙ぶらりんになりながら、八朔則秋が呟つぶやいた。


    「――どうしてですか？」


    　根拠が気になって僕は問う。


    「一度行ったことがあるし、この時間なら誰もいないだろう。それに菜な津つにとってはこの町で唯一懐かしさを感じさせる場所だからさ」


    「懐かしさ？　あの人は昔この町に来たことがあるんですか？」


    「ああ、あるとも――五百年前にね」


    「……冗談は止やめてください」


    　僕はからかわれているのだと思い、声を尖とがらせる。しかし彼はいたって真ま面じ目めな口調で続けた。


    「おや、君たちにはちゃんと話したはずじゃないか、奈な波なみの城を焼き滅ぼした鬼の正体を。菜津に出会ったのなら、感づいているかなと思ったんだけどな」


    　そう言われて反応したのはアリッサだった。


    「まさか――その人が五百年前の鬼自身なの？　有り得ないわ。そんな長い年月を生きられる混血なんているはずない」


    　僕は前に聞かされた話を思い出す。確か超人的な身体能力を持っている混血者ほど肉体の維持に《高次存在ヴイナー》の力が必要で、《壁》のある今の世界では短命になるということだった。


    「そういうものなのかい？　だけど現実に彼女は五百年間、老いもせず、若々しい肉体を保ったまま生き続けているんだ。君の言う常識など当てはまらない、素晴らしい存在なのさ」


    　恍こう惚こつの表情で呟つぶやく彼を見て、空寒いものを感じる。


    「そんな例外なんてものが許されたら《方舟はこぶね》の立場がないわよ！　っていうかそもそも鬼は討ち取ったって言ってたじゃない」


    「すまない、あれは嘘うそだよ」


    　悪びれる様子もなく言い放つ彼にアリッサは怒りで顔を赤くする。


    「な……」


    「殺すなんて勿もつ体たい無いことをするはずがない。八や朔さく家は代々受け継がれてきた力で、鬼を従えたのさ。以来彼女は兵器としてや、他の様々な用途で使われるようになった。戦国の世を裏から操るために、邪魔な国を滅ぼさせたり……とかね。この奈波もその一つさ。城だけを焼き払う鬼なんて変な話だろ？　友とも月づき家の繁栄のため、彼女は使われ続けた。もちろん全て裏の仕事だから、本家の人間は何も知らない。このことを知っているのは当主と八朔家だけさ。もっとも〝鬼〟なんて存在が空想だとせせら笑われるようになった現代じゃ、彼女は持て余されているけれどね」


    　アリッサの話を前提に考えればこれも嘘臭かったが、妙に内容が生々しい。


    「まるで、道具だな」


    　不快感を顕あらわに僕は呟く。


    「――まったくだ」


    　だが意外なことに彼は薄ら笑いを消して、吐き捨てるように告げた。


    「え？」


    「意外な顔をしないでくれよ。何度も僕は言ったじゃないか。菜な津つを愛していると。道具扱いされて、怒らないわけがないだろう？　とは言っても今代の《使し役えき者しや》は僕だ。やっていることは先祖達と同じなんだけどね」


    「使役者……」


    「ああ、鬼の管理人さ。まあそういう訳で僕なら菜津を御ぎよすることができる。安心してくれ」


    「でも、暴走したんだろう？」


    「それは僕が傍そばを離れたからだ。声が届く距離なら菜津は僕の言うことを聞いてくれるよ。大丈夫、僕はもうこうして捕まってしまったんだ。大人しく未み由ゆくんを解放させて、降参するつもりだよ」


    　腕が自由ならお手上げのポーズをしそうな口調で彼は言う。


    　全く信用はできないが、菜津という女性への思いだけは本物のように思えた。逆を言えばそれ以外は全部偽りでもおかしくないが……。


    「どうしてそんなに……菜津さんを――」


    「愛しているのかって？　君には不思議に思えるのかい？」


    　僕は躊躇ためらいながらも頷うなずく。正直、先ほど相対した感じでは、まともな意い思し疎そ通つうなどできないように思えた。


    「決まっている。彼女は僕の――全てだからだ」


    「全て？」


    「ああ、全てだ。僕が生まれた理由も、こうして生きている理由も、そして死ぬ理由さえも菜津にある。彼女はいつも、いつだって僕の傍かたわらにいてくれた。菜津以外、他に何も持たない僕を常に満たしてくれた。最も傍にいて、最も大切な人間を愛することは、別におかしなことじゃないだろう？」


    「は、はい……」


    　どこか気け圧おされて、僕は頷く。


    　何でこんなに心が揺れるんだろう。彼を眩まぶしく思えてしまうのだろう。


    「あ、ケースケ見て！」


    　だがそうこう考えているうちに、アリッサが前方を指差した。


    　既に僕らは奈な波なみの駅を越え、城跡に迫っている。夜空よりも暗い、真っ黒な塊かたまりが城跡のある山だ。しかし街灯などないはずの山頂には、かがり火のような炎が揺れていた。どうやら彼の言うことは正解だったらしい。


    「間違いないな。菜津はあそこにいる」


    　八や朔さく則のり秋あきは自信ありげに告げた。


    「降りるわよ。準備はいい？」


    「ああ」


    　僕は頷うなずく。《貪れ魔狼デイバウアー》は不ふ可か視し状態ではあるが、ずっと発動させてある。


    　アリッサは高度を下げ、炎を目印に真っ直ぐ向かっていく。石垣の上、かつては城が建っていた広い草原の一部を焼き焦がして、辺りを照らす炎。次第にそこで何が起こっているかが見えてきた。


    　燃えているのは――やはり人間。


    　その傍そばに立つ黒髪の女性――菜な津つと、虚うつろな表情の未み由ゆ。菜津はその手でスーツ姿の男性を吊るし上げていた。指は首筋に食い込み、全身血だらけ。未由の前にその男性を突き出し、何かを促すようにぶらぶらと揺すっている。


    　だが僕らが離れた場所に降り立つと、きっとこちらを睨にらみ付けて「ぐるるるる……」と獣のような唸うなり声を上げた。由ゆ衣いがびくっと震えて僕らの後ろへ隠れる。


    「あれはうちのスタッフのようだね。菜津を見つけたら足止めしておくよう言っておいたけど、返り討ちにあったのか。未由くんも取り逃がすし、役に立たない人達だ」


    　また乱暴に放り出された八や朔さく則のり秋あきは、草の上に転がりながらも冷淡に告げる。だが菜津に視線を移した途端、うっとりしたような口調に変わった。


    「しかし――彼女は美しいだろう？　血に濡れるとその妖あやしさがさらに際きわ立だつ。あれこそが滅亡した五いつ弸み家最後の長。菜津姫だ」
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    　彼の言う通り――五いつ弸み菜な津つは怖おぞ気けが立つほど美しかった。白く、透明な肌は夜闇の中でも輝くよう。異常なほどに整った顔立ちは、凶暴な表情を浮かべていても決して損なわれてはいない。


    「血だらけの人間を振り回して……いったい何をやってるんだ？」


    　僕はどういう行動に出ればいいか考えながら、彼に訊たずねる。


    「――餌えさをやろうとしているんだよ」


    「餌？」


    　僕は自分の耳を疑いながらも聞き返す。


    「見ての通り菜津には人間らしい理性がほとんど残っていない。生まれた時からああだったのか、血に目覚めてから正気を失っていったのか、どちらかは知らないが彼女はもう獣と変わらない生き物だ。普段は鎮ちん静せい剤ざいと睡眠薬で休眠させておかないと、僕以外は手におえないほどのね。しかしだからこそ、その本能で未み由ゆくんが自分の存在に近しい者であることを感じ取り、親鳥が雛ひなを育てるように餌を運んでいるのさ」


    　確かに未由を背後に庇かばい、警戒の唸うなり声を上げる彼女は、まるで母親のようにも見えた。


    「じゃあ今までのことは……」


    「そう――僕は最初、少しばかり派手な感じで菜津に食事をしてもらい、未由くんに罪を着せるつもりだったけど、菜津は人間を捕まえる前に、そこへ未由くんを招こうとしたんだ。それでこの習性に気づいた。つまり菜津にとっては単に子育てのための狩りだったんだよ。目覚めている間は基本的に僕から離れないよう菜津には命じてあるから、未由くんの方を呼ぶしかなかったわけだ。でも――」


    　彼はそこで言葉を切って、菜津をじっと見つめる。彼女はこちらを警戒しながらも、ずっと未由の前に血だらけの男を突き出していたが、未由は一向に反応を示さない。


    「がああああああああっ！」


    　苛いら立だったように菜津は男の首を力任せに握りつぶす。「ぐぽっ!?」という濁にごった断だん末まつ魔まの声が響いた。そして彼女は男の死体を地面に投げ捨て、赤い瞳で睨にらみ付ける。すると火種もないのに、男の体が燃え上がった。


    「――未由くんは、たとえ無意識下でも血を飲むことは拒否するんだよね。よっぽど人間であることに拘こだわりがあると見える。大した精神力だよ。しかもこの数日、未由くんは菜津の呼びかけに応えなかった。啓けい介すけくんたちに疑いを持たせるために、その間は被害者を出さないようにしていたんだけど……生き血の味を思い出させてしまったせいか、これまで衝動の沈ちん静せい用に使っていた輸血パックじゃ菜津は抑え切れなくなっていたんだ。そしてとうとう満月へ近づくにつれ高まる衝動と相まって、僕がいない間に薬品による休眠状態から覚かく醒せいしてしまった。未由くんの方も満月で衝動が高まっていただろうから、今日は菜津の意志に逆らえなかったんだろうね」


    　菜な津つは燃える死体を一いち瞥べつすると、今度はこちらに牙を剥むいた。


    「ははは、どうやら菜津は未み由ゆくんがさっきの餌えさを気に入らなかったと考えたみたいだ。君たちを次の餌にするつもりらしい」


    　面白そうに笑う八や朔さく則のり秋あき。


    「おい！　早くあの人を止めて未由を正気に戻せ！　できるんだろ？」


    　僕は右腕を構えながら叫ぶ。


    「止やめないなら、荒っぽい方法を使わせてもらうわ」


    　アリッサも手を菜津に向けて翳かざすと、鋭く告げた。


    「それは勘かん弁べんしてくれ。すぐに止めてみせるよ。僕には彼女のように強力な《鬼おに火び》は使えないけれど〝もう一つの能力〟は彼女よりも上だからね」


    　彼は縛しばられた情けない姿ながら、にやりと笑ってみせる。


    「あぁ……がぐう……」


    　意味をなさない言葉を呟つぶやきながら近づいてる菜津。彼はそれを見つめながら、よく通る大きな声で叫んだ。


    「菜津!!」


    　その途端、全身に電流が走ったかのように身を震わせて菜津が足を止める。どうやら本当に彼の言うことは聞くようだ。けれど、彼が素直に彼女を大人しくさせるかは分からず、僕はすぐにでも動けるよう備えた。アリッサも菜津と彼の動きを見逃さぬよう、目を鋭くしている。仮に未由を殺せなどと命じても、実行に移すより早く止めるつもりでいた。


    　だがその後に続いた命令は――僕らの予想を大きく裏切る。


    「僕の左腕を、もぎ取れ！」


    　一瞬、何を言ったのか理解が追いつかなかった。そして予想外の事態は対処を遅らせる。その間に菜津は僕らとの距離を詰め、八朔則秋に飛び掛っていた。


    「くっ……!?」


    　彼を守るにはもう遅く、僕とアリッサは菜津に襲われた彼から後退する。助けるべきなのか、それすら分からず立ち尽くした。


    　何な故ぜあんな命令を――。


    　ベギッ！


    　妙な音が聞こえた。菜津は邪魔な水の拘こう束そく具ぐを炎で蒸発させ、彼の左腕をありえない角度に曲げながら力任せに引っ張っている。


    「ぎゃあああああああああ!?」


    　耳を覆おおいたくなるような悲鳴が轟とどろく。


    　ぶちっ、びちっ、ばちべきっ!!


    　肉が裂さけ、腱けんが引き千切られ、骨が砕ける音が響き――ぶつんっと左腕が宙を舞った。


    　びしゃああああああああああああっ!!


    　彼の傷口から噴水のように飛び散る血液。それは雨のように降り注ぎ、離れた場所にいた僕とアリッサの全身を濡らした。


    「……もういい、菜な津つ。僕の傷口を焼け」


    　だがそんな中、ゆらりと立ち上がった八や朔さく則のり秋あきは、掠かすれた声で菜津に命じる。炎が一瞬彼の肩口を舐なめると、彼の出血が止まった。


    「は、はははははははははははははははははははははははははははははははは――」


    　鬼気迫る表情で彼が笑う。


    「痛い……なかなか痛いね。はは……それに貧血で視界が霞かすむ……僕も濃い血脈のおかげで普通の人間より体は丈夫だが、下手へたをすれば死にそうな出血だ。ははははははっ、痛くて痛くて、笑いが止まらないね」


    　彼は引きつった笑顔で血ち塗まみれになった地面と僕らを眺ながめる。


    「いったい何のつもり！　自殺でもしたいの!?」


    　アリッサが叫ぶ。すると彼はいきなり笑みを消し、アリッサを不快そうに見た。


    「君はちょっとうるさいな――黙れ」


    「もごっ!?」


    　突然口を開けなくなり、苦しそうに唸うなるアリッサ。


    「おい、何をしたんだ!?」


    《貪れ魔狼デイバウアー》を構えて詰め寄ろうとすると、今度は僕へ不愉快そうな視線を向けて彼は告げる。


    「啓けい介すけくん、君の方は慌あわただしすぎる。だから――動くな」


    　その途端、全身がズンと重くなった。


    「なっ……」


    　体の言うことが聞かない。全く動けないというほどではないが、足を上げるだけでも普段の数倍の力を要する。


    「よかったよかった。どうやら君たちにもちゃんと効果はあるようだ。腕一本を犠牲にした甲か斐いはあったよ。驚いたかい？　これが八朔家に受け継がれてきた友とも月づきの血脈――《支配》の力さ」


    　彼はふらつく体を菜津に寄り掛からせながら告げた。


    「支配？」


    「そうだ、僕の言葉には強制力があるんだよ。君がさっき僕の同伴を断らなかったことにも、この力が働いていたはずだ」


    「ふざけるな、あの時は本気で断ろうと思えば断ることはできた。今のこれとは全然、次元が違う」


    「ま、そうだろうね。ある条件が整わない限り、この《支配》は〝何となく〟効果のあるものでしかない。相手の意志を根本から捻ねじ曲げられるほど強いものではないんだよ」


    「……ってことは、今その条件が整ったって訳か」


    　僕は彼の行動を思い返す。左腕を引き千切らせたことに何か意味があったのか？


    　ならあの時、あいつから何か攻撃や干かん渉しようを受けたのか？


    　そこで僕は自分とアリッサの体にべっとりと付着した赤い液体に思い至った。


    「血、か？」


    　彼は唇くちびるを歪ゆがめると頷うなずいた。


    「当たりだよ。血を仲立ちにすることで《支配》の効力は格段に増すのさ。菜な津つには毎日僕の血を飲ませてある。だから誰より深くまで《支配》が届く。まあ僕の血は菜津や未み由ゆくんほどじゃないにしても〝濃い〟から、いくら飲ませたところで、菜津の衝動を抑える助けにはならないんだけどね」


    「未由が操られているのも……その力のせいなのか？」


    　僕は目だけを動かして、ずっと燃える死体の前に立ち尽くしている未由を見る。


    「恐らくね。菜津と未由くんは形質がとても似てるんだよ。同じ血が流れていると言っても過言ではない。だから菜津の弱い《支配》でも縛しばられてしまうんだろう。ほら、比べると親子――いや、姉妹みたいじゃないか？」


    　確かに陶とう磁じ器きのように白い肌や、顔立ちは近い部分がある。最初に彼女を見たとき、まじまじと観察してしまったのは、無意識でそれを感じていたからなのだろう。


    「だが……やはり菜津の方が美しい。当然だ。菜津は友とも月づき家の歴史で最もあの方に近づいた人間なのだから。紛まがい物は――いらない」


    　彼の声に、殺気が混じる。袖そでの中に仕込んであったのか、彼が右腕を振ると、その手に小型拳銃が手品のように現れた。


    「やめろっ！」


    　その銃口が未由に向けられたのを見て、僕は叫び、走り出そうとする。だが実際に動けたのはたった一歩。体は全然言うことを聞かなかった。キメラの魔眼で麻ま痺ひしたときとも感覚が違う。得体の知れない力で外側から押さえつけられている。恐らく体に付着した血液を拭ぬぐわないと、この重圧は解けないのだろう。


    　ダッ！


    　けれど僕の代わりに無言でアリッサが地を蹴り、飛び出す。喋しやべることを封じられては魔術も使えないのに、真っ直ぐ八や朔さく則のり秋あきへ向かって行く。


    「菜津、彼女を拘こう束そくしろ」


    　アリッサを指差し、彼が命じる。すると菜津は「があっ！」と叫んでアリッサへ突進した。


    　瞬間移動に近い速さで、菜津はアリッサへ肉薄すると腕を伸ばす。だが僕は見ていた――アリッサは菜津が動き出した直後、足を止めて、迎え撃つ体勢を整えていたことを。


    　アリッサとは何度も訓練で手合わせした。だからこの後の流れも分かる。


    　伸ばされた腕を半身を引いて避けると同時に、その腕を横から掴つかむアリッサ。僕の経験から来る予測をなぞるようにして、アリッサは菜な津つを背負い投げる。


    　やった！


    　僕にはこの後、菜津が遠くまで投げ飛ばされるビジョンまで見えていた。その間に八や朔さく則のり秋あきを押さえるつもりであろうことも。


    　だが――。


    　ボウンッ!!


    　空中にいきなり赤い爆炎が巻き起こる。熱風が吹き渡り、むき出しの肌を炙あぶる。


    　僕には宙に投げ出された菜津がいきなり自爆したように見えた。


    「……!?」


    　けれど、違う。


    　爆発にわずかの間眩くらんだ目が元に戻った時、アリッサは背中から地面に押し倒されていた。


    　まさか、爆発の勢いを利用してアリッサに襲い掛かったのか――。


    　一度掴まってしまえば、人間離れした力に抵抗することはできず、悔しそうな表情でもがくアリッサ。


    「これで全員の動きは封じた――いや、一匹残っていたか」


    「ウォウッ！」


    　小さな黒い体を夜の中に紛まぎれさせ、いつの間にか彼に接近していた由ゆ衣いが銃を持つ右腕に噛かみ付こうとする。


    「甘いよ」


    　だが彼は腕を振るい、銃じゆう把はで由衣を殴なぐり飛ばした。


    「キャン!?」


    　悲鳴を上げて草むらを転がった由衣はぐったりと動かなくなる。


    「由衣!?」


    　叫ぶが反応しない。魔術存在とは言え、具ぐ現げん化している以上、物理的に壊れることがあるというのはアリッサに聞かされていた。


    「くそっ!!」


    　頭が真っ白になり、重い手足をがむしゃらに動かして近づこうとする。だがそこに八朔則秋の冷めた声が響いた。


    「おや、君はそっちに向かうんだね。そういえばそんな姿をしていても、君の妹だったか。じゃあこっちは、いらないのかな？」


    「――なっ!?」


    　僕は驚いて足を止める。彼を見ると、それまで未み由ゆに向けていた銃が今はアリッサを狙っていた。


    「やめろっ！」


    　叫ぶ。するとあっさり彼は銃を下ろした。


    「いいよ。止やめてあげるさ。よく考えて選んだらいい。未み由ゆくんは死んでもらわなくちゃいけないけれど、残りはどちらかだけ殺さないであげよう」


    「ふざけるな、元々全員殺すつもりだろ!?」


    「心外だな。僕は本気だよ。僕は愛に生きる男だからね。君の一番大切な人の命は、できれば奪いたくない」


    「そんな言葉誰が――」


    「信じないのは勝手だけど……まあ選べない程度のものなら、どちらも殺すだけさ」


    　彼の指が引き金に掛かるのを見て、背筋が凍る。


    「待て！」


    　ピタリと彼は動きを止めた。


    「――なら、どっちだい？」


    　感情の読めない瞳が僕を見る。


    　しかし答えられるわけがなかった。アリッサが死ぬのも、由ゆ衣いをもう一度失うことも、許せはしない。


    「んー……考えるのに時間が掛かるようなら、先に未由くんを殺しておこうかな」


    　彼はそう言って、再び銃口を未由に戻す。


    「あ――」


    　背筋が凍る。


    　離れた場所で立ち尽くす未由、視界の端で菜な津つに押さえつけられているアリッサ、八や朔さく則のり秋あきの近くで気絶している狼姿の由衣――。僕の視線は彼女達の上を何度も巡めぐるが、答えなんて出せない……誰か一人なんて選べない……他を切り捨てるなんて……できるはずがなかった。


    「待ってくれ！　やめろ!!」


    　僕の叫びに、また彼は動きを止める。だがその後、肩を震わせて笑い始めた。


    「ははっ！　あはははははははははっ！　誰に銃を向けても、やめてやめてやめて！　いい加減にしてほしいね！　こんな絶体絶命の状況で、たった一人、一番大切な人は助けると言っているんだ。こんな破格な提案があるか？　君は贅ぜい沢たくだよ。本当に不愉快だ。苛いら々いらする。僕は最初に会ったときから、君が気に入らなかった。だって一目で分かったからね。君には〝一番〟がないってことが!!」


    　彼はその眼まな差ざしに憎悪を宿らせて、僕を罵ば倒とうし、嘲あざ笑わらう。


    「そして祭りで話したときに気づいた。君は誰も見捨てられない、近くにあるもの全部を大切に思っている人間だ」


    　未由と同じことを彼は言った。しかしその声に含まれているのは、軽けい蔑べつと怒り。
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    「それは一見、美徳だね。だけど裏から見れば君が何も選べないことを意味している。選べないから、全部を手に入れようとする。今だって、何とかして全員を助けようとばかり考えているんだろう？　ふざけるな!!」


    　彼は怒号を放つ。あまりの剣幕に僕は息を呑のんだ。


    「たった一人の愛する人を、僕は全てを懸かけて救おうとしているんだ。菜な津つが生きるために未み由ゆくんは鬼として退治されなければいけない。だがそれを邪魔しようと言う君には、未由くん以外の全てを切り捨てる覚悟がない、他に一番大切なものもない――腹が立って当然だろう!?」


    　激げつ昂こうしすぎたのか、彼は立ちくらみを覚えたように足元をふらつかせる。焼いて止し血けつした左手の付け根から、ボトボトと血が滴したたった。


    「……何で菜津さんのために、未由が殺されなきゃいけないんだ？」


    　彼の気迫に飲まれながらも、僕は問う。


    「菜津はね、もしも未由くんが混血としての衝動に理性を失わなかった場合、処分されることになっているのさ。当主の秘書を務める僕の父から聞かされたことだ、間違いはないし、覆くつがえることもないだろう。より優れたものが手に入るのならば、当主にとって菜津は不要らしい。菜津は力の大きさと凶暴さゆえに持て余され、疎うとまれていたからね。しかし僕にとって菜津は一人だけだ！　代わるものなどない!!」


    　そこまで言うと彼は未由、アリッサ、由ゆ衣いを順番に眺ながめた。


    「君とは違う。かけがえのない一人がおらず、大事なものにはいくらでも代えがある、君とはね――」


    　ぞわっと背筋が粟あわ立だつ。彼の声には凍える殺意が宿っていた。


    「やめ――」


    　パァン！


    　制止する間もなく彼は銃弾を放っていた。由衣へ――向けて。


    　目の前が真っ暗になり、絶望に心が砕けそうになる。だが由衣の体は銃声の後も変化なく、弾は外れたことを悟る。


    「くっ……あはははははっ！　いい顔だ。胸がすっとしたよ。君が自分の愚かさを悔い、絶望するところをどうしても見たかったんだ。安心してくれ。僕は初めから君とアリッサくん、あと君の妹を殺すつもりはない」


    「な……に？」


    　僕は呆ぼう然ぜんと聞き返す。


    「当主の意向でね、君たちを殺すことは禁じられているのさ」


    「どうして――友とも月づき家の当主が？」


    「そんなことは僕の与あずかり知らぬことだ。とにかく殺す理由を作り出せるのは未由くんだけ。君たちには後で僕の血を直接飲ませてあげるよ。そうしたら《支配》の力は心まで届き、今日の記憶は全部忘れさせることができる。本当は君の友人にもこの方法を使うつもりだったのさ。無駄な人死にを増やして、事を大きくしたくないからね」


    　彼は肩を竦すくめると、僕らに背を向けて未み由ゆの元に歩き出す。未由は棒立ちのまま、銃を持った彼が近づいても反応する様子がない。


    「さあ、早く片付けてしまおう」


    　近づきながら銃を構える八や朔さく則のり秋あき。僕は体の自由が利かず、アリッサは身動きと言葉も封じられている。僕は《姿の言葉シヤープワーズ》さえ唱えることができれば魔術を使えるが、これまでそんな隙はなかったし、今から使おうとしても間に合いはしない。


    　ホリィ＝ライトや《天使王ミトロン》と戦い、打ち破ったと言っても、その力を使えなければ意味がないのだ。


    「未由！　目を覚ましてくれ!!」


    　他にどうしようもなく、僕は叫ぶ。しかし未由の瞳は虚うつろなまま、菜な津つの支配が解ける様子はない。菜津の腕に押さえられながらアリッサも必死にもがいているが、抜け出すことは不可能に見える。


    「――啓けい介すけくん。君は幸せじゃないか。未由くんを失っても、大切なものはまだ二つも残っているんだから」


    　彼は少しだけ振り返り、告げる。その言葉には皮肉ではなく、本気の羨せん望ぼうが籠こもっていた。


    「だから僕にも――大切なものを守らせてくれ」


    　そう言うと彼は未由に向き直り、無造作に引き金を引いた。


    　パンッ！


    　乾いた音が響き、同時に未由の腹部に黒い点が穿うがたれる。


    「あ……」


    　僕は掠かすれた声で呻うめくしかなかった。アリッサも目を見開き、動きを止める。


    　黒点を中心に、広がる赤い染み。


    　ぐらっと未由の体が傾き――ひどく軽い音を立てて、草むらに倒れる。


    　傍そばで燃える二つの死体が、その光景を静かに照らしていた。


    



    
      ３

    


    



    　風が、止やんだ。まるで先ほどの銃声が大気を殺してしまったかのように。


    　けれど――違う。あの銃弾が撃ち抜いたのは……。


    「あああああっ……げほっ……あぐっ!?」


    　夜の城跡に、苦く鳴めいが響き渡る。その主は――未み由ゆ。


    　銃で撃たれた傷口を手で押さえ、咳せき込み、血を吐いている。痛みと衝撃で、菜な津つの支配が解けたのだろう。


    「未由！」


    「う……啓けい介すけ……くん？」


    　倒れながらも、僕の声に反応して顔を上げる未由。


    「――思ったよりも元気だね、未由くん。ん？　もう出血が止まっているじゃないか。やはり君は菜津と同じ存在のようだ。驚くべき再生能力だよ」


    　八や朔さく則のり秋あきが激痛に苦しむ未由を見下ろして呟つぶやく。彼の言う通り、傷口を押さえる手の隙すき間まからは、もう血が流れ出てはいなかった。


    　再生……能力？


    　そういえば墓参りに行ったとき転んだ未由の傷が、一瞬で消えてしまったように感じたことがあった。見間違えかと思っていたが、未由の混血としての肉体が瞬またたく間に治ち癒ゆさせていたのか。


    「けど、脳を破壊すればさすがに死ぬだろう。すまないね、無駄に苦しみを長引かせたみたいだ」


    　そう言って彼は銃口を未由のこめかみに押し当てた。苦痛に歪ゆがんだ未由の表情に恐怖の色が混ざるが――すぐに諦あきらめと覚悟が顔を覆おおう。


    　ダメだ。未由はまだ自分が犯人だと思いこんだままなんだ。だから自ら死を受け入れようとしている。


    　それが間違いだと伝えるために、僕は必死に叫んだ。


    「未由！　そいつは敵だ！　事件を起こしていたのは未由じゃない！　嵌はめられていたんだよ。だから抵抗してくれ!!」


    「え……？」


    　僕の言葉を聞いて、未由の顔に驚きの色が広がる。けれど八朔則秋は冷れい徹てつに告げた。


    「残念。何をしようと、引き金を引く方が早いさ」


    　未由に現状を理解する間も、反撃する隙も与えず、彼は――とどめの銃声を響かせた。


    　夜よる闇やみを震わせる破裂音。


    　しかし彼は深く考えるべきだったのだ。未み由ゆの支配が解かれた、本当の意味を。


    　ビチャッ!!


    　鮮血が飛び散り、未由の体を濡らす。


    　僕はただその光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。


    「何、で……？」


    　驚きよう愕がくの声は、八や朔さく則のり秋あきの口から漏れたもの。


    　硝しよう煙えんを上げている銃口は未由ではなく、高く昇った天の月へ向いている。


    　白い、白い腕が、彼の左胸を貫つらぬいていた。彼は拳銃をボトリと地面に落とすと、自分の胸から生はえた手に触れる。


    「菜、津？　何を……しているんだい？」


    　唇くちびるの端から血を垂たらし、震える声で彼が自分の背後に呼びかけた。


    「や……め、て……」


    　一語ずつ区切るような喋しやべり方で、彼に腕を突き刺した女性――菜な津つが告げる。牙を剥むき、必死な光を湛たたえた赤い瞳で、主であるはずの八朔則秋を後ろから睨にらみ付けていた。


    「菜津……君、は……」


    　驚きに強こわ張ばっていた八朔則秋の表情がくしゃっと崩くずれ、今にも泣き出しそうな顔で笑う。


    「は、ははは……今日は三人も襲ったみたいだから、僕の血が……薄まっていたのかな？　それとも……そんなに、未由くんを……仲間を……守りたかったのかい？」


    　血に濡れた白い菜津の腕を撫なでながら、彼は問いかけた。


    「あぁ……うぅ……」


    　言葉にならない唸うなり声を上げると、菜津は彼の胸から腕を引き抜く。


    「ぐはっ!!」


    　口と傷口から大量の血を流し、未由の前に倒れる八朔則秋。


    「え……？」


    　血ち塗まみれの未由は何が起こったのか理解できない様子で、彼と菜津を交互に見ていた。僕も事態に頭が付いていかず、ただ見守ることしかできない。だがそんな僕の元に菜津の縛いましめから解き放たれたアリッサが駆けてきた。


    「アリッサ？」


    　焦あせった表情で僕の肩を揺すると、両手を使って三角や四角といったジェスチャーをしながら口をパクパク動かすアリッサ。


    　て……ん、し？


    　唇の動きからそう読み取った僕の頭に、今度はアリッサの声が直接響いた。


    『早く！　今のうちにあたしの力を!!』


    　あ――！


    　僕はアリッサの言いたい事を理解して、頷うなずき、早口で《姿の言葉シヤープワーズ》を唱える。


    「来きたるは金色。風を引き連れ舞う乙おと女め。界かいの王たる小さき揺ゆり籠かご――黄金の髪靡なびかせ、空を渡り、道を拓ひらく、留まることを知らぬ者――内に秘めし裁きの光、歪ゆがみを正す天なる翼。罪を断ちし清き剣――宿命と役目をここに分かち、彼の腕に法の刃を！」


    　僕はアリッサの内に眠る力の有様を定義し、外側へと導く。


    　僕の左手とアリッサの右手との間に、はっきりとした繋つながりを感じた。まるで太い綱のような強い《道パス》。


    　アリッサの中にある《天使王ミトロン》の力が僕の左手を経由して、再びアリッサへと還かえり、収束する。


    「彼の右手にライト天の光剣ライト!!」


    　その《起動言語トリガー》と共に、内側から溢あふれ出た天使の力がアリッサの右手に物質として具ぐ現げんする。形作るのは光り輝く大きな剣。虚こ空くうより生じたその剣が放つ眩くらい金色の光が夜の闇を押しのける。


    　小こ柄がらな体には不釣り合いなほど巨大な剣を、アリッサは片手で悠ゆう々ゆうと構える。


    「これで……支配なんて通じないわ」


    　話すことを封じられていたはずのアリッサが、声を発した。


    　見ればアリッサの全身に付着していた八や朔さく則のり秋あきの血糊が、赤い霧になって蒸発していく。


    「ほら、ケースケも」


    　アリッサが剣の峰を僕に押し当てると、同じように彼の血は霧む散さんした。途端に全身の重圧が消え、体が嘘うそのように軽くなる。この世界に本来有り得ざる力を滅ぼすための《代界存在ロウラー》――天使の力。それが働いたのだろう。


    「ウォン……」


    　意識を取り戻したのか、由ゆ衣いもふらふらと僕の元にやってきた。重大なダメージは負っていないようだと安あん堵どする。


    　あとは――未み由ゆだけだ。


    　しかし未由の元に向かおうとした途端、菜な津つが赤い瞳でこちらを睨にらんだ。


    　ゆらっと大気が熱で歪ゆがみ、炎の渦うずが僕らを包み込む。


    「ただでさえ蒸し暑いのに、さらに熱くしてるんじゃないわよっ!!」


    　だがアリッサの剣が一振りされるだけで、火炎は千切れ飛び、無に還かえった。


    「ぐるるるるる……」


    　菜津は本能で脅きよう威いを感じ取ったのか、犬歯をむき出しにして威い嚇かくする。しかしそこに場違いな笑い声が響き渡った。


    「あはははははっ！　ははっ！　ははははははははっ!!　どうしようか、これじゃ僕、死んでしまうよ！」


    　全員が――菜な津つまでもがぎょっとした顔で八や朔さく則のり秋あきを見る。


    「ごほっ、ごほっ！　もう計画が滅め茶ちや苦く茶ちやだ。ああ……菜津、でも僕は怒っていないよ。愛しい君を、叱ったりはしない。ただ……少し、悲しいだけだ。君は未み由ゆくんの方を、肉親だと思うんだね……血の繋つながった息子の……僕よりも」


    　血を吐きながら、彼は予想外の台詞せりふを口にした。


    「息子ですって？」


    　アリッサが目を丸くして聞き返す。


    「……そうだよ。八朔家はいつからか、代を重ねる度に女子が生まれなくなり……近親婚で血の濃さを保つのも限界が訪れていた……でも、そんなときに現れたのが、誰よりも濃く混血の形質を発現した菜津だった。彼女を母体にすることで、八朔家は五百年前から血の濃さを保ってきたのさ……。代々の使役者……八朔家の長となる家系の者は皆……彼女の腹から生まれてきた。そしてその子供がまた彼女との間に子を生なす。だから彼女は僕にとって母親であり……恋人なんだよ」


    　彼は平然と、衝撃的な事実を語った。


    「な、何よそれ！　変よ、正気じゃない!!」


    　アリッサの台詞に彼は唇くちびるを歪ゆがめる。


    「かもしれないね……でも、それが八朔家だった。そして僕は……だからこそ、誰よりも菜津を愛していた。生まれたときから――ずっと。だから何としても、彼女だけは生き残らせてみせる」


    　その声には固い決意が宿っていた。


    「そんな体で何を……」


    　僕の呟つぶやきが聞こえたのか、彼は笑う。


    「ふふ、僕はただ……命じるだけさ。菜津も、未由くんも……存分に僕の返り血を浴びてくれたからね。この量なら、多少無茶な命令も可能だろう」


    　まさか!?


    「耳を――」


    　塞ふさいでくれ。そう叫ぼうとしたが、その時既に彼は《支配》の言葉を口にしていた。


    「未由くん、息を止めろ」


    「――くっ!?」


    　未由が苦しそうに喉のどを押さえる。


    「脳を破壊するには……こういう方法もある」


    　彼は得意げに呟いた。


    「アリッサ！　すぐに未由を！」


    「分かってる！　剣さえ触れれば、支配は解けるわ」


    　躊躇ためらっている時間はない。僕らはそれぞれ陽かげ炎ろうの右腕と光の大剣を携たずさえ、走り出す。


    「菜な津つ！　未み由ゆくんを連れて逃げ回るんだ！　ただしアリッサくんの剣が消えたら、反撃に転じてもいい!!」


    　苦しむ未由を前におろおろした様子の菜津だったが、彼の言葉を聞いた途端に身を震わせた。そして未由を抱きかかえると、僕らに背を向けて駆け出す。


    「逃がすもんですか!!」


    　天使王ミトロンの剣を手にしたアリッサは身体能力も向上しているのか、僕をあっという間に追い抜いて、人間離れした菜津の速度に付いていく。石垣を飛び降りた菜津に続いてアリッサも身を躍らせた。


    　遅れて僕も後に続こうとしたが、そこに八や朔さく則のり秋あきの声が響いた。


    「啓けい介すけくんの相手は――僕だよ」


    　もはやほとんど死体と言ってもいいほどの有様だというのに、その気配に脅きよう威いを感じて立ち止まる。


    　胸から血をボタボタと零こぼしながらも、彼はゆっくりと身を起こし、低く掠かすれた声で呟つぶやいた。


    「八朔則秋――死ぬまで戦え。僕の血よ、命尽きるまでこの体を動かせ！」


    　その途端、彼のふらついていた体に力が戻る。彼は両足でしっかりと大地を踏みしめて立つと、落とした銃を拾った。


    「自分を……《支配》したのか？」


    　半はん死し半はん生しようとは思えない姿を見て、問いかける。


    「――まあね、最後の切り札さ。菜津がアリッサくんを引き付けている間に、何としても君を殺す必要があるからね。アリッサくんの持つ《天使王ミトロン》の剣は、君が死ねば消えるんだろう？」


    　確認するような口調。ごまかしても無駄だろうと、僕は頷うなずく。


    「……ああ」


    《天使王ミトロン》の力を引き出しているのは僕だ。僕の意識が途と切ぎれた時点で、あの剣は消滅してしまうだろう。


    「はは……なら望みはある。もう僕の支配が通じない以上、菜津にはアリッサくんを倒してもらわなければ。真実を知る者を残すわけにはいかない。ちなみにもし君が剣の維持を第一として逃げた場合、僕は八朔家のスタッフに病院で眠る君の従姉いとこを始末しろと連絡を入れる。だから小こ賢ざかしい真ま似ねはしない方がいい」


    　彼は咲さきねえを人質に僕の行動を制限すると、銃口をこちらに向ける。


    　戦わないわけには……いかないようだ。


    　彼の瞳は本気だった。なら、僕も退ひくことはできない。


    「僕やアリッサは殺せないんじゃなかったのか？」


    　僕は彼に問いかけながらも息を整え、精神を研ぎ澄ます。


    　彼が構える銃の射線を遮さえぎるようにして《貪れ魔狼デイバウアー》の陽かげ炎ろうが纏まとう右腕をゆっくりと構えた。


    以前、未み由ゆを襲った暗殺者との一件で銃弾が止められることは実証済み。ただし何発分耐えられるかは分からないが……。


    「僕はもうじき死んでしまうというのに、保身を考えてそんな当主の意向を気にする必要もないだろう？　今夜のことを隠いん蔽ぺいできればそれでいい!!　僕は菜な津つの生き残れる可能性が少しでも高まる選択をするだけだ!!」


    　彼は激情と共に引き金を引いた。


    　パンッ!!


    　死を運ぶ、乾いた音が響く。


    　銃弾など目で追えるはずがない。僕はただ銃口の向きから予想して、右腕を翳かざした。


    　右手の中心に――衝撃と、わずかな痛み。目測は誤っていなかったようだ。


    　僕は陽炎の腕にめり込んで停まった銃弾を握り締める。すると銃弾は手品のように消えてしまう。


    　そうだ、この喪失感。心に刻まれた、失うことへの恐れ。確かに僕は誰かの手を離してしまうことが、見捨てることが、どうしようもなく怖いのだろう。でも――だから選べないわけじゃない。


    「未由は殺させない。もちろんアリッサも、由ゆ衣いも、咲さきねえもだ！」


    「まだ君はそんなことを言うのか……傲ごう慢まんな願いと、半端な覚悟だ。菜津一人に全てを懸かけている僕に、大切なものに代わりがある君が敵かなうはずもないし、立ち塞ふさがる資格もない」


    　彼は哀れむように僕を見るが、僕の心は揺れなかった。


    「代わりなんてない！　大切だとかどうとか、そんなこと関係なくて――代わりなんてないんだよ!!」


    　僕は叫び――八や朔さく則のり秋あきに向けて駆け出す。彼を納得させる説明なんてできない。だが今、口にしたことが僕の真実。


    



    　失くしたことがあるから、分かる。


    



    　この奈な波なみに帰ってきてから、挨あい拶さつした両親の墓。親おや父じやお袋ふくろは死んでしまっているけど、そこにいた。忠ただ志しさんや茜あかねさんがその代わりじゃない。


    　由衣にも、アリッサにも、そして未由にも代わりはいない！


    　彼の銃口から目を離さぬようにして、僕は走る。


    　接近戦に持ち込まなければいけない。離れていては、ただ一方的に攻撃を受けるだけだ。


    「ちっ！」


    　彼もそれは分かっているようで、舌打ちをして僕から距離を取ろうと後退する。


    　しかしここは石垣の上にある四角い限られた空間だ。逃げるにも限界がある。


    　僕は狙いを付けられぬよう、ジグザグに走りながら彼へ近づく。《貪れ魔狼デイバウアー》の腕で地面を蹴る移動法は、途中で方向転換できないというデメリットがある。拳銃相手ではリスクが高い。


    　少しずつ、距離を詰めて行く。こちらの動きを捉えられないのか、それとも銃弾が残り少ないのか、彼はじりじりと追い詰められながらも銃を撃とうとしない。


    　今まで何発撃った？　三、四発か？


    　ここまで温存するところを見ると、残り二、三発といったところかもしれない。右腕だけで再装そう填てんはできないはずだ。確実に当てる気だろう。


    　だが彼はまだ石垣の縁までは余よ裕ゆうがあるというのに、足を止める。


    　――何だ？


    　疑問に思いながらも僕は走った。彼に考えがあるのだとしても、僕は腕が届く範囲に近づく必要があった。


    　立ち止まった八や朔さく則のり秋あきは僕の移動に合わせて銃を動かし、目を細める。ぐっと彼の体に力と殺意がたわむのを肌で感じた。


    　撃つのか!?


    　右腕による防御は博ばく打ちの要素が大きい。僕は回避を選択し、思いっきり横へ跳ぶ。


    　パンパンッ！　と連続する銃声。だが僕の体には痛みも衝撃もない。


    　弾は外れた――しかし僕の体勢も崩くずれている。ジャンプした勢いを殺さないように地面をゴロゴロと転がるが、止まったとき隙すきだらけになるのは目に見えていた。


    　あいつは必ずそこを狙ってくる。だったら――。


    　僕は体の回転が止まると同時に《貪れ魔狼デイバウアー》を地面に振り下ろした。


    　舞い上がる土塊と、耳に届く銃声。


    　僕は土煙を突き破り、彼の正面ではなく、真横に急加速で接近する。わずかな距離で僕は銃弾とすれ違ったのか、耳元を過ぎた鋭い風切り音に、肝きもを冷やす。


    　けれど思惑は当たった。僕は彼から一歩の距離で制動をかけ、間合いに捉えた。


    「くっ!?」


    　もう弾切れだったのか、彼は銃自体を僕に投げつけてくる。僕は陽かげ炎ろうの腕でそれを打ち払うと、拳を握り締めて殴なぐりかかった。


    「うわっ!?」


    　彼は怯おびえたように叫ぶと、無様に尻しり餅もちをつく。空振りする拳。だが彼は次撃を避けられる体勢ではない。


    　僕は勝利を確信したが、彼の口元が笑っているのに気がつく。そして彼の傍そばに落ちていたモノにも――。


    　しまった！


    　僕は彼の意図を悟り、慌あわてて後ろへ跳ぶ。


    「もう遅いさ!!」


    　しかし彼は転がっていた自分の〝左腕〟を拾い上げ、勢いよく投げつけてきた。断面から血液を飛び散らせながら、向かってくる彼の腕。


    「くそっ！」


    　陽かげ炎ろうの腕で叩き落とすが、それでも体のあちこちに血の雫しずくが付着した。


    　この場所へ移動したのは、全てこれが狙いだったのだろう。


    「動くなぁっ!!」


    　間かん髪はつ容れずに絶叫する八や朔さく則のり秋あき。僕の全身にズンッと負荷が掛かった。だが血の量が少なかったせいか、先ほどのような重さはない。


    　この程度なら――動ける！


    　僕は拳を固めて、もう一度攻撃に移ろうとする。しかし勝ち誇った笑みを浮かべたのは彼だった。


    「鈍のろいね」


    　彼は自分のズボンの裾すそを捲めくり上げ、まだ隠し持っていた銃を取り出す。


    　なっ――！


    　普段の速度なら彼が銃を構える前に、勝負はついていただろう。だが鈍くなった体では間に合わないと気付く。


    　銃口がこちらに向き、引き金が引かれるまでの間にできたのは右腕を体の前に翳かざして盾たてにすることだけだった。


    　ダンダンダンダンッ!!


    　前の銃よりも口こう径けいが大きいのか、空気を震わせる重い銃声が連続し、《貪れ魔狼デイバウアー》を抉えぐり撃つ。


    　――ビキンッ！


    　頭の内側から刺すような痛み。まずい、魔術が!?


    《彼の右手にライト天の光剣ライト》の発動で、思った以上に精神力が持っていかれている。そちらを維持しようと思うと、銃弾に削られた《貪れ魔狼デイバウアー》の修復が間に合わない。


    　ダンダンッ!!


    　至近距離から一気に撃ち込まれた銃弾のダメージは、六発目にして脆もろくなった《貪れ魔狼デイバウアー》の許容量を超過した。バキンッと脳内に破壊音が響き、右腕を覆おおっていた陽炎が霧む散さんする。


    「ぐっ……!?」


    　視界が暗くなる。魔術を強引に砕かれたせいで、精神にダメージを負ってしまったのだ。


    　だめだ！　気絶するな!!


    　奥歯で舌を噛かみ、その痛みで意識を繋つなぎとめる。気を失えばアリッサの剣まで消えてしまう。


    　着弾の衝撃に圧おされて後ろに倒れそうだった僕は、何とかギリギリで踏みとどまった。


    「しぶといね。でも終わりだよ」


    　けれど彼はそんな僕に向けて容よう赦しやなく引き金を引く。


    　――っ!?


    　立っているので精一杯だった僕にそれを避ける手段はなかった。


    



    　カチッ！


    



    　だが……聞こえてきたのは軽い金属音。


    「弾切れか……」


    　彼は呟つぶやくと銃を投げ捨て、こちらに近づいてくると拳を振り上げた。


    　朦もう朧ろうとした僕の目には、向かってきた拳は映らなかった。ただ、頬ほおにめり込む骨と皮の感触と衝撃、そしてわずかに遅れてやってきた痛みが、殴なぐられたことを僕に教える。


    　血の味が口の中に広がり、脳が揺さぶられ、視界が白はく濁だくした。


    　ぐら――。


    　足元に暗い穴が開き、落ちて行くような感覚。


    　まだだ!!


    「……ああああああああっ!!」


    　自分でも意味不明な叫びを上げて、途と切ぎれてしまいそうな意識を奮い起こす。失っていた平へい衡こう感覚をがむしゃらに掻かき集め、大地を踏みしめた。


    「だあああああぁぁぁぁぁっ!!」


    　痛みを全て怒りと攻撃衝動に変え、拳を固めて殴りかかる。


    　よく見れば彼は何な故ぜか体をぐらつかせていた。苦しそうな表情を浮かべ、こちらの拳を避けようとしない。


    　そして彼の《支配》を受けた僕の遅い拳は彼の頬にみしりと食い込み、彼を大きく仰のけ反ぞらせる。


    「ぐっ!?」


    　けれど彼も倒れる寸前で踏みとどまり、僕を睨にらみ付けた。


    「……どうやら体の限界が近いらしい。でも――」


    　彼は再び僕に拳を繰り出す。避けられるはずもなく、顔面に入った一撃は世界を暗転させようとする。


    「落ちて……堪たまるか!!」


    　この暗い闇の淵ふちへ足を踏み外すことは、未み由ゆが命を落とすことに等しい。


    　僕は足を踏ん張ると、反撃を彼に放とうとする。だがそれより早く、彼の拳がもう一度僕を殴なぐりつけた。


    「がっ!?」


    　頭の内側に星が弾ける。


    「啓けい介すけくん……君は僕に勝てないよ。お互いに武器もないが、《支配》がわずかでも効いている分、有利なのは僕だ!!」


    　さらに連続して彼の右拳が振り下ろされる。動きの鈍った僕では、やり返す暇ひまがない。


    　衝撃が頭ず蓋がいに加えられるたびに、視界にかかる靄もやが濃くなっていく。


    「倒れろ！　倒れろ！　倒れろっ!!　諦あきらめろっ!!」


    　彼の言葉による《支配》が精神面からも僕を屈服させようと襲い掛かる。


    　――十分頑張ったじゃないか。もうどうにもならない。これ以上抵抗しても、苦しみが長引くだけだろう？


    　胸の内側から、もう一人の自分が囁ささやく。


    　――諦めれば楽になる。目を閉じればすぐに終われる。


    



    　黙れ!!


    



    　僕は心の中で叫び、もういいかという気持ちが沸き起こるのを塞せき止めた。


    　膝ひざの力が抜けるのを堪こらえ、殴られてよろける体を立て直す。


    　目を閉じるにはまだ早すぎる。僕が倒れなければ、希望は消えない。


    　感覚が遠くなるのを、殴られるたびに弾ける痛みに縋すがって、乗り越える。


    　何発喰らったかも、分からない。


    　ただ、ひたすらに抗あらがい続ける。


    　諦める必要はなかった。何な故ぜなら、僕はあいつが未み由ゆを助けるまで、我慢すればいいだけなのだ。


    　どのぐらい耐えたのだろう――。ふと、それまで続いていた打撃が止やんだ。


    「ぐ……」


    　目の前で左胸の傷を押さえ、肩で荒く息をする八や朔さく則のり秋あき。


    「何で君は……倒れない。君にそんな覚悟が……あるはずないのに」


    　僕は腫はれて熱い瞼まぶたを開き、彼を睨にらむ。


    「僕は……何も見捨てられないわけでもないし、選べないわけでもない……。菜な津つさんがこのままだと処分されるって聞かされても、未由の命を助けたくて……あなたに抵抗してる。大切なものを守るために、あなたの大切なものを奪おうとしてる。覚悟とか、そんなのは知らないけど――僕は、あなたと同じだけだ」


    　掠かすれた声で、僕は告げた。


    「同じ……だと？」


    　彼の瞳に怒りが宿る。


    「君と僕は違うと、何度言えば分かるんだぁぁっ!!」


    　感情のままに振り上げられる拳。僕は衝撃と痛みに備えて歯を食いしばった。


    　だがその拳を阻はばむように、銀色の光が瞬またたく。


    　ガツッ！　という鈍い音。しかし僕の体に痛みはなかった。


    　気付けば、僕の前には小さな背中。彼の拳を額に受けながら、由ゆ衣いが手を広げて立ち塞ふさがっている。


    「お兄ちゃんを……これ以上、いじめないで」


    　痛くないはずはないだろう。けれど由衣は決して泣き声ではなく、強くはっきりとした言葉でそう告げた。


    「邪魔するな……どけっ！」


    　彼は苛いら立だった声こわ音ねで叫び、由衣の肩を掴つかむと横へ押しのけようとする。しかし由衣は足を踏ん張って退どこうとはしなかった。


    「やだっ！　あたし、お父さんとお母さんに約束したもん！　お兄ちゃんのこと、ぜったい守るって！　あたし達の分まで、ぜったい生きてもらうからって!!」


    　生きてもらう――。


    　僕より少し長かった合がつ掌しようの間、由衣はそんなことまで親おや父じ達に告げていたのか。


    「五月蝿うるさい……僕だって誓ちかったさ。菜な津つを命に代えても救うってなぁっ!!」


    　由衣を弾き飛ばそうと、彼は横よこ殴なぐりに腕を振るった。


    「――っ！」


    　だが由衣はその腕にがしっとしがみ付く。


    「くそっ！　離れろ！」


    　片腕の彼は由衣を引き離す手段がなく、よろよろとバランスを崩くずす。もう体にあまり力が残っていないのだろう。


    　由衣――。


    　僕は残った力を振り絞しぼり、右の拳を固めた。


    　由衣が約束を果たそうとしてるのに、呆ほうけているわけにはいかない。


    　震える足を前に踏み出し、重い腕を振り上げる。


    　守ると約束したのは、僕も同じ。


    　誰も変わらない。何も変わらない。失いたくない物のために、力の限り抗あらがっているだけだ！


    「やああああああぁっ!!」


    　速度の代わりに全体重を掛け、僕は拳を彼の顔面に抉えぐり込ませる。


    　ミシッという感触。それでも止まらず、僕は腕を最後まで振り切った。


    「があっ!?」


    　彼の苦く鳴めいが響く。由ゆ衣いが離れると、彼は糸の切れた人形のように崩くずれ落ちた。


    「お兄ちゃん！」


    　そのまま僕まで倒れそうになるのを、由衣が支えてくれる。


    「はあっ……はあっ、はあっ――」


    　荒い呼吸を繰り返しながら倒れ伏す彼を見下ろした。


    　勝った……のか？


    　しかし胸中の言葉を否定するように、彼の体が震える。


    「まだ、だ……」


    　右腕を支えにして、起き上がろうとする八や朔さく則のり秋あき。


    「くそ……しぶとすぎるだろ……」


    　僕はそう呟つぶやいて由衣を後ろに下がらせると、拳を構えようとした。


    



    「――おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん」


    



    　だがその時、城跡の山全体に叫び声が響き渡る。


    「菜な津つ!?」


    　彼は動きを止めると、血相を変えて辺りを見回した。


    　すると石垣の下――僕の位置からは見えない場所から天を衝つく火柱が立ち昇り、さらに金色の光がそれを真っ二つに両断した。


    「おぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


    　絶叫が轟とどろき、石垣の下から現れる手負いの菜津。肩を押さえ、息を荒らげている。


    　それに続くように今度は未み由ゆを抱いたアリッサが大剣を携たずさえて、飛び上がってきた。


    「ケースケ、未由は助けたわよ！　ちゃんと息もしてるわ!!」


    　僕を見つけると、そう叫ぶアリッサ。意識はないようだが、確かに胸が上下している。


    　よかった……。


    　僕は自分の役割を果たしたことを知り、深く安あん堵どの息を吐く。


    「菜津!!」


    　だが八朔則秋はアリッサたちなど目に入らぬようにふらつきながらも立ち上がると、負傷した菜津の元へ走って行く。


    「あっ、駄目よ！　今この剣で切ったから、あんたの支配はもう――」


    　アリッサが慌あわてたように制止するが、彼は止まらなかった。


    「菜津！　菜津！　奈津っ!!」


    「――ぐるるるるるっ！」


    　そんな彼に気付いた菜な津つは、唸うなり声を上げ、赤い瞳で睨にらみつける。


    　彼の前に膨ぼう大だいな熱が収束し、炎となって弾けた。


    「な――」


    　言葉の途中で、彼は爆炎に飲まれ、吹き飛ばされる。


    　僕の近くまで押し戻され、ようやく止まった彼の体は皮膚が焼け爛ただれ、服の前面は黒く炭化していた。彼は仰向けに倒れながら「ぐぅっ……」と呻うめく。


    「どうやら、あいつを倒さないと決着は着きそうにないわね」


    　僕の元に未み由ゆを抱えてやってきたアリッサは、手負いの獣となった菜津を見て告げる。意識のない未由を地面に寝かせて、剣を構えた。


    「そうだな……それに未由も彼女がいる限り、支配されることになる……」


    　相あい槌づちを打つが、そこで限界が訪れた。くらっと景色の色が薄れ、白黒になり、上下が反転する。


    「ケースケ!?」


    「お兄ちゃん!?」


    　わずかに意識が途と切ぎれてしまったのか、僕は気付くとアリッサと由ゆ衣いに抱きとめられていた。


    「あ……もしかして、天使の剣……消えちゃったか？」


    　何か柔らかいものに顔を埋うずめているのを感じながら僕は尋ねる。


    「え、ええ。だけどそんなことより、暗くてすぐに気づかなかったけど……よく見たらケースケ傷だらけじゃない！　顔なんてボコボコよ？」


    「まあ……滅め茶ちや苦く茶ちや殴なぐられたからな。悪いけど……もう魔術を使えそうな精神力は残ってない。あの剣がなくても勝てそうか？」


    　僕の言葉にアリッサは、不敵に笑う。


    「当たり前よ。《天使王ミトロン》の剣は強いけど、あたしの魔術まで打ち消すから不便だったの。魔術師アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトを舐なめないでよね」


    　自信に満ちた声こわ音ねで告げると、アリッサは僕を由衣に預け、菜津へと腕を翳かざした。菜津の方も最大の脅きよう威いが喪失したのを感じ取ったようで、間合いを測るようにじりじりと近づいてくる。


    



    「――待って、アリッサさん」


    



    　けれど静かな声が、戦いの火ひ蓋ぶたを切る寸前だった二人の動きを止めた。


    「未由？」


    　僕は驚いて、身を起こした未由を見る。


    「あの人のことは、私に任せて。やっと全部――分かったから」


    　ゆっくりと立ち上がった未み由ゆは、アリッサにそう告げた。


    「任せてって……ミユじゃあいつに《支配》されちゃうでしょ？」


    「あの人はもう、そんなことしないよ。私が望みを叶えてあげるって、約束したもの」


    「約束？」


    「うん。あの人、私を連れて逃げ回りながら、何度も何度も心で話し掛けてきた。これまではその思いが大きすぎて私は意識を飲まれてしまったんだと思うけど、さっきは則のり秋あきさんの《支配》の方が強くて、ちゃんと聞くことができた。それで分かったの。あの人が私を呼んでいた理由」


    　僕は不思議に思って口を挟はさむ。


    「理由って、未由に血を飲ませようとするためだったんじゃないのか？　あいつは餌えさをやっているんだって言ってたぞ？」


    　倒れている八や朔さく則秋を見ながら言うが、未由は首を横に振った。


    「違うよ。血に飢うえていた私に、それを与えようとしてくれたのは事実だけど、それは私に頼みごとをするため。あの人は私にずっとお願いをしていたの」


    「お願いって、何をだ？」


    　すると未由は悲しそうに菜な津つを見つめる。


    「――殺してって……あの人はそう願ってた」


    　だがその言葉にアリッサは納得できない表情を浮かべた。


    「死にたがってるってこと？　じゃあ何で《支配》が解けてからも、あたしに牙を剥むこうとしてるのよ？」


    「それはアリッサさんが何をしようとしているのか、分からないから。ただ傷つけられるだけかもしれない、痛いだけかも知れない……そんなのは嫌でしょ？」


    「まあ……そうかもしれないけど……」


    「あの人にとって私は、初めて現れた言葉の通じる〝同族〟なんだよ。だから私にしか頼めなかったし、他の人は本当の想いに気付くことはできなかった」


    



    「嘘うそを吐つくなっ!!」


    



    　未由の言葉を拒絶する叫びが、辺りに響く。見れば全身を焼き焦がしながらも、八朔則秋が立ち上がろうとしていた。血走った瞳で未由を睨にらみ、血を吐きながらも告げる。


    「菜津がそんなことを……願うはずがない！　理性を失い本能で生きているからこそ、自ら死を選ぶことなんてことは有り得ない！」


    　未由はそんな彼を哀れみと、かすかな怒りを交えて見た。


    「あの人にも、心はあるよ。あなたの言う通り衝動に飲まれた体と本能は自殺なんて許さないけど、わずかに残った心は、もう終わりにしたいって訴えてた。垣かい間ま見みたあの人の記憶は、ひどかったよ。あなたたち八や朔さく家が繰り返してきたことが――あの人を絶望させたの」


    　血の濃さを、力を守るために菜な津つを母体にし続けた八朔家の所業は異常だ。しかも五百年もそれは続けられてきた。八朔則のり秋あきはいつ彼女が理性を失ったは分からないと言っていたが、本当の意味で彼女を壊したのは八朔家なのかもしれない。


    「違う……僕は、他の連中とは、菜津を道具にしてきた先祖達とは違う！　祖父や父のように……自分の感情を吐き出す人形として、いくら傷つけても死なない実験台として、菜津を使ったりしていない！　僕は菜津を愛している。忌いまわしい因習も僕の代で終わらそうと考えていた！　他の奴に菜津をやるつもりなどなかった!!」


    「――それは全部、あなた一人の考えだよ。その意志を菜津さんに伝えようとしたの？　菜津さんの思いを聞こうとしたの？　《支配》の力で従えて一方的な意志を押し付けてたら、〝菜津さんにとっては〟今までの人達と変わりないんだよ」


    「僕が……先祖たちと、同じ？」


    　呆ほうけたように彼は繰り返す。


    「本当にあの人を愛しているって言うなら……彼女の願いを認めてあげて」


    　がくっと膝ひざを折り、地面に手を付いた彼に未み由ゆは告げた。


    　そして肩を押さえ苦しんでいる菜津の元へ歩き出す。


    「ぐるるるるるる……」


    　菜津は低く唸うなっているが、アリッサに対する時のような敵意は発していなかった。息が荒いのは興奮しているというよりも、肩に負った傷が深いためだろう。流れ出る赤い血は止まる様子がなかった。アリッサがそれを見て未由に言う。


    「ミユ、たぶん《天使王ミトロン》の剣で傷つけちゃったから、あの傷は再生しないのよ。深手だし、放っておいてもいつか……」


    　それは恐らく、未由が手を汚す必要はないということを伝えたかったのだろう。けれど未由は少し振り返ると、首を横に振った。


    「なら楽にしてあげないといけないよ。これまでずっと――苦しんできたんだから」


    　未由の瞳には確固たる決意があった。それを見ては僕も余計な口を挟はさむことはできず、《姿の言葉シヤープワーズ》を唱えながら歩いていく未由を見送るしかなかった。


    「――奪うは幸福。眩くらき赤の満ちる底、痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王」


    　未由が近づくほどに、菜津の表情が安らいでいくように見えた。牙を剥むくのを止やめ、唸り声は小さくなり、獣のようだった眼光も和やわらぐ。


    　そして菜津は苦しさを忘れたみたいに傷から手を離し、未由を迎え入れるように両手を広げた。


    「あ……あ……菜津は、本当に――」


    　その様子を見て八や朔さく則のり秋あきは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    「震え、のたうち、彼の日を忘れず、永えい劫ごうに苦しむ者――止やむことのない嘆なげき。涙は涸かれ、心を染めるのは、赤き怒り――嘆きが撒まきしは怒りの種。怒りが芽吹くは炎の大地。王はただ灼しやく熱ねつの涙を落とす――」


    　未み由ゆは菜な津つのすぐ前まで来ると、両手を翳かざす。


    　菜津は応えるように薄うっすらと微ほほ笑えんだ。その姿は目を奪われるほどに美しくて、息を呑のむ。


    「菜津が、笑った……」


    　信じられないものを見たように八朔則秋が零こぼした声を、僕は聞いた。


    　そして未由が五百年の縛ばく鎖さを断ち切る言葉を――《起動言語トリガー》を告げる。


    「嘆きの炎涙グリーブテイアー!!」


    　月が支配する夜の世界に、真昼の太陽が帰ってきたようだった。


    　直視できないほどの眩まばゆい純白の炎が球形に菜津を包み込み――弾け飛ぶ。


    　空に舞い上がる白い炎の欠片かけら。菜津が立っていた場所には骨すらも残っていない。それほど強力な炎で、熱さも痛みも感じる間もなく焼失させたのだろう。


    「菜津っ!!」


    　八朔則秋が叫び、走り出す。夜空へ昇っていこうとする白い炎に手を伸ばし、掴つかみ取った。


    　ボワッと彼の右手から全身に炎が燃え移り、彼は地面に倒れた。
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    「いったい何を!?」


    　僕らは慌あわてて駆け寄る。しかし彼は体を火に包まれながらも笑っていた。


    「僕もじきに死ぬ。どうせなら菜な津つと同じ炎で焼かれたい……」


    　疲れ果てた声で彼は呟つぶやき、未み由ゆを見上げた。


    「礼を言うよ、未由くん……菜津の笑顔を見れる日が来るとは思わなかった……。結局傲ごう慢まんだったのは……僕だったわけだ……」


    　未由は右手の先からゆっくりと燃え落ちていく彼を見ながら答える。


    「かも、しれません。でも、あの笑顔は……あなたに向けられたものかもしれないです。自分の願いを叶えてくれた代わりに、あなたの願いを聞いてくれたのかも――」


    　それを聞いた彼は笑みを浮かべる。もはや痛みも熱さも感じていないのだろう。


    　彼を包む炎は不思議なことに右手の次に両足を灰に変えていく。もしかしたら心から遠い部分ほど燃えやすいのかもしれない。この炎は普通のものではなく精神存在の力を借りた魔術なのだから、物理法則は当てにならない。


    「はは……君は、優しいね。そんな君に酷ひどいことをたくさんしてしまったな……そうだ、君のために、一つ忠告しておこう……未由くん、無理をせず血を飲んだほうがいい」


    「え？」


    　驚いたように未由は目を丸くする。


    「血は、今の君の体を維持するのに必要なものだ。だからこそ……強い衝動が生じる。それを無理に拒絶し続ければ……体と精神に限界が訪れるよ。必要なのは……衝動に負けて理性を失わないこと……ただ血を飲んだだけでは、君は別に〝鬼〟とは見なされない……」


    「そう……なの？」


    　とうとう足も失ってしまった彼を見つめ、未由が問う。


    「この期に及んで……嘘うそは吐つかないさ。まあ、因いん果が応おう報ほうか……これまで僕は嘘を口にしすぎたね……。それに未由くんのこともだ。担かつぎ上げようとしたは僕ら八や朔さく家なのに……手の平を返して命を奪おうとした……」


    　彼はそう呟くと、何かを決意したように未由を真っ直ぐに見つめた。


    「未由くん……八朔家はね、君を友とも月づき家当主の後継者にするため、以前から暗躍していたんだよ。反対派の世よ一いち夫妻を《群れクラウド》に依頼して排除したり――君の両親を殺したり、ね」


    「な……」


    　未由の顔が強こわ張ばる。僕らも息を呑のんだ。キメラが未由の伯お父じ伯お母ばを殺害した事件に八朔家が絡からんでいたのは驚きだったが、それより衝撃的だったのは後者の内容。


    「お父さんとお母さんが死んだのは……交通事故、だよ？　灘なだ世せ叔お父じさまのことを疑ったこともあったけど、私が家を占せん拠きよしたとき記憶を探って関係ないことを確かめたもの」


    　しかし彼は首を振る。もう残っているのは胴体の上半分と頭だけだった。


    　焼失していく速度は次第に速まり、炎は彼をどんどんと小さくしていく。


    「知らないのは、当然だよ。あれは……八や朔さく家の独断だった。僕の父であり、八朔家の長、当主の秘書を務める……八朔連れん大だいが――」


    　だがそこで彼の言葉が途と切ぎれる。炎が顔を包み、声が出なくなったのだ。


    「待って！　もっとちゃんと聞かせて！」


    　未み由ゆが手を伸ばそうとしたが、僕は慌あわてて羽は交がい絞じめにして止める。


    「落ち着け！　触ったら未由にまで燃え移るぞ！」


    「でも!!」


    　言い争っている間に、彼は燃え尽きていき――白い灰となった。


    「ああ……」


    　未由が項うな垂だれる。風が吹き、灰を空へと攫さらっていった。


    　戦いはこれで終わったのだろう。けれど八朔則のり秋あきが遺のこした波は紋もんは、あまりに大きかった――。


    



    
      ４

    


    



    【八月八日（月）】


    



    　夏祭りの夜に起きた出来事は、翌日大きく町を騒がせた。とは言っても事実の一端しか報道はされなかったが……。


    　新たに被害に会ったのは町で襲われた一人だけとされ、城跡で殺された八朔家のスタッフ二名のことは表に出ることはなかった。事後処理をしたの九く棚だなさんだ。


    　事が友とも月づき家に関わることだったために、未由が携帯で連絡を取ったのだが、ここまで手早く動いてくれるとは思わなかった。


    　後から未由に聞いた話だと、九棚さんは八朔家の独断かつ造反行動を速すみやかに告発し、奈な波なみにいる何も知らない八朔家スタッフの指揮権を接収して後始末に動いたのだそうだ。


    　相変わらず九棚さんの手腕は凄すさまじいが、そこまですんなり片付いたのは八朔家の長が行方ゆくえ知れずだったことも大きいらしい。


    　だが僕らにとって大変だったのは家に戻った後だった。


    　叔お父じさんたちはちょうど病院で目覚めた咲さきねえから連絡を受けたところで、未由の姿を見ると血相を変えて飛んできた。


    　どうやら咲ねえは菜な津つが未由に死体を突きつけている場面に遭そう遇ぐうしていたらしい。それで未由を助けようとしたのだが、逆に菜津に殴なぐられて気絶してしまい、発見された焼死体は未由の可能性もあると家に連絡してきたようだった。


    　既に警察には通報済みで、咲ねえと未由は深夜から事情聴取を受けることになってしまった。


    　未み由ゆは自分が襲われていたところに咲さきねえが来てくれ、気絶させられはしたが、犯人も逃げ出したという風に話を合わせたらしい。犯人は女性だという情報が公おおやけに流れることになったが、恐らくそれ以上特定されることも、ましてや逮たい捕ほされることは絶対にないだろう。主犯というべき二人は、死体も残さずに消えてしまったのだから。


    　けれど警察にとっては初めての重要な目撃者。気絶した咲ねえを発見し、病院へ運んだアリッサと、混乱して現場から逃げ出した未由を追いかけていた（ということにした）僕も含めて再度の事情聴取を今日になっても要請され、解放されたころには日が沈んでいた。


    「警察って、あんなに馬鹿だとは思わなかった。同じ事を何度も何度も……警察官目指すの、少し考え直したくなったよ……」


    　帰り道、頭に包帯を巻いた咲ねえがうんざりした顔で呟つぶやく。咲ねえの怪け我がは本当に大したことがなく、今朝けさにはもう退院していた。


    　僕も警察の聴取には精神が磨ま耗もうした。何しろ咲ねえと違い、僕たちは嘘うそを吐つかなければならなかったのだから。咲ねえには言えないが、同じ質問に同じ嘘で答え続けるのは案外難しいのだと思い知った。正直、警察は馬鹿ではないと思う。


    「咲ねえと未由はすごく長時間拘こう束そくされてたからな。未由も疲れたか？」


    　僕は隣となりを歩く未由へ訊たずねる。


    「…………」


    　しかし未由はぼうっと空を見上げながら、危なっかしく足を動かすばかり。僕の言葉に反応を返さない。未由の視線を辿たどると、夜空には完全に満ちた月が煌こう々こうと輝いていた。


    「――ケースケ」


    　アリッサが何か言いたげに袖そでを引っ張った。


    「分かってるよ」


    　僕は簡潔に答える。昨夜からずっと未由の様子はおかしかった。八や朔さく則のり秋あきに告げられた衝撃的な事実のせいもあるだろうが、恐らく理由はもう一つ……。


    　帰ったら話してみよう。


    　僕はある決心をして、家いえ路じを歩いた。


    



    　その日僕は最後の風ふ呂ろを使わせてもらった後、自分の部屋には戻らずにアリッサ達の部屋を訪れた。


    　アリッサは由ゆ衣いを抱き上げて、ようやく来たかという顔をする。未由の方は相変わらず魅み入いられたように窓辺から満月を見上げていた。


    　僕は未由に近づき、肩を叩く。


    「――え？」


    　今ようやく気付いたというように僕を見る未み由ゆ。


    「あのさ、僕の血を飲んでくれよ」


    　単たん刀とう直ちよく入にゆうに僕は本題を告げる。


    　今の未由には他者の血が必要なのだと、八や朔さく則のり秋あきは言っていた。恐らく菜な津つがいなくなっても衝動は消えていないに違いない。菜津に呼ばれて夜間外出していたのとは、別の問題なのだ。


    「啓けい介すけくんの……血を？」


    　驚いた顔で未由は問う。


    「ああ、今も苦しいんだろ？　どうしても必要なものなら僕がやる」


    「そんな……でも……」


    　一瞬嬉うれしそうな顔したが、すぐに表情を曇らせて俯うつむく未由。


    　それを見たアリッサが口を挟はさんだ。


    「ミユ、このままの方が危ないわよ。理性が擦すり切れる前に、飲んだ方がいいわ。あたしは《天使王ミトロン》の器で、しかも一応混血でもあるから、ミユの衝動は抑えられないでしょうし、下手へたをしたら毒になるかもしれない。適役はケースケしかいないの」


    　しかしそれを聞いても未由の顔は晴れない。


    「だけど……血を飲むことで、余計に抑えが効かなくなるかも――」


    「そんなのやってみないと分からないでしょう？　大丈夫、理性を失いそうになったらあたしが止めるから」


    　その言葉に未由はしぶしぶ頷うなずく。


    「よし、じゃあ始めよう。どのくらいの血が必要なんだ？」


    　僕は未由に訊たずねる。しかし未由は困ったように首を振った。


    「分からない、よ。でもとりあえず、ほんの少しでいい」


    　確かにそれが賢明かもしれない。ちょっとずつ試していこう。


    「だったら方法はどうしようか？　何となくイメージで首筋に噛かみ付いてもらおうかと思ってたんだけど」


    「そ、そんな恥ずかしいことできないよ！　え、あ……そうじゃなくて、私、別に吸血鬼みたいに犬歯が伸びてるわけでもないし……」


    　何な故ぜか顔を赤くする未由にアリッサが横から告げる。


    「だったら指の先をちょっと切ってもらえばいいんじゃないかしら？　終わったらすぐにあたしが治療してあげるわ」


    「それがいいな。未由、カッター持ってるか？」


    　僕は未由に問う。


    「う、うん。ちょっと待ってて」


    　未由は筆記用具入れの中から小型のカッターを取り出し、僕に渡した。カチチチチと刃を出し、右手人差し指の先を薄く切る。


    　鋭い痛みが一瞬走り、ぷくりと血の雫しずくが傷口から溢あふれた。


    「あ……」


    　それを見た瞬間、未み由ゆの瞳が妖あやしい色を帯びた。ゆらっと手を伸ばして僕の右手をむと自分の元へ引き寄せる。


    「未由？」


    　噛かみ付くのは恥ずかしいと言っていただけに、てっきり宙から滴したたらせるのかと思っていたのだが、未由は躊躇ためらいなく僕の指を口に含んだ。


    　温かい滑りと、ざらついた舌の感触が指先をなぞる。


    　ちゅうっと傷口が吸われ、ぞくりと背筋に鳥肌が立った。


    「――おいしい」


    　未由は指を口から離すと、顔を上気させながら呟つぶやく。


    「あ……何か頭がはっきりしてきた。胸の中に溜まっていたものが抜けていく感じ……」


    　未由の瞳に光が戻り、何かに囚とらわれたように虚うつろだった雰ふん囲い気きが消えていく。


    「こ、効果はあったみたいだな」


    　僕は動どう揺ようを必死に抑えながら言う。指先に生々しく残る感触が、心拍数を凄すさまじく上昇させていた。


    「うん。一滴で十分みたい。ありがとう啓けい介すけくん、すごく楽になったよ」


    　未由はそう言って微ほほ笑えんだ。未由の体に不足していた血は、ほんのわずかだったのかもしれない。しかも衝動に飲まれる気配もないようだ。


    「そ、それならよかった。じゃあアリッサ、さっそく傷を――」


    　未由の顔を正視できずに、僕は慌あわてて後ろを向く。だが僕を出迎えたのは頬ほおを膨ふくらませ、殺気さえ宿った眼まな差ざしで睨にらみ付けてくるアリッサの顔だった。


    「ど、どうしたんだ、アリッサ？」


    「やっぱり止やめた……その程度の傷、魔術で癒いやさなくてもすぐに治るわよ」


    　不機嫌な声こわ音ねで告げると、ぷいと顔を背けるアリッサ。


    「え!?　治してくれるって言ったじゃないか？　この傷、案外痛いんだぞ」


    「知らないわよ、そんなの」


    「何でいきなり怒ってるんだよ？　うわっ、また血が出てきた！」


    　僕が仕方なく止し血けつするためにティッシュを探していると、がしっと手首が掴まれる。


    「もう！　分かったわよ！　治してあげるからこっち来なさい!!」


    　僕の腕をぐいぐい引っ張って、何な故ぜか部屋の外に連れ出すアリッサ。


    「な、何で外へ――」


    　しかし文句を言う前に、アリッサはぴしゃりと襖ふすまを閉め、僕の指を咥くわえた。


    「はむ」


    　理解できず、頭が真っ白になる。指先が熱いものに包まれ、柔らかい何かが傷を舐なめた。


    「は……？」


    　呆ぼう然ぜんと僕はアリッサを見下ろす。


    「――別においしくないじゃない、こんなの」


    　ちゅぱっと指を離すとアリッサは背を向けた。


    「どうして……アリッサまで？」


    「つ、唾つば付けとけば治るって意味よ！　消毒してあげたの！　じゃあおやすみ!!」


    　アリッサは振り返らずに早口でそう言うと部屋へ入り、襖ふすまを勢いよく閉めてしまった。


    「いや……唾ならさっき未み由ゆにも……」


    　呟つぶやくが、もうアリッサに届くはずはない。


    　僕は所在無く廊ろう下かに立ち尽くし、湿った指先を見る。


    　傷口はヒリヒリしたが、血はもう滲にじんで来なかった。


    



    【八月十日（水）】


    



    　朝七時、奈な波なみ駅。早朝だと言うのに、日差しはもう強く、あちこちから蝉せみの大合唱が聞こえてくる。僕と由ゆ衣いを抱えたアリッサ、そして咲さきねえは、改札の前で旅りよ行こう鞄かばんを持った未由と向き合っていた。


    「未由さん、もう帰るんだな。まだ色々話したいこともあったし、残念だよ」


    　咲ねえが名な残ごり惜しそうに告げる。


    「元々、月曜には帰るつもりだったんです。でもゴタゴタで長引いたから……。咲さん、色々お世話になりました」


    　未由はそう言って頭を下げた。


    　今日は未由が一足早く美み傘かさ市へ帰ることになった日。もう衝動を我慢する理由で、この町を離れようという訳ではない。《家》の用事とだけしか未由は言わなかったが、八や朔さく家のことで早く調べたいことがあるのだろう。


    　そういえば結局未由は、血の衝動が起こったそもそもの原因について話してはくれなかった。その他にも分からないことが多く、正直未由から目を離すのは不安に思う。


    　衝動に関しては、もう血を飲まなくてもしばらくは平気だと言っていたが……。


    「僕らもお盆を過ぎたらそっちへ戻るよ。何かあったら連絡してくれ」


    　本当は夏休みが終わるギリギリまで奈波に滞在する予定だったが、僕はそう告げた。しかし未由は全て見透かしたように首を横に振る。


    「ダメだよ。啓けい介すけくんたちはゆっくりしてきて。それに私、美傘市に帰ってもすぐに出かけると思うし」


    「出かけるって……どこへ？」


    「ちょっとね、用事ができたんだよ。だから私のことは気にしないで」


    　未み由ゆは安心させるように笑顔を浮かべて言うと、鞄かばんを持ち上げる。


    「じゃあね、また――学園で」


    　背を向けて歩き出し、改札の駅員に切符きつぷを見せる未由。


    「ミユ！　頑張ってね！」


    　アリッサがその背中に向けて叫ぶ。「ワン！」と由ゆ衣いも吠ほえた。


    　未由はかすかに振り返りコクンと頷うなずく。そしてホームへと歩いていった。


    「……どうして、頑張れって言ったんだ？」


    　僕は不思議に思って問いかける。するとアリッサも困ったように首を傾かしげた。


    「何でかしら……そう声をかけたくなったのよ」


    「そっか……」


    　何となく分かる気がした。


    　言葉では形容しがたいが、遠ざかっていく未由の背中にはどこか――覚悟のようなものが漂っているように感じたのだ。


    



    【八月十一日（木）】


    



    　その電話が掛かってきたのは、未由が帰った翌日、午後八時ぐらいのことだった。


    「――啓けいちゃーん、九く棚だなさんって人から電話だー」


    　夕食を終えてまったりしていた僕は、一階から咲さきねえに大声で呼び出されて受話器を受け取った。


    　わざわざ九棚さんから電話してくるなんて何事だろう？　というかこの家の電話番号はどこで調べたのか……。


    「もしもし？」


    『――遠とお見み様ですか？　夜分遅くに申し訳ございません』


    　丁てい寧ねいな九棚さんの声が受話器から流れ出た。


    「いえ、大丈夫ですけど。もしかして――未由に何かあったんですか？」


    　不安な気持ちを抑えて聞いてみる。


    『未由様ならこちらへ戻ってすぐに本家の方へ向かわれましたが、旅の疲れもなく、元気なご様子でしたよ。今日お電話させて頂いたのはウルト様に関することです』


    「ウルトさんの？」


    『はい。実はウルト様がもう四日ほど屋敷にお戻りにならないのです。これまで頻ひん繁ぱんに一日二日、無断外泊なされることがあったのですが、今回は少々長い気が致しまして……。アリッサ様の方には何かご連絡などあったでしょうか？』


    「たぶん、何もないと思います。あったら言うと思いますし。電話、代わりましょうか？」


    『それならお伝えいただけるだけで結構です。もしも何かあれば折り返しお電話ください。ウルト様のことですから、ひょっこり戻ってこられる可能性が一番高いと思われますので。こちらが少々騒がしいものですから、神経質になっていたのかもしれません』


    「騒がしい？」


    　僕が疑問の声を上げると、九く棚だなさんは意外そうに言った。


    『そちらではニュースになっていないのですか？　実は山の方で――』


    



    　電話を終えた僕は急いで居間へ向かった。バラエティ番組を見ていた忠ただ志しさんに断ってニュースをやっているチャンネルを探す。


    　するといきなり見覚えのある街並みがテレビに映し出された。美み傘かさ市だ。


    　特別番組らしく、画面の端にはどぎつい色でテロップが出されていた。


    『――町外れに突如現れた巨大クレーター！　原因は隕いん石せきか!?　それとも地盤沈下か!?』


    　ちょうど画面にリポーターが現れてそのテロップをそのまま読み上げる。


    　そして画面がヘリコプターからの空撮映像に切り替わった。


    「何だ……これ？」


    　僕は呆ぼう然ぜんとその映像を眺ながめる。


    　そこは繁はん華か街がいからは大きく離れた山林。近くに傘さん陽よう駅からの高こう架か線路が走る、美傘市の端。僕らがホリィ＝ライトと戦い、《魔狼フエンリル》と《天使王ミトロン》が激突した戦場。


    　戦闘によって崖がけ崩くずれや陥かん没ぼつなどを起こし、一部は焦しよう土どと化していたその場所は、きれいさっぱり何もなくなっていた。


    　半球状の穴が、ごっそりと全てを抉えぐり取り、マーブル状の地層を晒さらしている。


    『――音や揺れを感じた住民はおらず、未だ原因は特定されておりません。以前付近で発生した地割れや発光現象などとも関連付ける声もあり――』


    　レポーターの説明を聞きながら、まず最初に思い浮かんだのはウルトさんのことだった。


    　ウルトさんは以前、僕をあの場所に連れて行き、歪ゆがんだ木々を見せた後、あってはならないものだと言って消滅させた。


    　もしかしてこれもウルトさんが？


    　しかしわざわざ今、ここまでする理由が思いつかない。


    　テレビは安全確認のため、電車の運行を見合わせていることも伝えていた。


    　何かが――起こっている。


    　消えたウルトさんに、謎なぞの巨大クレーター……それに突然、混血としての衝動に襲われた未み由ゆ。


    　多くの出来事が一度に発生しすぎているように思えた。


    　全体像の見えない歯は痒がゆさを感じながら、僕は右手を握り締めていた――。
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    終章


    



    　きぃ、きぃ――。


    　ぴんと張り詰めた静せい寂じやくを、私の足音が乱す。何百年もの時を経た建物には、静けささえも重く堆たい積せきして存在を主張していた。


    　しかしそれを破ることに負い目はない。つま先に体重をかけるたび響く木床の悲鳴も、鳥の声のようで心ここ地ちよいほどだった。


    　前回ここを訪れたときに感じた拒絶感の正体に私は気付く。


    　拒んでいたのはこの場所ではなく、私を案内していた初老の男――友とも月づき家当主直属の秘書、八や朔さく連れん大だいだったのかもしれない。


    　一人で歩く廊ろう下かは、むしろ私を迎え入れようとしているようにも感じる。前よりも廊下は長く感じず、私は襖ふすまの前に辿たどり着いた。


    　双そう月げつの間ま。友月家当主が座する場所。


    「友月未み由ゆです。お話があって参りました」


    　私がそう襖の向こうへ呼びかけると、前回と同じく「入りなさい」というしゃがれた声が返ってきた。


    　スッと襖を開く。廊下の滞とどこおった空気が動き、頬ほおを撫なでた。甘ったるい香が鼻を衝つく。


    　私は真っ直ぐに前を見つめながら部屋へ足を踏み入れた。


    　赤い灯火に照らされ、奥に座するのは白髪の小こ柄がらな老ろう婆ば。そして彼女の背後にある御み簾すの向こうには二つの影が揺れていた。


    「――今日はそちらに二人も隠れておられるんですね」


    　私は皮肉のつもりで告げる。


    「ほほ、わらわの客人が来ておるだけじゃ。気にせず話すとよい」


    　それに答えたのは御簾に揺れる影の一つ。前回も聞いた声。自らの血を私に与え、命を救ってくれた人。だがそれは今回起きた事件の発ほつ端たんを作った人物でもある。


    「あなたの正体……何となく分かりました。菜な津つさんに会いましたから」


    　私は御簾の向こうへ話しかけた。この場所の支配者は、目の前に座る自分の祖母ではないことを、私はもう理解していた。


    「正体か、興味深いの。話してみよ」


    「菜津さんは五百年も老いず、生き続けていた。ならもっと長生きしているかもしれない人を、私は知っています。それは私の体を菜津さんと同じものにしてしまうほど純じゆん粋すいで濃い《高次存在ヴイナー》の血を引いている人物。あなたは友月家の始祖――今も裏で友月家の全てを支配する初代〝朋とも月づき未み永えい〟なんじゃありませんか？」


    　私が言葉を終えると笑い声が聞こえてきた。


    「――その通り。わらわは最初の〝未永〟じゃ。しかし、ただそれを確かめに来たわけではあるまい？」


    「はい――そんなことは、どうでもいいです」


    　体の中心に熱い火が灯る。


    　友とも月づき家の秘密や、初代未み永えいの意図など、もはや私にとっては些さ事じでしかない。


    「聞きたいことは一つだけ。八や朔さく連れん大だい――あなたの秘書はどこですか？」


    　抑えた声こわ音ねで、低く告げる。両親の仇かたきであると知った男の名を。


    「連大か……九く棚だな家からの報告で、お主ぬしを陥おとしいれようとする八朔則のり秋あきの行為は明るみに出たが、裏で操っていたのはどうもあやつのようでな。お主が〝鬼〟とならなければ菜な津つが処分されると吹き込んだらしい。それを追及しようとした時には、既に消えておった。捜させてはいるが、見つからぬ。恐らくは八朔家が秘密裏に通じておった《群れクラウド》という組織に身を寄せたのだろう」


    「《群れクラウド》……」


    　私は両の手をぐっと握り締める。容た易やすく尻尾しつぽを掴つかめる組織ではない。


    「さて、それでどうするのじゃ？」


    「え？」


    「お主はわらわの血を受けながらも〝鬼〟とならず、理性を保ってみせた。奈津よりも遥はるかにお主はわらわに近い。もはやお主は祖母である友月未永に命じられる立場なのじゃぞ？　連大のことはお主の好きなようにするがよい」


    「私……が？」


    　あまりのことに私は戸惑う。


    「言ったであろう？　そなたが〝友月未み由ゆ〟でいられる時間は終わると。つまりそなたは表の〝友月未永〟ではなく、真なる〝朋とも月づき未永〟の後継に選ばれたのじゃ。これまでわらわの影であった八朔家も意のままに操れる地位と権力が、今のそなたにはある。連大はこうなることを恐れたのであろうよ」


    　朋月未永の後継……。


    　私は実感が湧かず、白髪の祖母へと視線を移した。


    「お婆ばあ様さま、そうなんですか？」


    「はい――何なりとお申し付け下さい。あなた様は既に次代の未永様です」


    　私の問いに深々と頭を下げて答える祖母。その体がとても小さく見えた。


    「は……あはは……」


    　自然と笑いが漏れる。


    　私はもう、本当に友月未由ではなくなったようだ。「未由」と名前を呼んでくれた啓けい介すけくんの声がとても遠い。


    　未永などという名前は欲しくもない。けれど今はその力を使ってでも為なさなければならないことがあった。


    「では、お婆ばあ様さま――命令させていただきます」


    　その声は自分でも驚くほど、冷え切っていた。


    「八や朔さく家は、九く棚だな家に必要最低限の役割を引き継いだ後、即時解体。その後、友とも月づき家の総力を挙げて、八朔連れん大だいの足取りを追い、さらに《群れクラウド》の拠点を一つ残らず調べ上げて下さい」


    「分かりました。すぐに計らいます」


    　祖母は一言の異論も挟はさまずに了りよう承しようする。


    「八朔家の解体は良いとして、《群れクラウド》の拠点を見つけてどうしようと言うのじゃ？」


    　御み簾すの向こうから初代未み永えいが面白がるような声が響いた。


    「八朔連大が《群れクラウド》を頼ったというのなら、隠れる場所をなくしてしまえばいいだけの話です」


    　心の中に暗い炎が燃えていた。それは確実に勢いを強め、私の体を内側から焼き焦がす。


    「それは明快な手段じゃな。で――連大を見つけた時のことは、考えておるのか？」


    「はい――」


    　私は口の端はを歪ゆがめた。


    　結論はとっくに出ていた。胸の内で滾たぎる熱が、私を突き動かす。


    　思い出すのは両親の笑顔。そして病院で冷たくなった姿。


    　巻き戻せない、過去。
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    　私に誰かを殺して欲しくなかったと言ってくれた人がいた。


    　私に命を奪うことが、取り返しのつかないことだということを教えてくれた人がいた。


    　だから他の方法で戦っていこうと思った。かつて心の底から憎んだ人が、いつの間にか傍かたわらで笑うようになって、彼の言葉が正しかったことを知った。


    　けれど選択を許されない人がいる。怒りや苦痛、悲しみ、憎しみを晴らす手段を選ぶこともできず、一方的に命を奪われた人達が。


    　死者は戦うことも、許すこともできない。


    　今になって真相を知っても、お父さんとお母さんは、もう……何もできない！


    　私は体に収まらぬ怒りを、口から吐き出した。


    「八や朔さく連れん大だいは、この手で――殺します」


    



    　他人のための怒りは、自分のためのものよりずっと強い。


    　自分では、どうしようもないほどに――。

  



  
    あとがき


    



    　お久しぶりです、ツカサです。


    　蒸し暑くて、クーラーがなければ安眠もままならない季節となりました。このあとがきを書いているのは八月中旬なのですが、本が出る九月中旬頃には残暑も去ってくれていることを願っています。とは言え寒いのも苦手なので、冬も早く来て欲しくはないのですが……。


    　さて、それはともかく久々に執筆期間と作中の季節が近かった今巻。全身に夏の洗礼を受けながら、啓けい介すけたちの夏休みを書き綴つづりました。


    『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ７　～飢うえし血けつ鬼きと夏なつ夜よの炎えん花か～』は啓介の故郷でのお話です。


    　初めて美み傘かさ市から舞台を移し、登場人物も限られた七巻目は、これまでとは少し違った雰囲気になったかと思います。一月ほど遅い「夏休み」を感じていただけると幸いです。


    　学生時代、夏休みと言えば一年の大きな節目でした。「ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ」の中でも、その節目が訪れたと思うとしみじみします。これまでで一番、時間の経過を感じた巻かもしれません。


    　夏休みが終われば、夏は終わります。もちろん天候はそこまではっきりと変化は見せませんし、九月の初めは八月と変わらぬ猛暑が続くことも多いです。しかし学生時代は、そのように感じていた自分がいました。夏休みの終盤に至れば、秋はもう目の前。やがて来る冬の存在も意識して、一年が残り少ないことを自覚してしまったものです。


    「ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ」もそろそろ先が見通せる場所に近づいてきた感覚があります。まあそれは単に夏休みの出来事が終わり、急に視野が開けたために起こった錯覚であるのかもしれませんが……。


    　ともあれ、これからは物語の真相が次第に明らかになっていくことになると思います。より面白くなっていく（していく）はずですので、もうしばらく「ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ」と一緒に歩んでもらえると幸いです。


    　ではいつものようにお世話になった方々へお礼を――。


    　近衛このえ乙おと嗣つぐさん。水着に引き続き、今回は素晴らしい浴衣ゆかた姿のアリッサ達を描いて下さり、ありがとうございます。もはや作中の夏において、思い残すことはありません！


    　担当のＭさん。今回も様々なご指摘、感謝しています。自分がまだまだ至らないことを痛感してばかりです。これからもよろしくお願いします。


    　――それにしても、なんか今回は硬いあとがきになってしまいました。ちょっと真ま面じ目めすぎるのも息苦しいのですが、暑さで頭のネジが緩ゆるんでいるので、気を抜くと変なことを書いてしまうのです。事実このあとがきは三回ほど書き直していたりします。しかし最後、一言だけ心からの叫びを書こうと思います。


    　あーつーいー………………………………………………………………………では、また。
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